ブルーレイディスク / DVD プレーヤーホームぺージ 

本機に関する様々な情報び確認できます。 

操作情報などについて知りたいとさは、な下のホームペー 

ジをご覧ください。 

http://sony.jp/bd-player/ 

rQ & Aj ホー ムぺ ージ 

お客様からよくあるお問い合わせと解ミ央法に関する情報を 
下のホームページで確認でさます。 
http://www.sony.jp/support/faq.html 


よくあるお問い合わせ、ちお夫ち法などは 
ホームページをごを用ください。 


ほい方相談な □ 


フ IJ _ ダイヤル........... . 01 20-333-020 

携帯電言舌. PHS •—ち!^の IP 電言舌..- 04巨 6-31-2 己11 


http://www.sony.co.jp/support 


修理相談お □ 


フ I 」—ダイヤル . 01 20-222-330 

携帯電言き . PHS . —ち15の IP 電言舌..- 0466-31-2 已31 

※取扱説明書‘リモコン等の購入す目談はこち5へお問い合わせください。 


を記番号へ接続を、 

最ネ刀のガイダンスが 
流れている間に 

「 1 03 J + r 冉 J 

を押してください。 
直接、担当お□へ 
おつなざします。 


LfAX (共适）0120 -333-389 _夏付時間月一金： 9:00-20:00 ±.曰.祝日： 9:00-17:00 

ソニー 株式会社 〒1 08-007 已ま京都港区港南 1 -7-1 
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取扱説明書 

BDP-S350 


お買い上げいたださありがとラごさ"いまず。 

敬化 I 電気製品は安全のための注意事項を守5ないと火災 
言 や人身事故になることびあ0ます。 

この取扱説明書には、事故を防ぐための重要なま意事項と製品の取 
0扱いかたを示しています。 

この取扱説明書をよくお読みのうえ、 製品を安全にお使いください。 
お読みになったあとは、いつでを見られるところに必ず保管してく 
ださい。 


◎ 2008 Sony Corporation 






A 警告 I まをのために 


ソニー 製品はま全に充分配慮して設計されています。しかし、電気製品はすべて、間違った使 
いかたをすると、火災や感電などにより人身事故になることびあり危険です。事故を防ぐた 
めに次のことを必ずお守0 ください。 



まをのためのま意事項を守る 


2〜3ページのミ主意事項をよ<お読みください。製品全般のを意事項び記載されています。 
6ページの「使用上のごを意」ちあわせてお読みください。 


定期的に点巧する 


設置時や1年に1度は、電源 コー ドに傷みびないか、 コンセントと 電源 プラグの 間にほこりび た 
まっていないか、プラグびしっかり差し込まれているか、などを点検してください。 


が障した5ほわない 


動作びおかしくなった0、キャビネットや電源コードなどび破損しているのに気づいた5、す 
ぐにお買い上げ店またはソニーサービス窓□に修理をご依頼ください。 


—、異常び起をた6 



〇電源を切る。 

〇電源プラグを 

コンセントか5巧く 

包お買い上げ店または 
ソニー サービス 窓 □ 
に修理を依頼ずる 


警告表示の意味 

取扱説明書および製品では、巧のよラな表示 
をしています。表示の内容をよく理稱して 
から本文をお読み < ださい。 

この表示の注意事項を守らないと、火災•感 
電などにより死亡:や大けびなど人身事故の 
原因となります。 

IA ま意 I 

この表示の注意事項を守らないと、感電やそ 
の他の事故によりけびをしたり周辺の家財 
に損害を与えたりすることびあります。 


を意を促ず記号 

火災 感電 指のケガに 

'ま意 


巧為を禁止ずる記号 



(D (§) 

接触禁止めれ手禁止 


巧為を指示する記号 

〇 运 

指示 つラグをコン 

セントか6抜く 


IA 警句 

-乂災 感電 


下記のま意事項を守らないと乂災-感電により 死 こや 大 けがの 
原因となります。 


電源コードを傷つけない 

電源コードを傷つけると、火災や感電 
の原因となります。 

• 電源コードを加工したり、傷つけた 
りしない。 

• 製品と壁や棚との間にはさみ込ん 
だりしない。 

• 重いものをのせたり、引っ張ったりしない。 

• 熱器具に近づけない。加熱しない。 

• 移動させるとさは、電源プラグを损<。 

• 電源コードを旅くときは、必ずプラグを持って 
损く。 

"►万一、電源コードび傷んだら、お買い上げ店また 
はソニーサービス窓□に交換をご依頼くださし、。 

本機の上に重たいものやすま定な 
ちのを置かない 

感電や故障の原因となります。 


0 

禁止 


0 

禁止 



湿気やほこりのをい場所や、油煙や 
湯気のあたる場所には置かない 

上記のよラな場所に置くと、火災や感イ 
電の原因となることびあります。特に fX 1 
風呂場や加湿器のそばなどでは絶対に 
使巧しないでください。 禁止 


内部に水や異物を入れないように 
ずる 

水や異物び入ると火災や感電の原因と ィ — ^ 
なります。本機の上に花瓶など水の I VJ 
入ったものを置かないでください。ま 
た、本機を水滴のかかる場所に置かな 禁止 

いで < ださい。 

"►万一、水や異物び入ったときは、すぐに本体の電 
源スイッチを切り、電源プラグをコンセントか 
ら振を、お買い上げ店またはソニーサービス窓 
□にご相談ください。 


本機は室内専用でず 

乗物の中や船舶の中などで使用しない 
で < ださい。 


〇 

指术 


キャビネットを開けたり、分解や改 
造をしない 


火災や感電、けびの原因となることび 
あ0ます。 

"►内部の点検や修理はお買い上げ店 



またはソニーヴービス窓□にご依分解禁止 
頼ください。 


雷び鳴り出した5、本体や電源プラ 
グには軸れない 

感電の原因となります。 


接触禁止 



本機は国内専用でず 

交流 100 V の電源でお使いください。 
海がなどで、異なる電源電圧で使用す 
ると、火災-感電の原因となります。 
また、コンセントの定格を超えて使巧 
しないで < ださい。 











0^ 注意]下記のを意事項を守らないとけがをしたり周辺の家財に損善を与えたりずることびありまず。 


めれた手で電源プラグにさわらな 
い 

感電の原因となることびありま 

めれ手禁止 


風通しの悪い所に置いたり、通風孔 
をふさいだ0しない 


巧をかけた0、毛足の長いじゅラ 
たんや布団の上、または壁や家具 
に密接して置いて、通風孔をふさ 
ぐなど、自然放熱の巧ばになるよ 
ラなことはしないでください。過 
熱して火災や感電の原因となるこ 
とびあります。 


0 

禁止 


大音量で長時間続けて聞かない 


耳を刺激するよラな大をな音量で 
長時間続けて聞くと、聴力に悪い 
影響を与えることびあります。特 
にへツドホンで聞くとをにごを意 
<ださい。 

-►呼びかけ5れた5気びつくく 
5いの音量で聞さましょラ。 


0 

禁止 


安定した場所に置く 

水平で丈夫な場所に置いて < ださ 
い。ぐ5ついた台の上や傾いたと 
ころなどに置 < と、製品び落ちて 
けびの原因となることびあ0ま 
す。また、置さ場所、取0付け場 
所の強度わ充分に確認して<ださ 


0 

禁止 


移動させるとき、長期間使わないと 
きは、電源プラグを抜く 


長期間使用しないとさはま 
全のため電源プラグをコン 
セントか5抜いて < ださい。 
絶縁勞化、漏電などによ〇乂 
災の原因となることびあ0 


运 

つラグをコン 
セントか6巧く 


し、。 


ます。 


本体の前に物を置かない 

ディスクトレイび開<隙に、物び 
倒れて破損やけびの原因となるこ 
とびあ0ます。 


0 

禁止 


幼児の手の届かない場所に置< 


ディスクの挿入□などに手をは 
さまれ、けびの原因となることび 
あります。お子さまびさわ5姑 
よラにごを意ください。 


A 

キ旨のケガに 
'ま 意 


コード類は正しく配置ずる 

AV ケーブルや電源コードは足に 
ひっかけると機器の落下や転倒な 
どによ0、けがの原因となること 
びあります。充分にを意して接続、 
配置して < ださい。 


0 

禁止 


移動させるとき、ずべての AV ケー 
ブルや電源コードを抜く 


AV ケーブルや電源コードは足に 
ひつかけると機器の落下や転倒な 
どによ0、けびの原因となること 
びあ0ます。 


〇 

指示 


お手入れの際、電源プラグを抜< 


電源プラグを差し込んだま 
ま、お手入れをすると、感電 
の原因となることびありま 
す。 


运 

つラグをコン 
セントから巧く 


ひび割れ、変おしたディスクや補修 
したディスクを再生しない 


本体内部でディスクび破損し、け 
びの原因となることびあ0ます。 


0 

禁止 


電池についてのまを上のご注意 

液漏れ-破裂-発熱による大けびや失明を避けるため、下記のま意事項を必ずお守りください。 


A 警告 


電池の液び漏れたとさは 


素手でおをさわ6ない 

電池の液び目に入ったり、身体や 
衣服につくと、失明やけび、皮膚 
の炎症の原因となることびあり 
ます。そのとをに異常びなくて 
も、液の化学変化によ0、時間び 
経ってか5症状び現れることび 


(D 

接触禁止 


おります。 


必ず巧の処理をする 

"►液び目に入ったときは、目をこ 
す5ず、すぐに水道水などのを 
れいな水で充分洗い、ただちに 
医師の治療を受けて<ださい。 

-►液び身体やを服についたときは、すぐに 
されいな水で充分洗い流してください。 
皮膚の炎症やけびの症状びあるとさは、 
医師に相談してください。 


〇 

指巧 


電池は乳幼児の手の届かない巧に置< 

電池は軟み込むと、窒息や胃など 
への障害の原因となることびあり 
ます。 

-►万一、飲み込んだときはただち 
に医師に相談してください。 


0 

禁止 


電池を义の中に入れない、加熱•分解 • 
改造-巧電しない、水でめ5さない 


破裂した0、液び漏れた0して、け 
びややけどの原因となることびあ 
D ます。 


0 

禁止 


A ミ主思 


指定に(がの電池を使わない、新しい 
電池と使用した電池または種類の 
違ラ電池を混ぜて使わない 


電池の性能の違いによ0、破裂し 
た0、液び漏れた0して、けびや 
やけどの原因となることびあり 
まず。 


0 

禁止 


-►マンガン電池をお使いくださ 
し、。電池の品番を確かめ、お使 
い < ださし、。 


+と一の向きを正しく入れる 


+と一を逆に入れると、ショート 
して電池び発熱や破裂をしたり、 
液び漏れた0して、けびややけど 
の原因となることびあります。 
"►機器の表示に合わせて、正しく 
入れてください。 


〇 

指示 


使い切ったときや、長期間使用しな 
いときは、電池を取り出ず 


電池を入れたままにしておくと、 
過放電によ0ミ夜び漏れ、けびやや 
けどの原因となることびあ0ま 
す。 


〇 

JbaTv 


リモコンの電池フタを開けて使用 
しない 


U モコンのフタを開けたまま使用 
すると、漏液、発熱、発火、破裂など 
の原因となることびあります。 
"►マンガン電池を使巧し、フタを 
閉めて使用して < ださい。 


〇 

指で 
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本書の読みかた 使用上のご注意 


• ■巫■など説明の最初にあるマークは、その機能を 
使用可能なディスクの種類をおしています。 

• 本書の操作説明は、 U モコン操作を基本としてい 
ます。本体のボタンは、 U モコンの同じ名前のボ 
タンと同じ働さをします。 

• 本書で使われている画面イラストと、実際に表示 
される画面は異なることびあります。 

• 下線の項目はお買い上げ時の設定です。 

•本書中の [] 内の項目は画面上に表おされる項目 
です。 

•本製品のご使用を開始される前に必ず、本製品に 
含まれる「ソフトウエア等に関する重要なお知ら 
せ」 （69 ページ)をお読みください。お客様による 
本製品の使用開始をちって、このお知らせの内容 
をご確認の上、ご同意いただけたわのとさせてい 
たださます。 


本機は、コンセントの近くでお使いください。 

本機をご使用中、異常な音やにおい、煙びでたとき 
はすぐにコンセントから電源プラグを抜さ、電源 
を遮断してください。 

通常、本体の電源ボタンを切っただけでは、完全に 
電源から切0離せません。 


本機の起動とお了について 

本機はシステム全体の最適化を図るため、電源入切 
時に電源ボタンを巧してから、実際に起動するまで 
と実際に電源び切れるまでしばら < 時間びかかりま 
す。 

電源び切れる前にコンセントから電源プラグを抜く 
と、故障の原因になります。 

電源を r 切 J にしているとをのごミち意 

次のよラなときは、電源び「切」の状態でもファンび 
回り続けることびあります。 

一[スタンバイモー问び[高速起動]に設定されてい 
るとさ 

巧像現象(画像の巧きつき)のごま意 

本機のメニュー画面などの静止画をテレビ画面に表 
おしたまま長時間放置しないでください。画面に残 
像現象を起こす場合びあります。 

設置場所について 

次のよラな場所には置かないでください。 

• 振動のをい所。 

• 直射日光び当る所、湿度び高い所。 

• 極端に寒い所、極端に暑い所。 

また、本機の上に花瓶など水の入った容器を置いた 
り、水のかかる場所で使用しないでください。本機 
に水びかかると故障の原因となります。 

設置場所ををえるとをは 

BD や DVD 、 CD を入れたまま本機を動かさないでく 
ださい。ディスクを傷めることびあります。 
配線/接続作業を行ラとさは本機の電源を切り、本機 
の電源び切れていることを確認してから電源プラグ 
をコンセントから必ず抜いてください。 

結露(露つき)について 

結露とは空気中の水分び冷えた金属の板などに付着 
し、水滴となる現象です。本機を寒い場所から急に 
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暖かい場所に持ち込んだとさや、をの朝など暖房を 
入れたばかりの部屋で、本機の表面や内部に結露び 
起こることびあります。 

結露び起さた場合、結露びなくなるまで、そのまま放 
置してください。 

• 電源プラグをコンセントに差し込んでいない場合 
電源プラグをコンセントに差し込まないで、その 
まま放置してください。 

• 電源を入れていない場合 
電源を入れないで、そのまま放置して< ださい。 

• 電源を入れている場合 
電源を入れたまま放置して<ださい。 

結露びあるとさにご使用になると、故障の原因にな 
ります。 

本体のお手入れのしかた 

キャビネットやパみレ面のちれは、中性洗剤を少し 
含ませた柔らかい巧でないて<ださい。シンナーや 
ベンジン、アルコールなどは表面を傷めますので使 
ねないでください。 

再生を開始すると宝は 

音量を必ず下げておさましょラ。初めから音量を上 
げていると思わめ大さな音び出てスピーカーを破損 
させたり、へッドホンで聞いている場合には耳を傷 
めるおそれびあ0ます。 

映画や音楽を楽しむと宝は 

映画や音楽をお楽しみになるとさは、隣近所に迷惑 
びかからないよラな音量でお聞さください。特に、 
夜はルさめな音でも周囲にはよく通るものです。窓 
を閉めたり、へッドホンをご使用になるなどお互い 
にむを配り、快い生活環境を守りましょラ。 

ク u —ニングディスクについて 

レンズ用のク U —ニングディスクは、本機では使ね 
ないでください。故障するおそれびあります。 


しておさましよラ。 

• 柔らかい巧でディスクの中むから外のち向へ軽く 



拭きます。巧れびひどいときは、水で 
少し湿らせた柔らかい巧で拭いた後、 

さらに乾いた柔らかい巧で水気を拭 
さ取ってください。 

ベンジンやレコードク U —ナ ー、 静電気防止剤な 
どは、ディスクを傷めることびありますので、使ね 
ないでください。 

ディスクにラベル印刷した場合は、印刷び乾いて 
から再生してください。 

次のよラなディスクを使用すると本機の故障の原 
因となることびあります。 

一 円形!;!外の特殊な形状(カード型、八ート型、星 
型など)をしたディスク 
一 紙やシールの貼られたディスク 
ー セ□八ンテープやレンタルディスク 
のラべ) レなどの糊びはみ出したり、 

はがした跡のあるディスク 
ディスク読み取り面の傷を取るために磨いたり 
削ったりしないでください。 



著作権に関するごを意 


• 本製品は、著作権保護技術を採用しており、マク □ 
ビジョン社および その他の著作権利ちび保有する 
米国特許およびその他の知的財産権 によつて保護 
されています。この著作権保護技術の使用は、マ 
ク □ ビジョン社の許可び必要で、また、マク□ビ 
ジョン社の特別な許可びない限り家庭用およびそ 
の他の一部の鑑賞用の使用に制限されています。 
分解したり、改造することわ禁じ5れています。 

• 本機は、無許諾の BD/DVD (海賊版等)の再生を制 
限する機能を搭載しており、このよラなディスク 
を再生することはでさません。 


BD や DVD 、 CD の取り巧い上のごミち意 

• 再生面に手を触れないよラに持ち 
ます。 

• 直射曰光び当る所など温度の高い所、湿度の高い 
所には置かないでください。 

• ケースに入れて保をしてください。 

• 指紋やほこりによるディスクのちれは、映像の乱 
れや音質低下の原因になります。いつわされいに 
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主な特長 


ブルーレイディスクについて 



ブルーレイディスク （ BD ) は、高密度-大容量の新しい光ディスク 
の規格です。 DVD に用いる赤色レーヴーよりわ短波長の青紫色 
レーヴーを用いることで、同じ面積により細かいピッチで信号を 
記録します。この技術により、 DVD と同じサイズにもかかわらず、 
約5倍 (25 GB :片面1層ディスク）あるいは約10倍 (50 GB :片面2 
層ディスク）の大容量を実現。1枚の BD に八イビジョン映像を2時 
間！;!上収録でさます。そのため、八イビジョン画質で映画など長 
時間の映像を楽しめます。 


本機の特長 


|1 I 便利なメニューにアクセス 
しやすいリモコンボタン 


BD - ROM や DVD ビデオを楽しむ上での便利なメニューび用意さ 
れています。 U モコン中央部のメニューボタンからそれぞれのメ 
ニューを表示でさます。 


ホームメニュー 

" XMB " (ク□スメデイアバー) 

ディスクを再生したり、お好みの設定に 
変更する入り□となるメニューです。 


1を巧ず。 

ホームメニューび表示されまず。 

例： BD - ROM び入っているとを 



♦■►を押して、カテゴ U -を選ぶ。 

iZi 映像を再生 (33 ページ） 
音楽を再生 (38 ページ） 

な 写真を再生 (39 ページ） 

A 各種設定 (41 ページ） 

♦♦を巧して項目を選んで、®を 
押ず。 



ポップアップメニュー 

BD - ROM を再生しなびら操作で 
をるポップアップメニューを表 

7 J\UcK 9 〇 










2 1080 /24 p True Cinema 


1 秒 


DVD の映画などの 
プ□グレッシブ映像出力 

1 

1 

Ai 

A 2 

Bi 

日2 

日3 

Cl 

C 2 

D 1 

〇2 

D 3 

J 

F 

X 2 

X 3 

60コマ/秒 

1 

1 
















映画フィルム 
24 コマ/秒 


1080 /24p 
True unema 


J 






画 

0^1 





r 


A 

B 

C 



i 

X 

. 


市販の BD - ROM には、才 U ジナルの映画フィルムと同じ毎秒 24 コ 
マで記録されているわのびあります。通常のテレビにつないだ場 
合、24コマの BD - R 0 M の映像は、60コマ(プ□グレッシブ)に変 
換して表示されます。 

本機を1080 /24 p の映像ち式に対応したテレビと HDMI ケーブル 
でつなぐと、才 U ジナルと同じ24コマで本機から出力され、映画 
製作者の意図や映画の質感びより忠実に伝わります （1 7ページ)。 


3 7.1 チヤンネル高音質サラウンド 



BD - R 0 M の中には、映画館のよラな迫力ある音場を生み出す非圧 
縮ち式の r I 」ニア PCM 7. 1チヤンみレ」サラウンドや、 r ドルビー 
TrueHD 」 や 「 DTS - HD 」 といった□スレス(可逆型)音声び収録され 
ているものびあります （ HD 音声)。 

本機とデコーダー搭載 AV アンプを、八イスピードタイプの HDMI 
ケーブルでつなぐと、音の遠近感や位置までび感じられる高音質 
サラウンドで、八イビジョン映像の世界を U アルに体感でさます。 
これまでの映像ソフトでは巧ねえなかった臨場感を U ビングで満 
喫でさます (22 ページ)。 










各部の名前 


モ3ン 


U モコンのボタンは本体の同じ名前のボタンと同じ 
働さをします。 

* のボタンには凸(突起)びついています。（数字ボタ 
ンは「5」のみ、チヤンネル +/- ボタンは「+」のみ)。 
操作の目印としてお使いください。 

各ボタンの説明は （） 内のページをご覧ください。 



^表巧切り換ぇ • テレビ操作部 


閱個 

ディスクトレイ 開/閱 (33) 

ディスクトレイを開閉します。 

シアター 

口 

シアター (18) 

テレビと本機の映像を映画の視聴に最適な画 
質に設定します。また音声は AV アンプか5の 
出力に自動的に切り換わります。 

元の設定に戻すときは、再度ボタンを押してく 
ださい。 

この機能を利用するには、本機を HDMI ケーブ 
ルでブラビアリンク対応のテレビや AV アンプ 
につなざ、 HDMI 機器制御の設定をして<だ 
さい。 

TV 里源 
〇 

TV 電源 (32) 

テレビの電源を入れる、またはスタンバイ状態 
にします。 

電源 

〇 

電源 (28) 

本機の電源を入れる、またはスタンノ くイ状態に 
します。 


数字ボタン t (32、36、 52) 

チャプター番号などを入力します。 

ク U ァ 

ク U ア(36、 52) 

入力内容を消去します。 

時間表を 

時間表示 (13) 

再生している映像の経過時間または残り時間 
を本体表示窓に表示します。ボタンを押すた 
びに、経過時間と残り時間び切り換わります。 

音亩切巧 

音声切換# (48) 

視聴している BD や DVD にセ1」フび複激の言語 
で録音されている場合、言語を選べます。 

CD では音声トラックを選べます。 

字幕切巧 

字幕切換 (48) 

視聴している BD や DVD に字幕び複数の言語で 
記録されている場合、言語を選べます。 

アングル 

■ 

アングル 

視聴している BD や DVD に他のアングルか5の 
映像び記録されている場合、映像び切0換わ0 
ます。 

画面表示 

画面表示 (36) 

ディスクの種類や再生時間などの各種情報を 
画面に表示します。 

青 ホ 緑き 

ロロロロ 

カラーボタン(35、 52) 

Java を利用したコンテンツの操作や通信設定 
時の文字入力画面で使用します。また BD に 
よっては各種メニューへショートカットでさ 
ます。 
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な画面操作部 


グ 

トップメニュ ー (8、 35) 

BD や DVD のトップメニューを表おまたは閉じ 
ます。 


ポップアップ/メニュ ー （8、 35) 

BD のポップアップ;ニューや DVD のメニュー 
を表示または閉じます。 

夕 

オプション巧、34、38、 39) 

表示画面で使用でさるオプション機能を画面 
に表示または閉じます。 


ホーム(8、 41) 

ホームメニューを表示します。 CD のとさにも 
ラー度押すとホームメニューを閉じます。 


戻る 

ホームメニューや操作画面でひとつ前の画面 
に戻 0 ます。 

パ w @ 

♦一*/決定(の 

上下左ちに動かして項目を選び、決定ボタンを 
押して決定します。 


0再生操作部 


前 ホ 

前/;夕 

前または次のチャプター/トラック/ファイ 
ルの先頭に進みます。 

フラッシュ 

田口 

フラッシュ 

少し前に戻る、またはかし先に進みます。 

口巧 

早戻し/早送り 

再生中に押すと早送0再生または早戻し再生 
します。押すたびに次のよラに速さび切〇換 
わります。 

早送0 : 

►►1 (10 倍）一►►2 (30 倍）一 ►►S (120 
倍） 

早戻し： 

(1 倍）一 ぺ！ （10 倍）一◄◄2 (30 倍）一 
◄◄3 (120 倍） 

ボタンを押し続けると、離すまで選んだ速さで 
再生します。 

• 速さの数値はおおよそのわのです。 

•〔 D の速さは1段階です。 

通常の再生に戻すには、再生ボタンを押しま 
す。 

再を 

再生# (33) 

再生します。 

前回停止ボタンを押した位置か5つづけて再 
生でさます(つづさ巧生)。 

JPEG あ式の画像ファイルび記録されている 
ディスクのときにボタンを押すと、スライド 
ショー再生します。 

シーンヴーチ 

■ 

シーンサーチ （35) 

再生中のタイトル内ですばやく場面を移動で 
さる「シーンサーチ」に切0換えます。 

一時傳止 

四 

一時停止 (33) 

一時停止または再生を再開します。 

厚止 

a 

停止 (33) 

停止すると同時に停止した位置を記憶します。 
再開する位置は、動画では最後に停止した位 
置、音楽では最後に再生したトラック、写真で 
は最後に再生した写真ファイルになります。 


⑩ 


テレビ操作部 


1 

肖音 

• 

消音 (32) 

テレビの音声を消します。 

音量 

百 B 

音量+/— （32) 

テレビの音量を調節します。 

チでンネル 

D H 

チヤンネル +7-(32) 

テレビのチヤンネルを選びます。 

入力切巧 

入力切換 (32) 

テレビの入力を切り換えます。 


巧のぺージにつづ<0 
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本巧 


本体のボタンは U モコンの同じ名前のボタンと同じ 
働さをします。 

* のボタンには凸(突起)びついています。操作の目 
印としてお使いください。 

各部の説明は （） 内のページをご覧ください。 



の1/の（電源)ボタン (28) 

本機の電源を入れる、またはスタン 
バイが態にします。 

图ディスクトレイ （33) 

图 BD ランプ 

本機び BD を認識したとを点なしま 
す。 

々•ちょっと一言 

はじめて本機の電源を入れたとさ、かんた 
ん設定び完了するまでランプび点なしま 
す。 


团表示窓 (13) 

固 U モコン受光部 (15) 

固 24 P ランプ (44) 

映画フイルムと同じ毎砂24コマの 
映像び収録された BD - ROM を、 

1 080/24 P の映像ち式に対応した 
テレビに出力したとを点なします。 


m ► (再生 r ボタン (33) 

II (一時停止)ボタン (33) 

■ (停止)ボタン (33) 

ディスクを再生、一時停止、停止し 
よ9 〇 

国会（開/閉)ボタン (33) 

ディスクトレイを開閉します。 


ディスクトレイをロックする(チャイルド 
□ック） 

誤ってディスクトレイを開けないよラに□ックでさ 
ます。 

ディスクトレイを□ックするには、本機の電源を入 
れて、本体表示窓に [ locked ] と表示されるまで本体 
の H (—時停止)ボタンを10秒 m 上押し続けます。 
□ックを解除する口よ、本体表示窓に [ UNLOCK ] と 
表示されるまで本体の H (—時停止)ボタンを巧し 
続けます。 
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本な表巧窓 



田再生一時停止表示 

それぞれのデイスクの再生/一時停 
止動作を表示します。 

图 HD 表示 (44) 

HDMI 端テから 720 p /1080 ン 
1 080 p の映像信号び出力されてい 
るとを、または D 映像端テ/コン 
ポーネント映像端テから 
720 p /1 0801の映像信号び出力さ 
れているとさに点好します。 

图 HDM 廣示 (17) 

HDMI 機器とつないでいるとを点 
灯します。 

团 EXT 表示 (24) 

外部メモ U —を認識したとを点な 
しす〇 


固再生情報表示 

再生時間などの情報を確認でさま 
す。 

時間表示ボタンを押すたびに、表示 
はなのよラに変わります。 

• BD - ROM/DVD 再生時 

再生中のタイトルの経過時間 

i 

再生中のタイトルの残り時間 

• CD 再生時 

再生中のトラックの経過時間 

i 

再生中のトラックの残り時間 

i 

再生中のディスクの経過時間 

i 

再生中のディスクの残 D 時間 


巧‘ちよつと一言 

再生するディスクの種類によって 、 m (タイト 
ルまたはトラック）や [ C ] (チャプター)、 [ D ] 
(ディスク)のし'!ずれかび表示されます。 

固通信表示 

ソフトウェアをダウン□-ドして 
いるとを点なします。 
ソフトウェアのダウン□-ドにつ 
いては、42ページをご覧ください。 


表术おの表术义き 

使用状況によって表示される内容は異なります。下 
記は表示窓に表おされる文字の一例です。 


ディスクが入っていないとさ 



... 

:… 

r 

：[ S 


を[応していないディスクを入れたとを 



1-. 



:…： 

.:-i 

...j 

ディスクびエラーで読み込めないとき 


■■■■ !■■■ 



:…： 

□ック設定された BD - RE や BD - R を読み込み中のとき （34 ぺージ) 


■■■ 



:…- 

::: 

…. ..... 


データをダウン□-ド中のとを 



■11 1 / q 

ソフトウェアをアップデート中のとさ 


■■■ミ U 

二 ;1 /■ 9 

ディスクを読み込み中のとさ 





巧のぺージにつヴ<吟 
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田コンポーネント映像出力 ( Y 、 Pb/ 固通気 □ 回映像出力端子 (20) 

Cb 、 Pr / Cr ) 端テ (19) 内側に;令却フアンびあります。 回 HDMI 出力端子り7、 22) 

回引映像出力端子 (20) 固 EXT (外部メモ U -) ス□ツト (24) 画 LAN (100)端子 (25) 

回音声出力も/左端子（19、20、 23) 囚デジタル音声出力(光/同軸)端テ 回 D 1/2/3/4 映像出力端子 (19) 

团電源入力端テ (28) (22) 
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u モコンを準備する 


付属の U モコンで本機を操作できます。 

U モコンに単3形の 6) 乾電池(付属)を2個入れます。 
©と©の向さを U モコンの表示に合わせます。 



U モコンを使ラときは、 U モコンを本体のリモコン 
受光部回に向けて操作します。 

IJ モコン畳光部 





箱を開けたら、付属品び揃つているか確かめてくだ 
さい。 





リモコン （1 個）と 
単3あ ( R 6) 乾重ミ也 (2 個) 


取扱説明書(本書） 

かんたん接続ガイド 
(呆証書 

ソニーご相談窓□のご案内 
语1部） 

付属品の確認び終わったら、[準備 2] から[準備 7] の 
手順にしたびって本機を準備してください。そのと 
さ電源コードは必ず、すべての接続び終わってから 
つないでください（「[準備 6] 電源コードをつなぐ」 
(28 ページ））。 


[準備 1] 付属品を確認ずる 


〇 〇〇〇 - 
ゆ〇ゆ- 


接続と準備 
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[準備 2] テレビにつなぐ 


テレビの種類やつなざかたによつて再生でさる画質(映像解像度)び異なります。お使いのテレビの入力端テ 
をご確認の上、つなざかたを選んでください。テレビの取扱説明書わあわせてご覧ください。 

テレビに HDMI 入力端テびある場合は、 HDMI ケーブルでつなぐと高画質-高音質でお楽しみいただけます。 
映像解像度について詳しくは、 r 映像の解像度について」 （63 ページ)をご覧ください。 


尸, 




映ほ解像度 


ケーブル 


八イビジョン画質巧!>: 
1080 /24 p ' 1080 P ' 
1080し 720 p 
標準画質巧み： 

480 p ' 480 i 


別売り 

HDMI ケースレり本） 


-► HDMI ケーブルでつ 
なぐ （17 ページ） 


八イビジョン画質巧 E > 
1080し 720 p 
標準画質 
480 p 、480 i 


別売り 

D 映像ケーブルり本） 

付属 

映像/音声ケーブル （1 本） 


D 映像ケーブルでつ 
なぐ （19 ページ） 


八イビジョン画質 
1080し 720 p 
標準画質巧: 
480 p 、480 i 


別売り 

コンポーネント映像ケーブル 
(1 本） 


售 


付属 

映像/音声ケーブル （1 本) 


:> 


!> 

-► コンポーネント映像 


ケーブルでつなぐ 

_ -r 

(19 ぺージ） 


標準画質巧な 
480 i 


別売り 

S 映像ケーブル (1 本） 

付属 

映像/音声ケーブル （1 本） 


—► S 映像ケーブルまた 
は映像ケーブルでつ 
なぐ (20 ページ） 


映像入力端モびないテレビには接続でをません。 


つないでいるケーブルに無理な力を加えないでください。本機と壁の 
間にはさまれると、ケーブルび損傷することびあ D ます。 


接続と準備 
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HDMI ケーブルでつなぐ CdD SD 


HDMI ケーブル(別売り）1本で映像と音声を出力で 
さます。デジタルで劣化の少ない高精細映像と音声 
び楽しめます。 


HDMI 機器制御やブラビア U ンク対応のソニーのテ 
レビとつなぐときは、 「 HDMI 機器制御を利用する」 
または r ブラビア U ンクを利用する」 （18 ページ)ち)あ 
わせてご覧ください。 

1080 /24 p の映像ち式に対応しているテレビとつな 
ぐと、1080 /24 p True Cinema で BD - ROM ①映画 
を楽しめますのページ)。 


本機後面 




1テレビ1 


1 

r 



HDMI 端子につなぐときのごミち意 

次のよラな場合、 HDMI 端テやコネクターを破損さ 
せる恐れびありますのでごを意ください。 

• 本機を移動させるときは、必ず HDMI ケーブルを抜 
いて < ださい。 



•本機を台などに設置する場合、キャビネットの壁 
に向けて力を加えないでください。 HDMI 端テや 
ケーブルび破損することびあります。 
•ケープルを差し込むとさは、 HDMI 端テとコネク 
ターの形や向さにを意してください。 


ごミ主意 


• HDMI の接続機器の認証には時間びかかるため、映像や音卢び途切れる 
場合びあ D ます。 

• すべての八イビジョンテレビとの互換性をな証するをのではありませ 
ん。つないでいるテレビによっては映像び乱れることびありまず。 
480 i /480 p /720 p /1 080 i /1 08 Op の解像度で映像び正しく表示されない 
場合は、他の映像端子への接続をお試しください。八イビジョンテレビ 
と本機の互換性について不明な点びありました！ 5. ソニーの相談窓□ま 
でお問い合わせください。 


• HDMI ケースレを抜き差しするときは、コネクター 
をねじったり 回したり しないでください。 



DVI 入力端子のあるテレビにつなぐには 

HDMI - DV 陵換ケースレ(別売り）を使います 。 DVI 
端テは音声信号を受け付けないため、別途に音声接 
続をする必要びあります (21 ページ)。ただし、本機 
の HDMI 出力端子を HDCP に準拠していない DVI 端 
テ ( PC ディスプレイの DVI 端テなど）につなぐことは 
でさません。 


HDMI 、 HDMI □コ、および High Definition Multimedia Interfacel ま、 
HDMI Licensin 曰 LLC の商標または登録商標です。 


• HDMI ケーブルでつなぐとさは[映像設定]の[出力映像解像度設定]か 
ら [ HDMI ] を[自動]に設定してください (44 ぺージ)。映像び不自然ま 
たは不鮮明なとき、お好みに合わないときは、解像度を変更してくださ 
い。 

• HDMI ケーブルは HDMI □ゴの入っているちのを使用してください。 

• HDMI 出力で108 Op を楽しむ場创ま、八イスピードタイプの HDMI ケー 
プルを使用してください。 


巧のページにつづ < C > 





HDMI 機器制御を利用する 


ブラビアリンクを利用する 


HDMI 機器制御対応の ソニー 製テレビと本機を 
HDMI ケーブル(別売り）でつなぐと、それぞれの機 
器間で連動した操作びでさるよラになります。 

HDMI 機器制御とは 

HDMI 機器制御は、 HDMI で規格化されている 
HDMI CEC (し onsumer Electronics Control ) を 
使った機器間相互制御の機能です。 

ソニーの HDMI 機器制御対応のテレビや AV アンプな 
どを HDMI ケーブルでつなぐと、それぞれの機器間 
で連動した操作びでさるよラになります。3台まで 
の機器を制御できます。 

H DM I 機器制御機能をほうには 

1本機とテレビを HDMI ケーブルでつなぐ。 

接続ち法については17ページをご覧ください。 

2 つないだ機器で HDMI 機器制御の設定をする。 

手順1で HDMI 機器制御設定連動に対応している ソニー 
製テレビにつないだ場合は、本機の電源を入れてからテ 
レビの HDMI 機器制御設定を有効にしてください。テレ 
ビの HDM 職器制御を有効にすると、本機の HDM 職器制 
御設定も自動的に[入]になります。詳しくは、お使いの 
テレビの取扱説明書をご覧ください。 

本機の設定については陆体設赶の [ HDM 職器制御] 
(引ページ)をご覧ください。 

テレビ側の設定ちまについては、お使いのテレビの取扱 
説明書をご覧ください。 

HDMI 機器制御ででまること 

• U モコンでテレビの電源を切ると、連動して本機 
の電源ち切ることびでさます(本機の電源を切っ 
てわ、テレビの電源は入ったままです）。 

• 本機で下記ボタンを巧すと、テレビの電源び自動 
的に入り、テレビの入力び本機をつないでいる入 
力に自動的に切り換わります。 

一 電源 
—ホーム 
一再生 

•テレビの入力を選ぶだけで、本機の電源び入りま 
す。 


ごを意 


• つなぐ機器によっては HDMI 機器制御び働かないことびあ D ます。つ 
なぐ機器の取扱説明書をご覧ください。 


ブラビア U ンクの U ンクメニューに対応しているソ 
二一のテレビに本機を HDMI ケーブル(別売り）でつ 
なざ、本ページの HDMI 機器制御の設定をすれば、テ 
レビの U モコンで連動操作びでさます。 

S (シアタ-)ポタンを使う 

テレビと本機の映像を映画の視聴に最適な画質に設 
定します。 

またブラビア U ンク対応の AV アンプにつないでい 
る場合は、音声は AV アンプからの出力に自動的に切 
り換わります。元の設定に戻すとさは、再度ボタン 
を巧して < ださい。 

その他、テレビの U モコンでブラビアリンク対応機 
器を操作するち法については、お使いのブラビア U 
ンク対応テレビの取扱説明書をご覧ください。 

お客様からよくあるブラビア U ンクについてのお問 
合わせと解ミ夫ち法については、下のホームページ 
で確認でさます。 

http :// www . sony . co . jp / raa / BD / 


. ソニー製ブルーレイディスクレコーダーは1」モコンモードび3つあ D 
ますび ( BD 1、 BD 2、 BD 3)、 本機の U モコンモードは BD 1 に固定されて 
います。 


接続と準備 
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テレビ‘ 


[出力映像解像度設定]で[自動]または [1 080 P ] の解像度を選んでいると 
をは、 D 映像出力端テ传コンポーネント映像出力端子から映像信号び出 
力されないことびあります (44 ページ)。 


なのページにつづ < K 〉 


コンポーネント映像ケーブル(別売り） 


コンポーネント映像入力端子へ 


接続と準備 














• 本磯はテレビに直接つないでください。本機か5ビデオデッキなどを 
経由してテレビに信号を出力すると、映像び乱れる場をがあります。 



• [出力映像解像度設定]で[自動]または [1 080 P ] の解像度を選んでいる 
とさは、 S 1 映像出力端子や映像出力端子か5映像信号び出力されない 
ことびあります (44 ページ)。 


S 映像ケーブルまたは映像ケーブルで 
ごなぐ SD 


本機後面 


テレビ 


接続と準備 
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[準備 3 ] AV アンプにつなぐ 


再生したい音芦の種類により、 AV アンプの種類や必要なケーブルび異なります。次の中から再生したい音 
声に必要な AV アンプとケーブルを確認してください。 

BD の高音質を楽しむ場合は、[音声設定]の旧 D 音声設定]で[ダイレクト]を選んでください。セカンダリー 
オーディオ、インタラクティブオーディオを楽しむ場合は[三ックス]を選んでください。お買い上げ時は 
[ミックス]に設定されています (46 ぺージ)。 


音声フオーマットについて_ 

再生する BD や DVD び対応しているか 
については、 BD や DVD のパッケージの 
裏側で確認でさます。 


田 DOLBY 


truetk I 


ドルビーデジタル^、 DTS # 2 または 
AAC デコーダー付さ AV アンプに光デジ 
タル接続ケーブルでつないでいる場合 
は、本機の[音声設定]の [ ドルビーデジ 
タル]、 [ DTS ] 、または [ AAC ] の設定を変 
要してください (46 ページ)。 

*1 ドルビーラボラト I 」ーズか5の実施権 
に基づき製造されています。 Dolby 、 ド 
ルビー 、 Pro Logic 及びダブル D 記号は 
ドルビーラボラト U —ズの商標です。 
^ DTS は DTS , lnc の登録商標です。そし 
て、 DTS-HD Advanced Dig け al OutI ま 
DTS , Inc . の商標です。 

旧 D 音声設定]を[ダイレクト]に設定ず 
ると、 AV アンプでデコードした音靑を 
楽しめます。 


7.1 チヤンネル音青で BD や DVD を楽しみたい 

音青の種頻 が要な AV アンプ 接続で巧5ケーブル 


田 DOLBY 

TRUETT 7 1 

Dolby TrueHD*i 
に対応した AV 
アンプ 


田 DOLBY 

DIGITAL PLUS 1 

Dolby Digital 
Nusti にあ t 応した 
AV アンプ 


戀!! S 产 D 

Qctts-HD 

High Resolution Audio 

DTS HD*2 に 
対応した AV アンつ 

, 

リニア PCM 

7.1 チヤンネル 
リニア PCM に 
対応した AV アンつ 

, 


八イスピードタイ 
プの HDMI ケーブ 

ル*3 

22ページ 


5.1 チヤンネル音をで BD や DVD を楽しみたい 


田 DOLBY 

DIGITAL 1 

Dolby Digital *^ 
に対応した 

AV アンプ 


藝 ctti 

Digital Surround 

DTS * 2 に巧応した 
AV アンプ 


巧 

AAC 

AAa こ 

対応した AV アンつ 

, 


HDMI ヶーブル 

22ページ 

光デジタル 
ヶーブル 

22ページ 

同卽デジタル 
ケーブル 

22ページ 


ステレオ音芦で BD や DVD を楽しみたい 




ステレオ音青 

ステレオ音靑に 
対応した AV アンつ 

, 


ステレオ音芦 

ケーブル 

23ぺージ 


'をちよつと一言 

音声出力の詳細については.「音声出力信号について」佑5ページ)をご覧 
ください。 




AV アンフによって.音声入力端モや再生でをる音南び異な0まず。接 
続する AV アンプの取扱説明書をあわせてご覧ください。 

還んだ音声信号に適合していない機器につないだ場合、音び出ない.ま 
たはスピーカーから大音量び出てスピーカーや聴力を損なラおそれび 
あ0ます。 

巧のぺージにつヴ< 吟 
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HDMI ケーブルでつなぐ 


留 





HDMI 出力端子へ 


HDMI 入力端子へ 


HDMI 出力端子へ HDMI 入力端子へ 


HDMI ケ1力 W 別売り） 


I 

HDMI ケーブル(別売り） 


本機と AV アンプを HDMI ケーブルでつないだ場合は、 AV アンプとテレビを HDMI ケーブルでつなざます。 
テレビに HDMI 入力端テがない場合は、別の映像ケーブルで本機とテレビを直接つなざます （16 ページ)。 
7.1 チャンネル音芦を楽しむ場合は、八イスピードタイプの HDMI ケーブルをご使用ください。 


1目1 

1 © 


« 同田1 

1 PCM / DTS / N レビーテジタル 



A 


デジタル音青出力 
(同軸)端子へ 


同軸デジタルケーブル(別売り） 

J _ 


または 


デジタル音声出力(光)端子へ 


光デジタル U レ(別売り） 



デジタル音亩入力 
(同軸)端子へ 


A 


Y 


I 

f 


デジタル音吉入力 
(光)端子へ 


1光デジタルケーブルまたは同軸デジタルケーブルで 
本機と AV アンプをつなぐ。 

2 ホームメニユーで[音声設定]一[優先音声端子]一[デ 
ジタル音声]の順に選ぶ (46 ページ)。 


[音声設定]の [ ドルビーデジタル]と [ AAC ] 、 [ DTS ] を 
設定する (46 ベージ)。 

これらの手順び正し < 設定されていない場合、音び出な 
し、または大音量び出ることびあります。 


牌 


1 1 — 

—1 1 

U 


◎ ◎ 

◎ ◎ 


ごを意 


-部の HDM 网応 AV アンプで 7.1 チヤンネルリニア PCM 信号に対応して 
いないことびありまず。つないだ AV アンプの取扱説明書をご確認くださ 
し、。 


本機後面 


AV アンプ 


光デジタルケーブルまたは同軸デジタルケーブルでつなぐ 


本機後面 


AV アンプ 


テレビ 


接続と準備 
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音声ケーブルでつなぐ 


AV アンプ 



接続と準備 
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[準備 4] か部ゾモリーを是し込む 


本機をインターネットに接続の上 、 FBonusView 
(ボーナスビュー)」や 「 BD-Live ( BD ライブ)」に対応 
したディスクを再生すると、追加のコンテンツを楽 
しめます。追加コンテンツの中にはダウン□ード 
ヴービスもあり、 EXT ス□ット湘入印に差し込ん 
だ外部><モリー(別売り：ソこ一製 USM 1 GH (2008 
年9月現在)）を□—カルストレージ "local storage " 
として、コンテンツをダウン□ー ドでさます。 

外部メモリーと本機の▼の位置を含わせて、 EXT ス 
□ット(挿入 □) の奥までしっかりと差し込みます。 
電源を入れたとさに、本体表示窓の EXT 表示び点丹 
していることをご確認ください。 



• が付け八ードディスクなど、 USB フラッシュメモリー政がのものを 
EXT ス□ット(挿入 □) に差し込まないでください。 

• が部メモ U —は EXT ス□ット(挿入 □) に向けてまっすぐに差し込んで 
ください。無理に差し込んだ場を、本機と外部メモ U —が破損する恐れ 
びあ0ます。 

• かさなおテ様のいるところに外部メモリーを放置しないでください。 
誤って飲み込んでしまラ恐れびあります。 

• 外部メモ U —に無理な力を加えないで<ださい。故障の原因となりま 
す。 

• ソニー製が部メモ U —の使用をおすすめします。 

• USM 1 GH 政がの外部メモ U - も本機能に対応していることびありま 
す。ただし、すべての列部^モ U —との互換性を保証するちのではあり 
ません。 

• USM 1 GHUI がの外部メモ U —を使用するときは、向さを確認してから 
差し込んでください。 


外部メモリーを取りはずずには 

1電源ボタンを押して、電源を切る。 

2 EXT ス□ット(挿入 □) か5外部メモリーを取りはず 
ず。 


• 外部メモ U - によっては、 EXT ス□ット(挿入口）か b はみ出すことび 
あります。ス□ットに無理やり巧し込んだり、はみ出した部分に無理な 
力を加无ないで < ださい。 

• 外部メモ U —を抜き差しするときは、必ず本機の電源を切ってから行っ 
てください。が部メモ U —やメモ U —内のデータび破損する恐れびあ 
0ます。 

• 外部;><モ|」一内のデータび破損-消滅した場をなど、いかなる場をにお 
いてち、記録内容の補償およびそれに付随するあ6ゆる損害について、 
当社は一切責任を負いかねまず。また、いかなる場合においても、当社 
にて記録内容の修復はいたしません。あ5かじめご了承<ださい。 

• 本体表示窓の EXT 表示び点打しない場を、本磯の電源を切って、外部メ 
モリーを差しなおしてか日本機の電源を入れてください。 

• 写真や音楽ファイルなどび入った外部メモリーを差し込まないで<だ 
さい。外部メモリーのデータび破損する恐れびあります。 


接続と準備 
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[準備 5] ネツトワークにつなぐ 


LAN ケーブルを使って、本機をインターネットにつ 
なぐことで、ネットワーク経由でな下のことびでさ 
ます。 

• ネットワーク経由で本機のソフトウエアをアップ 
デートする (42 ページ)。 

• BD-Live ( BD ライスを楽しむ (35 ぺージ)。 

1 LAN ケーブルで、本機とインターネット接続機器をつ 
なぐ。 

インターネット接続ち法にはなのちのびあります。 

• LAN ケーブルを直接つなぐ場合 
• 無線 LAN を経由してつなぐ場合 
接続方法については、インターネット接続機器の取扱説 
巧書ちご覧ください。 

2 [通信設定]の[ネットワーク設赶 （52 ページ)を設定 
して < ださい。 


LAN ケーブルを使うと宝は 

• LAN ケースレには、ストレートケーブルとク□ス 
ケーブルの2種類びあります。 

モデムやブ□ー ドバンドルーターなどの種類によ 
り、使用するケーブ J レの種類び異なります。詳し 
くは、モデムやブ□ー ドバンドルーターの取扱説 
明書をご覧 < ださい。 

• 1 OOBASE - TX タイプの LAN ケーブルをお使いくだ 
さい。 

詳しくは、モデムやブ□ー ドバンドルーターの取 
扱説明書をご覧<ださい。 

ネットワーク経由でソフトウェアをアップ 
デートするには 

r ネットワークアップデート」 （42 ぺージ)と「ソフト 
ウェアアップデート通知」（引ページ)をご覧くださ 
い。 

BD-Live ( BD ライブ)を楽しむには 

BD-Live ( BD ライブ)を楽しむには、接続環境やネッ 
トワークの状況によりますび、実効速度1 MbpsLil 上 
の回線をおすすめします。 

FBonusView (ボーナスビュ ー) や BD-Live ( BD ラ 
イブ)を楽しむ口ま」 （35 ぺージ)をご覧ください。 


ごミ主意 


LAN 端子に電話回線をつなびないで<ださい。誤ってつなぐと故障の原 
因になります。 


なのぺージにつヴ<嗦 
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-ブルでインターネットに接続する方法で 




LAN ケースレ(別売り） 


本機後面 




LAN 端子へ 


パソコン 



LAN ケーブル(別売り） 



• モデムやブ□ー ドバンドルーターの設定は、それぞれの機器の取扱説明 • 本機にはウェブブラウザ機能び搭載されていないため、モデムやブ□一 

書をご覧のラえ行ってください。 ドバンドルーターなどの設定を本機か5行ラことはできません。 

• ご契約のプ□バイダーによっては、モデムとブ□ー ドバンドルーターび モデムやプ□ー ドバンドルーターなどの設定にはパソコンなどび必要 

一緒になった磯器をご使用の場をちあります。 になりますのでご注意ください。 

• 契約によっては、本機やパソコンなどの端末を複数台接続できないこと • プ□ー ドバンドルーターなどに装備されている LAN 端テの数び接続す 

びあ0ます。ご利用の回線事業ちへご確認ください。 る端末数より少ない場合は、八プび必要となります。 

• ご契約のプ□バイダーによっては、 PPPoE 方式を採用している場含び •CATV (ケープルテレビ)を社によっては、プ□ー ドバンドルーターの接 

ありまず。この場を、 PPPoE 方式に対応したプ□ー ドバンドルーター 続を許可していない場をびあります。 

び必要になります。詳しくは、プ□バイダーにご確認ください。 あ日かじめ CATV (ケーブルテレビ)を社にご確認ください。 


• LAN ケーブルで本機とパソコンをつなびないでください。 
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無線 LAN などワイヤレスでインターネットに接続す 
るち法です。 


無線 LAN 経由でつなぐとき 


ONU ( 光回線終端装置)、 

ADSL モデム、 ..I ' I ll/ll!' I 

トスレモデムなど 



夕 


本機後面 


國 


，ぉ因 "1 _ 

るつ口げ L ^ 

ないで< . 

たでし , • i LANdOO) 


無線 LAN 
コンパーター 
げ機） 


LAN1LAN2LAN3LAN く 

1 

4 


1 口 〇 〇 DI 


J 


[Hi 


LAN 端子へ 


LAN ヶーブル(別売り） 

_1_ 


ごミ主意 


無線 LAN ルーターや無線 LAN コンバーターの設定は、それぞれの機器の 
取扱説明書をご覧のラえ行ってください。 












雄備 6] 電源コードをつなぐ 


電源コードは必ず、すべての接続び終わってからつ 
ないで < ださい。 

付属の電源コードを下図の〇、0の順につなざます。 
電源コードをつなぐと本機の表示窓に 「 WAIT 」 と点 
滅表示されます。表示び消えるまでそのまましばら 
くお待ちください。 


本機後面 


國 


電源入力端子へ剛〇 


〇 


壁のコンセントへ 


電源を入れる 


電源を入れると、本体の表示窓は次のよラに表おさ 
れます。 

〇を押して電源を r 入」にすると 


起動中 


「 WAIT 」 は本機び起動するまで表示されます。 
表示び消えるまで、お待ちください。 

その他の表示については13ページをご覧ください。 


'なち よつ と一言 


I を巧した場合にち、本機び起動します。 


接続と準備 
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[準備 7] かんたん設定をずる 



BD 


接続と準備 























4 本機とテレビを接続したケーブルを♦♦で選び、 d を 
押ず。 



HDMI : HDMI ケーブルで接続したとさに選びます。 

D 映像またはコンポーネント映像： D 映像ケーブルまた 
はコンポーネント映像ケーブルで接続したとさに選びま 
す。 

映像または S 映像： 映像ケーフルまたは S 映像ケーブルで 
接続したとさに選びます。 

接続ケーブルに応じて、しツ下の手順へ進んで < ださい。 

[ HDMI ] の場合： 手順 5 の©へ 

[ DB 巧像またはコンポーネント映像]の場合： 手順5の包へ 
[映像または S 映像]の場合： 手順 G へ 

5テレビへの出力瞄像度を♦♦で選び、®を巧す。 

〇手順4で [ HDMI ] を還んだとき 


rS かんたん巧ミ- HOMI ぉ留巧 


デレビへの出力餐宙度を进んで<ださい。适巧は■自画"を涅んで<ださい。 

巧定5変更した留さ.巧巧を30怯!巧切り巧えまず。 

映®に問坦がないか巧おしてぐだごい。 

度げ正しくない巧さ、画面に巧も映6な<な0ます。 

4801 

• 

4S ロロ 

720D 

108田 


1080P 

- 

〇巧へをむ 

，.，も,化"" a" gij へ反る 


自動 :通常はこの設定にします。 

4801 : 4801 (5251) の映像信号を出力します。 

480p : 480 p (525 p ) の映像信号を出力します。 

720p : 720 p (巧〇口)の映像信号を出力します。 

1080 i :10801 (11251) の映像信号を出力します。 

1080 P: 108 Op の映像信号を出力します。 

HDMI 出力端子とそのほかの映像出力端子び同時に接続 
されているとをに、[自動]または [1080 p ] を選ぶと 
HDMIli (外の出力端子から映像信号は出力されないこと 
びあります (64 ぺージ)。 


他の機器と接続している場合は、戻るボタンを押して[テ 
レビ接続方法]に戻 D 、設定を変えてください。 

設定を変更すると、選んだ解像度で30砂間、確認画面び表 
示されます。画面の指示に従って手順かこ進んで<ださ 
い。 

〇手順4で [ D 映像またはコンポーネント映像]を還んだ 
とさ 


，ろびんたん段を- 〇济テまたはコンポーネント度毎度 

テレビへの出力お巧度をちんでくださし U 
おちを空更した：苗さ.巧®巧30巧困切 D 巧えます。 

巧巧に西理がないか«設してぐださい。 

巧巧度が正しくない場含，国面に何も巧己なくなります。 


480p 

。化 

10801 

〇巧へ進む K の waMii 术I 前へ戻る 


4801 : D 1 4801 (5251) の映像信号を出力します。 

480p : D 2 48 Op (525 p ) の映像信号を出力します。 
720p : D 4 720 p ( 7 50 p ) の映像信号を出力します。 
1080 i : D 3 10801 (11251) の映像信号を出力します。 
通常は10801を選ぶようにします。 

設定を変更すると、選んだ解像度で30砂間、確認画面び表 
示されます。画面の指示に従って手順かこ進んでくださ 
し、。 

6お使いのテレビの横縦比を♦♦で選び、 W を巧ず。 



16:9 : ワイドテレビに接続したとさに選びます。 
4:3:4: 3のテレビに接続したときに選びます。 

テレビタイプの設定について詳しくは、 r テレビに表示さ 
れる画面の横縦比について」 （59 ぺージ)をご覧ください。 


うちよつと一 言 

• 映像が乱れたとさや不自然なとさ、お好みにをわないとさは、デイスク 
やお持ちのテレビ/プ□ジエクターなどに合わせて手順5、6で他の設 
定を試してください。詳しくは、テレビ/プ□ジエクターなどの取扱説 
明書もご覧ください。 


ごを意 


• HDMI ケーブルと他の映像ケープルを同時につないでいる場含は、手順 
4で [ D 映像またはコンポーネント映像]を選んでください。 

• 手順5で出力解像度を選んだあと、映像び乱れるまたは何も表おされな 
い場合は、何もボタンを巧さずに30秒間お待ちください。30秒後に、設 
定変更前の解像度で、解像度設定画面に戻ります。 

もし画面に何も映6なくなった場含は、本体の ■ (停止)ボタンを1日秒 
し U 上巧し続けてください。設定びリセットされ、最も低い解像度になり 
ます。映像出力解像度を変更したいとさは、[映像設定]の[出力映像解 
慷度設定]で設定してください。 
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7 HDMI ケーブルでテレビと接続している場合は、 
HDM I 機器制御の設定を♦♦で選び、 d を巧す。 


，.ろかんたん段を -H D M I (9 器制面 

HDMI で毎活されたテレピとな巧を追画して巧巧することがでホます。 

この篇巧をお皮いになるには.テレビの芭をらご巧巧くだ古い， 



巧 


〇巧へをむ 妹, J か"I曲 巧へ戻る 


入： HDMI 機器制御機能を使って HDM 職器制御対応の 
他機器と相互制御でをます。 

扭： HDMI 機器制御による相互制御びできません。 

3 BD コンテンツか6のインターネット接続の設定を ♦♦ 
で選び、®を巧ず。 


，戈かんたん設ぞ- B0 インターネット居病 

BD 再をにはインターネット S 括がお更となる«をがちります。 
BD コンテンツか台のインターネット接病を巧巧しますか？ 

■巧巧する"にした坦さ、「ネットワーク段を J を巧ってください， 



巧巧しない 


〇巧へちむ • ホ fJ か"I血 前へ戻る 


9 スタンバイモードの設定を ♦* で選び、©を押ず。 


戈 

かんたん巧を-スタンバイモード 



S 馬を入れたときの起田時固を短巧することができます。 
スタンバイモードをおんでください。 

“再巧お面’1:お面時問び巧巧ごれまず。 

■甫ち- :ぉ頁い上げ時のげ巧です。 



届宙起めモードはな靡モードになべて、空おを切つたげ巧での 
ミ肖費 S 力が増えたウ、フ7ンび巧巧し巧けたりします。 

► 


再速捏扣 


〇 

次へ進む た ■giWMIll 血 前へ民る 


高を起動： 電源 r 切」（待機状態)時からの起動時間を短縮 
でさます。 

標準 :お買い上げ時に設定されているモードです。 

10 [終了]を選んで^を押ず。 


，- S かんたん設を 

かんにん没定はこれでち了しました。 

本化背面の EXT 鋪子に巧がメモリー定巧入すると 
曰 D 再ちを.より黄しむことびで舌ます。 


じわ fi か HI 血 前へ戻る 


かんたん設定び終了します。 


許可す る： BD コンテンツからインターネットに接続し 
て、 BD-Live ( BD ライブ)などを楽しむことびできます。 
詳しくは 、 「BonusView (ボーナスビュ ー) や BD-Live (BD 
ライブ)を楽しむ」 （35 ページ)をご覧ください。 

許可しない : BD コンテンツからインターネットに接続 
しません。 


1つ前の手順に戻るには 


日ス口^ (し、 


^涙る）を押します。 


クちょっと一言 

設定を誤って変更し、元に戻せな < なったら、[設定初期イヒ]の[お買い上げ 
時の状態に設定] (53 ページ)を選び、お買い上げ時の設定に戻しまず。そ 
の後、[かんたん設定] (53 ページ)をやり直してください。 
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本機の U モコンでテレビを操作ずる 


本機に付属の U モコンでソニー製テレビの音量や入 
力、チヤンネル、電源などを操作でさます。 




数字ボタン- 


@ @ @ 
◎ @ ◎ 
參）喔）# 
麵 


□ 剛1口 

—…_. ぶ ''_ 

I 。川巧—で 1 I 





- TV 電源 


^入力切換 


チヤンネル 


ボタン操作について 

つないでいるテレビによつては、一部のボタンび使 
えない、またはまったく操作でさない場合びありま 


す。 

ボタン 

操作 

TV 電源 

テレビの電源を入れた0切った0します。 

な 

曰里 

テレビの音量を調節します。 


ボタン 

操作 

チヤンネル 

テレビのチャンネルを選びます。 

入力切換 

テレビにつないでいる機器のあいだで、テレビ 
への入力を切0換えます。 

消音 

音を消します。 


ソニー製ながのテレビを操作するには 

本機の U モコンでソニー製!;!外のテレビも同様に音 
量や入力、チヤンネル、電源などを操作でさます。 
下の表でお使いのテレビのメーカーを確認して、巧 
応する番号を設定してください。 

1テレビ電源ボタンを押しなび5、数字ボタンでメー 
力 一ま号を入力ず る。 

「09」を入力する場合は、「0」、「9」の順に押してください。 

操作でさるテレビとメーカー番号について 

下の表に複数のメーカーま号びある場合は、実際にお試 
しいただを、テレビび操作でをたま号に設定してくださ 
し、。 


メーカー メーカ ー 巧号 


ソニー 

or 

パナソニック 

02、13 

東芝 

03 

日立 

04 

三著 

05 

」vc 

06 

云洋 

07、15 

シャープ 

08 

NEC 

09 

パイオニア 

10 

フナイ 

14 

アイワ 

17 

SAMSUNG 

18、19 


お買い上げ時の設定です。 


2テレビ電源ボタンをはなす。 


ごを意 


• U モコンを使うときは、 U モコン受光部回に直射日光や照明器具など 
の強い光び当た5ないようにご注意ください。リモコンで操作でをな 
いことびあ0ます。 


• 電池を交換するとメーカー番号びリセットされ初期設定に戻りまず。 

その場を、ちラー度設定してください。 

•新しい番号を入力した場を、それし U 前の番号は消去されます。 


SONY 


シーンサーチ ー時毎止 巧止 


接続と準備 
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BD や DVD を再生ずる 

■ も ■ ICTil 


1本機および本機をつないでいるテレビの電源を入れ 
る。 

2テレビの入力を、本機をつないだ入力に切り換える。 

3 ^を押してディスクトレイを開さ、再生面を下にし 
てディスクをのせる。 



再生をやめたところか 6 再生するには(ごヴ 
宝再生） 

前回停止した位置から再生でさます。 

1♦■►で iz | を選ぶ。 

2一で•やタイトルを選び、^^(再生)または 
9を押ず。 

前回 #■ (停止)ボタンを押した位置から再生します。 

ディスクの先頭から再生するには、を巧して[始 
めから再生]を選び、 d を押します。 


4 ^を巧してディスクトレイを閉める。 

市販の BD - ROM や DVD ビデオの場合、ディスクを入れる 
と、自動的に再生び始まる場合もあります。 


5 を巧す。 


6 ♦■►で仁！を選ぶ。 



♦♦で A を選び、(再生)または9を押す。 



市販の BD - ROM や DVD ビデオの場合、再生び始まります。 
他の機器で録画された BD や DVD の場合は、9を押すと 
タイトル U ストび表示されます。♦♦で見たいタイトル 
を選んで(再生)または9を押します。 

再生中は、本体表示窓に再生経過時間び表示されます。 


つヴ宝再をがお除される条件について 

• ディスクトレイを開けたとを 
• 他のタイトルを再生したとを 
• 本機の設定を変更したとさ 
• 外部メモ1」一を取 D はずしたとさ （ BD - ROM ) 


巧聴年節制限された BD や DVD を再生する 
には 

視聴年齢制限された BD を再生する場合は、 SSS から 
旧 D / DVD 視聴設定]一旧 D 視聴年齢制限]の設定を 
変更してください。 

視聴年齢制限された DVD の場合、再生するとさ暗証 
番号を入力する画面び表示されます。4析の暗証蚕 
号を入力し©を巧すと再生び始まります。 
暗証番号の登録や変更については、[暗証番号設定] 
(49 ページ)をご覧ください。 


再生をやめるには 、 U (停止)を押します。 

-時停止するには 、 llfi (一時停止)を押します。 


々•ちょっと一言 

才1」ジナルタイトルを編集して作成したタイトルをタイトル IJ ストに表 
おした場合、 [ PL ]( Playl 尚)と表示されます。 


ごを意 


• ディスクトレイび開いている巧態では^^^ (再生)は働さませ 
ん>。 

• ディスクの種類によっては、一部の再生操作びできないことびありま 
す。ディスクの取扱説明書をご確認ください。 

• 他の機器で録画した BD または DVD によっては、タイトルリストやタイ 
トル名び表示されないことがあります。 

• ディスクの種類や停止位置によっては、つづさ再生でさない場をびあり 
ます。 


巧のページにつづ<吟 








□ック設定された BD-RE や BD-R を再生す 
るには 

□ ック設定された BD - RE や BD - R を入れると、暗証蚕 
号を入力する画面び表示されます。 

1 数字ボタンで登録してある 4 巧の日言証ま号を入力し 
て、9を巧ず。 

2タイトルを選び、^^(再生)または®を巧ず。 

再生び始ま D ます。 

■" HDMI 機器制御をほって再生する 

g HDMI 機器制御機能のあるソニー製テレビと本機を 
I HDMI ケーブルでつなぐと、かんたんに再生でさま 
る す。 

HDMI 機器制御の準備ち法については、 「 HDMI 機器 
制御を利用する」 （ 1 8 ページ)をご覧ください。 

(再生)を押ず。 

本機とテレビの電源び入 D 、テレビの入力び、本機び接続され 
ている HDMI の入力に切 D 換わ D ます。 


^再生中にオプションボタンででまること 

使用状況によって、表おされるオプションび異なり 
ます。 


項目 

でまること 

画音設定 

画質 • 音質を調整します (37 ページ)。 


始めか5再生 

タイトルを始めか5再生します。 

トップメニュー 

ディスクの ニュー画面を表示します 
(35 ページ)。 

メニュ ー/ 

ポップアップ 

DVD ビデオのメニューや BD - ROM の 
ポップアップメニューなどを表示します 
(35 ページ)。 

再生停止 

タイトルの再生を停止しまず。 

タイトルサーチ 

タイトルを選んで頭出しします (36 ペー 
ジ)。 

チャプターサーチ 

チャプターを選んで頭出しします (36 
ページ)。 


^ディスクやタイトル選択中にオプション 


ボタンでで宝ること 

使用状況によって、表おされるオプションび異なり 


ます。 

項目 

でまること 

ディスクを開< 

タイトル U ストを表示します。 

再生 

前回 D (停止)ボタンを押した位置か 


らタイトルをつづさ再生します。 

始めか5再生 

タイトルを始めか5再生します。 


ごを意 


• つないだ機器によっては、 HDMI 機器制御機能び働かないことびあり 
ます。つないだ機器の取扱説明書をご覧ください。 

• HDMI 接続のとさ、映像び表示されるまでに時間びかる、または映像の 
最初の部分び表示されないことびあります。 
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BD - ROM や DVD ビデオのメニュ ー 
を使ラには 


トツプメニューを表示する 

BD や DVD の再生中に、ディスクのメニュー画面を表 
おでさます。 

1再生中に グ (トップメニュ ー) を巧ず。 


4 本機の電源を入れる。 

5旧 D / DVD 視聴設定]か5旧 D インターネット接続]を 
[許可ずる]に設定する (49 ぺージ)。 

G BonusView (ボーナスビュ ー) や BD-Live ( BD ライ 
ブ)対応の BD - ROM を入れる。 

操作ち法はディスクによって異なります。ディスクに付 
属の取扱説明書をご覧 < ださい。 

が部メモリーのデータを消去するには 


2 ♦♦♦■►で項目を選ぶ。 

ポップアップメニューを表示する 

BD - ROM によっては、再生を止めることなく メ 
ニューを表示でさるポップアップメニューび収録さ 
れています。 

1 再生中にポップアップメニュ ー) を押す。 

2 ♦♦♦■►やカラーボタン、数字ボタンなど画面の指示に 
従って項目を選ぶ。 


BonusView (ボーナスビユ ー) や 
BD-Live ( BD ライブ)を楽しむには 


■:… 

BD - ROM によっては、スペシャルコンテンツ （Bonus 
View ) や、ネットワークから外部メモ U - に一力 
ルストレージ "local storage ") にダウン□—ドして 
楽しむコンテンツ （ BD - Live ) などび用意されている 
ち)のびあります。 

1本機の電源を切る。 

2 本体後面の EXT ス□ットに外部メモリー(別売り）を 
差し込む。 

外部メモ U — を□—カルストレージ "local storage " とし 
て使います。 

外部メモ U —び本機に正しく差し込まれていることを確 
認してください (24 ページ)。 


外部メモ U —内の不要なデータを消去でさます。 
ディスクび入っていない状態で巧ってください。 

1を巧ず。 

2 ♦■►でた:！を選ぶ。 

3 ♦♦で旧 D データ]を選び、 W を巧す。 _ 

外部メモ U —内のデータを一括して消去するには、^を 
押して[全消去]を選び、9を押します。この後、手順 G 
に進んでください。 

4 消去したいデータを選び、^を押ず。 

データはディスク名で表示されます。 

5 [消去]を選び、®を巧す。 

G [はい]を選び、9を押す。 


すばやく見たい場面を探す(シーン 
サーチ） 


■リ—■•の 

シーンサーチを使ラと、再生中の映像(タイトル内） 
ですばや < 場面を移動でさます。 

1 再生中または一時停止中に、チ（シーンヴーチ） 

を巧ず。 

シーンサーチに なり、画面下部に バーとシーン インジ 
ケーターび表示されます。再生中の場合、画面は一時停 
止します。 


3ネットワークにつなぐ (25 ぺージ)。 


クちょっと一言 

外部;モリーのデータを消去するとを、手順4で 
押すと手順6に進みます。 


のかゎりに9を 


ごを意 


• 外部メモ U —のデータを消去するとさ、ディスクによってはディスク名 
び表おされない場をびありまず。 

• ディスクによってはシーンサーチ機能は使えません。 

• シーンサーチは100秒政上100時間未満のタイトルでのみ有効です。 


次のぺージにつヴ<吟 

35 1 






2 ♦■►または D la で、見たい場面の位置までシーン 
インジケーターを動かず。 



現在 f な置シーンインジケーター 


ノく一上のシーンインジケーターは場面のおおよその位置 
を表おします D 

3見たい場面の位置まで来た5、ボタン操作をやめる。 

シーンインジケーターを止めた位置の場面び、一時停止 
で表示されます。 

場面を選び直すには、♦■►または d D でシーンイン 
ジケーターの位置を動かします。 

4 (シーンヴーチ）または dvKS (再生)、 

〇 (-時停止)を押ず。 

再生び始まります。 


例： チャプターサーチの 場合 

チャプター蚕号入力画面 



3 〇〜〇で見たいチャプターま号またはタイトルま号 
を入力ずる。 



ま号の入力を間違えた場合は 、 S (ク U ア）を押してか 
ら、もラー度入力し直してください。 


シーンヴーチを透中でやめるには 

■ (シーンサーチ）または9(再生)、 
lH ( 一時停止)を押します。押した場面から再生び 
始まります。 


チヤプター番号やタイトル番号で頭 
出しする 


タイトル内にチャプターマークびある場合、それを 
選んで頭出しでさます。 

また、巿販の BD - ROM や DVD ビデオでは、タイトル 
番号を選んで頭出しでさます。 

1再生中または一時停止中に^を押ず。 

2 ♦♦で[チャプターサーチ]または[タイトルサーチ]を 
選び、 を押す。 

チャプターま号/タイトルま号入力画面び表示されます。 


4 ©を巧ず。 

場面び少しの間一時停止したあと、再生び始ま D ます。 


再生時間など再生情巧を表示する 


■:! •■■mn 

タイトル情報や再生情報などを確認でさます。 


を押ず。 


ディスクの種類や本機の状態によつて、表示される情報は異 
なります。 

例： BD-ROM の 場合 



の画面アングル 
回タイトルま号、タイトル名 
回音声、字幕設定 


クちょっと一言 

• 本体表示窓 （1 3ページ)でち巧生情報を確認でをまず。 

• 字幕切換や音声切換、アングルボタンでこれらの情報を確認で定まず。 
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画音同期調整 

映像と音声のずれを調整するための設 
定をします。映像に対して音声を遅 5 
せます。 

(短）日〜 120 msec (長） 

音靑 フィルター* 

• シャープ-> フラットな音質で明瞭な 
音像定位び得 5 れます。通常はこの設 
定にします。 

• ス□-吟雰囲気のあるあたたかい音 
び得られます。 


* この機能は、デジタル音南出力には効果びあ D ません。 


3 ♦一■►で設定を選び、または調整し、®を押ず。 

他の項目ち調整するとをは、手順2〜3をくり返します。 


团使用可能な機能(アングル/音声/字幕） 

固再生情報 

ディスクの種類/再生モード/ビデオコーデック/ビッ 
トレート/再生位置表示ノ（一/再生時間(残り時間 4) 

固出力解像度/フレームレート 

* 時間表おボタンを巧すと切り換わります。 


画質を調整する 

' を押して、[画音設定]-[画質設定]を選 


再生中に^を 
び、9を巧す。 


画質設定画面び表示されます。 


2を設定項目を選び、®を押ず。 


項目 


設定 


画質モード 

視聴環境の明るさにあわせて設定しま 
す。 

FNR 

画面上にざわざわと発生するランダム 
なノイズ成分を低減するための調整を 
します。 

BNR 

画面上にモヴイクのよラに現れるブ 
□ックノイズを低減するための調整を 
します。 

MNR 

映像の輪郭部に現れる細かいノイズ(モ 
スキートノイズ)をほ減するための調整 
をします。 


3 ♦一■►で設定を選び、公を巧ず。 


お買い上げ時の設定は、下線の設定です。 


項目 

設定 


画質モード 

スタンダード 

明るい部屋暗い部屋 

FNR 

扭 

自動 

BNR 

扭 

自動 

MNR 

埋 

自動 


他の項目ち調整するとをは、手順2〜3をくり返します。 

音青を調整する 


再生中に^ろ 
び、9を押ず 


を巧して、[画音設定]-[音声設定]を選 


音声設定画面び表示されます。 


2さ設定項目を選び、©を押ず。 

お買い上げ時の設定は、下線の設定や数値です。 


項目 


設定 



^ Cmsec 


ごミ主意 


• 本機の画質モードを[明るい部屋]または[暗い部屋]に設定したときは、 
テレビ側の画質モードを標準(スタンダード）に設定してください。 

• 本機をブラビア U ンクに対応したソニー製のテレビとつないだ場合、テ 
レビの画質設定び[シアター]になっていると、本機の画質設定はでさま 
せん。 


•再生している場面によっては、 FNR や BNR 、 MNR の効果びわかりにく 
いことびあ0ます。 

• ディスクの種類や視聴条件によっては、音声フイルターの効果びねか0 
に < いことびあります。 


画頁モード_スタンダード胃 



音青おを 

お是する]!目巧苗んでくだごい。 


再生の画質や音声を調壁する 


再生 S 
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CD を再生ずる 

■か ■ 

本機に CD を挿入すると、自動的に5ユージックプ 
レーヤー画面び表示されます。 


(再生)を押す。 


J ] 音爱 CD 1 


• 

•皇 A 化 

> 方—< 

J' ステレオ 




CD の始めの曲から再生び始まります。 

トラックを選ぶには 

1を巧ず。 

2 ♦■►で/]を選ぶ。 

3 C 宿楽 CD ) を選び、 d を巧す。 

4 ♦'•■で聴きたい巧（トラック)を選んで、^^(巧 
生)または9を巧ず。 

^オプションボタンででまること 

使用状況によって表おされるオプションび異なりま 


す。 

頂目 

でまること 

再生 

トラックを再生します。 

始めか 5 再生 

トラックを始めか5再生します。 

再生停止 

トラックの再生を停止します。 


次の場を、つづさ再生び解除されます。 
ーディスクトレイを開けたとを 
一本機の電源を切ったとさ 


再生中の操作 


項目 

でまること 

(再生） 

停止した位置か5つづを再生 

||(厚止） 

再生の停止 

〇卜時停止） 

再生の一時停止/一時停止の解除 

も如前/;欠） 

前ボタンを押すと、現在再生中の卜 
ラックの先頭に戻ります。 （1 つ前の卜 
ラックの先頭に戻るには、前ボタンを2 
回続けて押してくださし、。） 

次ボタンを押すと、なのトラックの先 
頭に進みます。 

Dia (早戻し/早送り） 

音楽 CD の早戻し/早送0 

15 (時間表示） 

画面と本体表示窓に表示される時間情 
報の切0換え （13 ページ） 


再生ずる 
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写真を再生ずる 


ディスクに巧巧をれている写真を再 
生する 


" JPEG あ式の画像ファイルび記銭されている BD - RE / BD-R 
JPEG あ式の画像ファイルび記録されている 
DVD + RW / DVD + R / DVD - RW / DVD-R 
* 3 JPEG あ式の画像ファイルび記録されている CD - RW/CD - R 

1本機にディスクを入れる。 

2 を押す。 

3 ♦■►で6を選ぶ。 


:6 ロ ロ 

フォト 

A デ-夕 CD 




4 〇を選び、 d を巧ず。 

アルノ（ムおよび写真の一覧び表示されます。 

本機ではフォルダのことをアルバムと呼びます。 



5 ♦♦でアルバムまたは写真を選び9を巧ず。 

アルバムを選んだとさは、♦♦でアルバムから写真を選 
び〇を押すと、選んだ写真び表示されます。 


順まに再をする(スライドショー） 

ディスク （ BD - RE / BD - R / データ DVD / データ CD ) の 
アルバムに保をされている写真を順番に表おしま 
す。 

アルバム内のすべての写真の表示び終わるとアルバ 
ムの先頭から< り返し再生されます。 

アル/ (ムを選んで、(再生)を押す。 

または、^ を押して[スライドショー]を選び、©を押しま 
す。 

^再生中にオプションボタンででまること 


項目 

でまること 

スライドショーの速を 

スライドショーの表示のまさ（まい/ 


標準/遅い)を設定しまず。 

停止 

スライドショーを停止します。 

回転(左） 

写真を左周りに90度回転させます。 

回転(も） 

写真をち周りに90度回転させます。 


再生ずる 


巧のぺージにつづ<〇 
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より高画質な写真を楽しむ(ブラビア 
プレ5アムフォト） 


「プラビアプレミアムフォりに対応したソニー製 
テレビをお使いの場合、下の接続と設定を行ラこ 
とで、よりよい画質で写真を見ることびでさます。 

1「ブラビアプレ5アムフォト」に対応したソニー製テ 
レビと本機を HDMI ケーブル(別売り）でつなぐ。 

2 [映像設定]の[出力映像稱像度設定]で [H DM I ]を選 
び、[自動]または [10800.[1080 p ] に設定ずる( 44 
ぺージ)。 

3テレビの映像設定を「ビデオ- A 」 モードにずる。 

r ビデオ- A 」 モードについて詳しくは、テレビの取扱 
説明書をご覧<ださい。 


ブラビアプレ5アムフォトとは 

写真らしい高精細で微妙な質感や色合いの表現を 
可能にする機能です。 r ブラビアプレ5アムフォ 
卜」対応のソニー機器同±の組み合わせで写真を 
今までになかった感動の Full HD 高画質で楽しめ 
ます。 

また、人肌や花びらの繊細な描写、砂浜の波の質感 
など、美しいフオト画質を大画面で楽しめます。 


^ディスクのアルバムや写真の一覽を表示 
中にオプションボタンでで宝ること 

使用状況によって、表おされるオプションび異なり 


ます。 

項目 

でまること 

スライドショーの速さ 

スライドショーの表示の速さ(速い/標 
準/遅い)を設定します。 


表示 

写真を表示します (39 ページ)。 

スライドシヨー 

スライドシヨーで表示します （39 ペー 
ジ)。 


再生中の操作 


頂目 

でさること 

停止） 

スライドショーの停止 

令煩る） 


〇 (一時停止） 

スライドショーの一時停止/一時停止 
の觸除 

&巧(前/な） 

寺 ♦ 

前または次の写真を表示します。 

11(画面表示） 

写真の情報を表示します。 


ごを意 


• 本機で再生できる写貴ま、圧縮形式び JPEG お式で、ファイル名形式び 
DCF 形式 > のちのです。 

’（社)雲テ情報技術産業協尝にて制定された統一規格 " Design rules 
ror Camera Files systems " のことです。 

• DCF 形式政外の」 PEG 形式の写真(パソコンで加工した静止画像など)で 
は、一部の機能び正しく動作しないことびあります。 

• なのよ5な写真を再生しよ5とすると、び表おされ再をでをませ 
Aj 。 

一縦または横のいずれかび、81弓2ドット攻上の写真 
一縦または横のいずれかび、巧ドット拟下の写真 
ーファイルサイズび 32 MB を超える写真 
-横縦のサイズ比び5日:1より横長、あるいは1:50より縦長の写真 
-プ□グレッシブ」 PEG 形式の写真 
-拡張子び jpeg / jpg だび、 」 PEG お式でない写真 
ーファイル名び極端に長い写真 


• BD - R に UDF 2.6 し U がで記録した場をは再生でさません。 

• BD - RE に UDF 2.5 切外で記録した場をは再をできません。 

• 次の写真やアルバムは、写真一覧やアルバムー覧に表示されません。 

-拡張子び jpeg / jpg 政がの写真 
ーファイル名び極端に長い写真 
一5階層目!;(降にある写真 
一1つの階層で501番目し U 棲にある写真传アルバム 
• パソコンで編集した写真は本機で再生できないことびあります。 

• ファイルによってはサムネイル画像び表おされない場をびありまず。 

• ファイルサイズび大さい写真は表示されるまで、またはスライドショー 
び始まるまでに時間びかかることびあります。 


再生ずる 
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本機の設定ををまずる 


設定画面で映像や音声、通信などのさまざまな設定 
びでさます。 

1テレビの入力を本機をつないだ入力に切り換える。 

2 を巧ず。 

3 ♦■►で A を選ぶ。 


4 ♦♦で設定したい項目を選び、 y を巧ず。 


さ設定項目の詳細については、ちの設定カテ3’|」一一覧 
に記載されているページをご覧ください。 


設定カテゴリーー覧 


アイコン 

説明 

〇 

ネットワークアップデート (42 ページ） 

本機のソフトウエアをアップデートします。 

お 

映像設定 (43 ページ） 

つないだ端子にあわせた映像設定などを行います。 

%) 

音芦設定 (46 ページ） 

つないだ端モにあわせた音声設定などを巧います。 


BD/DVD 視聰設定 (48 ぺージ） 

BD や DVD を視聴するとをの詳細設定を行います。 


フォト設定 (50 ページ） 

スライド シヨーの 速さを設定します。 

省 

本体設定 (51 ページ） 

本体全般の設定を巧います。 

嘴 

通信設定 (52 ページ） 

ネットワークなど通信の詳細設定を巧います。 

1-2-3 

かんたん設定 (53 ページ） 

基本的な設定を順に巧います。 

H ] 

設定初期化 (53 ページ） 

出荷時の状態に戻します。 


巧のぺージにつヴ<吟 
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ネットワークアップデート 


設定したいこと_項目説明_ 

ネット ロ—々 アップ 本機のソフトウェアをアップデートして、機能を向上させます。 

— _ アップデートの情報については、似下のホームページでご確認ください。 

http :// sony . jp / bd - player / 

1 ♦* で[ネットワークアップデート]を選び、;含を巧す。 

ネットワークに接続すると、アップデートの確認画面が表示されます。 

2 ♦•►で[はい]を選び、 9 を巧ず。 

ソフトウェアのダウン□ー ドび始まり、自動的にアップデートされます。アップデートび完了すると本体表示 
窓に [ FINISH ] と5秒間表示され、本機の電源び切れます。 

3 電源ボタンを巧ず。 

ソフトウてアび更新された状態で起動します。 

クちょっと一言 

. 本体表示窓に [VUP Y 9] 尸は進中の手順の数字)が表示され、アップデー K の進行状況をお知らせします。 

• ご使用のソフトウェアのバージョンは、[本体設定]一[本体情報](引ページ)で確認でさます。 

• [設定]の内容はアップデート後ち保持されます。 

• [ソフトウェアアップデート通知](引ページ)を[入]に設定している場を、ソフトウェアの更新情報をお知5せ 
します。ただし、使用ずる機器や環境によっては、ソフトウェアアップデート通知されない場合びあります。2 
か月に1回程度を目安にネットワークアップデートを巧うことをおすすめします。 


ごミ主意 


• ソフトウエアのダウン□ー ドおよびアップデート中は電源コードや LAN ケーブルを抜を差ししないでくださ 
い。 

• アップデート中はディスクトレイの開閉など、いかなる操作をできません。 

• ネットワークの接続状況によって.ダウン□ー ドにかかる時間は異な D ます。 

•ネットワーク接続中にエラーメッセージび表おされた場合は.[通信設定]一[ネットワーク設赶で設定値を確 
認してください (52 ページ)。 


アップデートディスクをほつてソフトウェ 
アをアップデートするには 

アップデートディスクで本機のソフトウェアをアッ 
プデートでさます。アップデートディスクの入手ち 
法については、本ページに記載されているホーム 
ページをご覧ください。 

1ディスクトレイにアップデートディスクを入れる。 

アップデートの確認画面び表示されます。 

2 [はい]を選んで®を押す。 

ソフトウェアのアップデートび始まります。 

アップデートび完了すると本体表示窓に [ FINISH ] と5砂 
間表示され、ディスクトレイび自動的に開をます。 

3ディスクを取り出す。 

本機の電源び自動的に切れます。 

4電源ボタンを巧す。 

ソフトウェアび更新された状態で起動します。 


ごを意 


• アップデート中は電源コードを抜かないで<ださい。 

• アップデート中はディスクトレイの開閉など、しぶ、なる操作もできませ 
Aj 。 


設定を変更ずる 


42 





抽映像設定 


画面モード オ U ジナ J レ 

画面の横縦比を維持して映像 

を表示するか、画面いっぱいに - 

映イ象を表示するか設定します 横縦！:ヒ固定 

(59、60ページ)。 

DVD ワイド映像表示レタ~ボックス 

16 :弓サイズの映像を記録した 
DVD を4 : 3画面のテレビで再 
生するとさの画面サイズを設 
定します。 

[映像設定]の[テレビタイプ] _ 

び [4 : 3] で、同時に[画面モー パンスキャン 
ド]び臘縦比固赶のときに有 
効な設定です。 

横縦比び16: 9のワイド映像を 
見るとさに調磬してください。 

DVD によっては[レターボックス]または[パンスキャン]に設定していてち、自動的にど 
ちらかで再生されるちのびあります。 

通常はこの設定にします。ビデオ素材とフイルム素材の違いを本機が検出し、自動的に 
素材に合わせた変換方法に切り換えます。 

記録されている映像素材にかかわ5ず、常にビデオ素材用の変換方法で映像を変換しま 
す。 


シネマ変換モード MB 

HDMI 出力端テまたは D 映像出 

力端子、コンポーネント映像出 - 

力端子でつないでいて、 480 p ビデオ 
や72日 P 、 1080し ]080 p の信号 
を出力しているときに （1 6ベー 
ジ)、 映像の変換方法を設定し 
ます。映像にはビデオ素材(テ 
レビドラマ和アニメーション） 

とフイルム素材(映画フィル 
ム）びあり、ご覧になる映働こ 
をわせて設定します。 


ワイドモード機能び搭載されているテレビとつなぐときに選びます。ワイドテレビで 
も4 : 3映像を常に16 :弓で表おします。 

映像の横縦比は維持したまま、映像サイスを変更します。 


ワイド映像を横長のまま表示し、画面の上下は黒く表示します。 



ド’^^づ 16:9 画面サイズび16 : 9のテレビとつなぐとをに選びます。 

お使いのテレビの横縦比を選 - 

びまず。 4:3 画面サイズび4 : 3のテレビとつなぐとさに選びます。 


項目説明 


設定したいこと I 


お買い上げ時の設定は、下線びついている項目です。 


設定を変更ずる 


巧のぺージにつづ<〇 
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を]映像設定(つづき) 


設定したいこと 項目 


項目説明 


出力映像解像度設定 

映像出力端子の種類や出力解 
イ象度を設定します。 


HDMI / 

D 映像またはコン 
ポーネント映像 


設 

定 

を 

変 

要 

ず 

る 


HDMI 出力端子または D 映像/コンポーネント映像出力端子か5信号出力します。 

出力解像度を設定ずる 

下記の出力解像度を選びます。出力解像度を変えると、3日秒間選んだ解像度で映像び 
表示されます。画面の指示に従って操作してください。 720 p /1 日 80 i /1080 p を選んだ 
場を、本体表示窓の HD 表示び点灯します。 

自動 ( HDMI のみ）： 通常はこの設定にします。 

テレビ側で夏けられる最大の解像度で映像信号を 
1 080 p 一 108日卜 720 p 一 480 p 一48日の優先順位で出力します。 

映像び乱れたときや不自然なとき、お好みに合わないときは、ディスクやお持ちのテレ 
ビンプ□ジエクターなどにをねせて他の設定を試してください。詳しくは、テレビ/プロ 
ジエクターなどの取扱説明書ちご覧ください。 

480 i : D 1480 i (525 i ) の映像信号を出力します。 

480 p : D 2480 p 625 p ) の映像信号を出力します。 

720 p : D 4 720 p (750 p ) の映像信号を出力します。 

1080 i : D 3 108 Oi (1125 i ) の映像信号を出力します。 

108 Op ( HDMI のみ）： ] 日 80 p の映像信号を出力します。 


ご ミ 主意 


• 出力解像度を選んだあと、映像び乱れるまたは何ち表おされない場合は、何もボタン 
を巧さずに30秒間お待ちください。30砂後に、設定変更前の解像度で、解像度設定画 
面に戻0ます。 

もし画面に何も映らなくなった場をは、本体の ■ (停止)ボタンを1日秒じ(上巧し続け 
てください。設定び U セットされ、最ちおい解像度にな0ます。映像出力解像度を変 
要したいときは、再設定してください。 

• HDMI 出力端子とそのほかの映像出力端子に同時につないでいるときに、[自動]と 
[1 日 80 p ] を選ぶと HDM 似がの出力端子から映像信号は出力されないことびあります 
(64 ベージ)。 

他の機器とつないでいる場をは、戻るボタンを巧して[テレビ接続方法]に戻り、設定 
を変えて < ださい。 



映像または S 映像 

映像または SI 映像出力端子か 5 信号出力します。 

BD-ROM 

1080 /24 p 出力 

映画フィルムと同じ毎秒24フ 
レームで記録された BD-ROM 
を再をするとさ設定します。 

] 日 80/24 P 対応のテレビに 

HDMI 接続して、[出力解像度 
設茵で [ HDMI ] から[自動]ま 
たは [1080 p ] を選択した場合、 
1080 /24 p で出力されます。 

自動 

1080 /24 p の映像信号を自動で出力します。 

入 

]080/24 p の映像信号を出力します。つないでいるテレビの種類に関係なく出力します。 

•1080/24 p に対応していないテレビにつないで[入]を選んだ場含、 BD ^ OM を再生す 
ると映像び出なくなります。 

この場合、く^^^を巧してメニューを表示し、 r 切1に設定を雲えて<ださい。 

切 

1 080/24 p の映像信号を出力しません。 

] 日 80/24 P に対応していないテレビのとき設定してください。 

HDMI 映像出力 

フォー マット 

HDMI 出力端テか5の映像信号 
の色空間変換を設定します。 

自動 

通常はこの設定にします。 

YCbCr (4:2:2) 

丫 Cb C 「 を4 : 2 : 2の比率で色変換を行います。 

YCbCr (4:4:4) 

Y Cb C 「 を4 : 4 : 4の比率で色変換を行います。 


RGB (16-235) 

出力信号を RGB 16〜235の範囲で色変換を行います。 


RGB (0-255) 

出力信号を RGB 0-255 の範囲で色変換を行います。 


ご ミ 主意 


• [ RGB の-255)]の設定で使う場をは 、 RGB (0-255) 入力に対応した機器と HDM 胺 
続していることをご確認ください。 
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設定したいこと 

項目 

項目説明 

x . v . Color 情報出力 

xvYCC 障報をつないだテレビ 
やプ□ジエクターに送るか設 
定します。 xvYCC に準拠した 
映像と x . v . Color 表示に対応し 
たテレビやプ□ジエクターを 
組み合わせることで、自然界に 
存在する物体色をより忠実に 
再現でさます。 

自動 

通常はこの設定にします。 

切 

映像が乱れたとさや色び不自然なとき設定します。 

一時停止モード 

一時停止にしたとをの映 
像のモードを設定しまず。 
BD - ROM や AVCHD 規格で記録 
されたディスクを再生する場 
をは、常に[自動]になります。 

自動 

通常はこの設定にします。動をの大さい被写体の映像びぶれずに表示されます。 

フレーム 

動をの少ない被写体の映像び高い解像度で表示されます。 



設 

定 

を 

変 

更 

ず 

る 
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呼)音声設定 


お買い上げ時の設定は、下線びついている項目です。 


設 

定 

を 

変 

要 

ず 

る 


設定したいこと 

項目 

頃目説明 


優先音声端テ 

音声出力端子を選びます。設定 
されている優先端子政夕 i から 
は、2チヤンネルのリニア PCM 

HDMI 

HDMI 出力端テから音声信号を出力します。 

デジタル音声 

デジタル音声出力(光/同軸)端子から音声信号を出力しまず。 

信号び最大 48 kHz で出力され 
ます。 

アナ□グ音声 

音声出力ち/左端テか5音靑信号を出力します。 

HDMI 音声出力 

HDMI の音青信号の出力を設定 

自動 

通常はこの設定にします。テレビや AV アンプで夏け b れる最適な音声信号を出力しま 
す。 

します。 

1 





ドルビーデジタルや DTS 、 AA 〔に対応しないテレビや AV アンプに本機をつないで[自動] 
を選ぶと、音び出ないことびありまず。その場合は [2 チャンネル PCM ] を選んでくださ 
い。 


2チヤンネル PCM 

音声信号を常に2チャンネルのリニア PCM 信号にダウンミックスし、 HDMI 出力端テか 
ら出力します。 

BD 音声設定 

セカンダ U —オーディオ(映画 

ミックス 

セカンダリーオーディオ-インタラクティブオーディオび含まれる BD を再生する場を、 
それらを S キシングして出力します。 

の解説など）-インタラクティ 
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プオーディオ(効果音など)を 
含む BD を再生するとさ、セカン 
ダ U —オーディオ-インタラク 


[ミックス]に設定されている場を、96 kHz と192 kHz PCM 音芦信号は48 kHzPCM で 
出力されます。 

ティブオーディオを S キシン 
グして出力するかを選択しま 
す。 

ダイレクト 

セカンダリーオーディオ-インタラクティブオーディオび含まれる BD を再生ずる場を、 
それ5を S キシングせずにプライマリーオーディオ(主音靑)を出力します。 

音声出力 ATT 

入 

音びひずまないよラに音声の出カレベルをおくします。 

音声出カレベルを低くして、音 

1 



の歪みを防ざます。 


デジタル音声出力(光/同軸)、 HDMI 出力には効果びありません。 


图 

通常はこの設定にしまず。 

ドルビーデジタル 

ドルビーデジタル信号の出力 
方式を設定します。 

デジタル音声出力端子からの 
音声信号の出力を設定します。 

ダウン S ックス PCM 

ドルビーデジタルデコーダーを内蔵していないオーディオ機器をつないでいるときに 
選びます。 U ニア PCM 信号に変換(ダウン S ックス）して出力します。 

ドルビーデジタル 

ドルビー 

-デジタルデコーダー内蔵のオーディオ磯器をつないでいるとさに選びます。 

AAC 

AAC 信号の出力方式を設定し 

デジタル音声出力端子からの 
音声信号の出力を設定します。 

ダウン S ックス PCM 

AAC デコーダーを内蔵していないオーディオ磯器をつないでいるとさに選びます 。 U 
ニ アド0\/1信号に変換(ダウンミックス）して出力します。 

AAC 

AAC デコーダー内蔵のオーディオ機器をつないでいるとさに選びます。 
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48 kHz /96 kHz PCM 

デジタル音声出力端子からの 
音声信号の出力を設定します。 


オーディオ DRC 
( BD/DVD のみ） 

[オーディオ DRC ] (Dynamic 
Range Control ) では、才ーディ 
才 DRC 対応の BD や DVD の音量 
を下げて聞くときに、ルさい音 
までよ<聞こえるよラにしま 
す。 


ダウン三ツクス 

7ルチチヤンネル (5.1 チヤンネ 
ル)で記録された音芦を2チヤ 
ンネルに変換する方法を選び 
ます。 


DTS 

DTS 信号の出力方式を設定しま 
す。 

デジタル音声出力端子か5の 
音声信号の出力を設定します。 


設定したいこと 


項目_項目説明_ 

ダウン S ックス PCM DTS デコーダーを内蔵していないオーディオ機器をつないでいるときに選びます。リニ 

ア PCM 信号に変換(ダウン S ックス）して出力します。 


DTS 

DTS デコーダー内蔵のオーディオ機器をつないでいるとをに選びます。 

48 kHz /16 bit 

96 kHz PCM の音声を 48 kHz /] 6 bit で出力します。 

96 kHz /24 bit 

96 kHz PCM の音声を 96 kHz /24 bit で出力します。ただし、菁作権保護のための信号び 
含まれているときは、 48 kHz /16 bit で出力されます。 


• 96 kHz に対応していない AV アンプなどをつないでいるときに [96 kHz /24 bit ] を選ぶ 
と、音び出なかったり、突然大音量び出たりすることびあります。 

• [優先音芦端子]び [ HDMI ] または[アナ□グ音声]に設定されている場合、この機能は 
働さません。 

自動 

BD - ROM の規格に準拠した音になります。他のディスクの場を、[スタンダード]と同じ 
音になります。 

スタンダード 

[テレビ]と[ワイドレンジ]の中間の音になります。 

テレビ 

かさい音までよく聞こえるよラにします。特に、テレビのスピーカーを使って音を間い 
ているとさに効果びあります。 

ワイドレンジ 

迫力のある音になります。 Hi - Fi のスピーカーを使ラとさ5に効果びあります。 


• オーディオ DRC は、ドルビーデジタル、ドルビーデジタルプラスおよびドルビー 
TrueHD の再生時のみ効果があります。 

• [音声設定]の[ドルビーデジタル]び[ドルビーデジタル]に設定されている場合 (46 
ページ)、デジタル音声出力(光/同軸)端テから出力される音青に[オーディオ DRC ] 

は働きません。ただし、 BD 再生時に旧 D 音声設赶 （46 ぺージ)をにックス]に設定 
してある場合、または[優先音声端テ] (46 ページ)を [ HDMI ] または[アナ□グ音声]に 
設定してある場をは除きます。 

ドルビーサラウンド 

ドルビーサラウンド(プ□□ジック）に対応しているオーディオ機器につないでいると 
きに選びます。ドルビーサラウンド(プ□□ジック)効果のかかった音声信号を2チャン 
ネルに処理して出力します。 


デジタル音声出力(光/同軸)端子または HDMI 出力端子か5ビットスト U —ムで出力さ 
れている場含、この磯能は働さません。 

ノ ー7 ル 

ドルビーサラウンド(プ□□ジック）に対応していないオーディオ磯器につないでいる 
とさに選びます。ドルビーサラウンド(プ□□ジック）効果のかかっていないステレオ 
音靑信号を出力します。 


設定を変更ずる 
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^ BD / DVD 麵設定 


ごを意 


BD や DVD 、 タイトルによっては、再生の設定びあ5かじめずめられていることびあります。その場合、設定した機能は働さません。 


設定したいこと 項目説明 


BD/DVD メこ 1 .— BD/DVD メニューに表示する言語を設定します。 

ミ5五 [言語コード指定]を選んだとさは、言語コードを入力する画面び表示されます。「言語コードー覧」 （66 ページ)を参 

nen 照して、言語コードを入力します。 


BD や DVD 再生時の音青の言語を設定します。 

[言語コード指定]を選んだとさは、言語コードを入力する画面び表示されます。「言語コードー覧」 （66 ページ)を参 
照して、言語コードを入力します。 

安ちょっと一言 

[才 U ジナル]を選ぶとディスクに記録されている優先言語び選ばれます。 


BD や DVD に記録されている宇幕の言語を設定します。 

[言語コード指定]を選んだとさは、言語コードを入力する画面び表示されます。 r 言語コードー覧」 （66 ページ)を参 
照して、言語コードを入力しまず。 


BD - ROM には、見る人の年髓によって、シーンの視聴を制限できるものびあります。制限されたシーンをカットし 
たり、別のシーンに差し換えて再をします。 

1暗証番号を入力して[確赶を選び、 d を巧ず。 

2制限ずる年離を選び、 W を巧す。 

年齢の数宇びルさいほど制限び厳しくなります。[制限しない]を選ぶと、視聴年齢制限び解除されます。[年髓 
指定]を選ぶと、日歳か5255歳までの年齢を**か►または数字ボタンで入力でさます。 

クちょっと一言 

暗証番号を変更するとさは、「暗証番号設定」 （49 ページ)をご覧ください。暗証番号設定画面で新しい番号を入力 
し、[確定]を選びます。 


ごを意 


• 暗証番号び登録されていないときは、暗証番号設定の画面び表示されます。 

• 登録した暗証番号を忘れてしまったとさは、ホームを巧して sSs から[設定初期化]を選び、[お買い上げ時の状 
態に設赶の [ BD / DVD 視聴設赶を選びます (53 ぺージ)。误行]を選ぶと攻前の暗証番号が削除されます。「暗証 
番号設定」 (49 ページ)で設定し直してください。 

• 視聴制限機能びないディスクを再生するとをは、本機で視聴制限をしてち再生は制限でさません。 

• ディスクによっては、再生中に視聴設定の変更を要求される場合びあります。その場を、暗証番号を入力し、年 
齢を変更して < ださい。 

• [年齢指定]で [255] を選ぶと、視聴年齢制限は解除されます。 


DVD ネ目0¢を 南 S お lU 良 DVD ビデオには、地域ごとに設けられたレベル(見る人の年齢など）によって、シーンの視聴を制限できるものびあ 

ります。制限されたシーンをカットしたり、別のシーンに差し換えて再生します。 

1暗証番号を入力して[確赶を選び、®を巧ず。 

2制限ずるレベルを選び、 d を巧ず。 

レベルの数字びルさいほど制限び厳しくなります。[制限しない]を選ぶと、視聴年齢制限び解除されます。 

クちょっと一言 

暗証番号を変更するとさは、「暗証番号設定」 （49 ページ)をご覧ください。暗証番号設定画面で新しい番号を入力 
し、[確定]を選びます。 


ごを意 


• 暗証番号び登録されていないときは、暗証番号設定の画面び表示されます。 

• 登録した暗証番号を忘れてしまったとさは、ホームを巧して&から[設定初期化]を選び、[お買い上げ時の状 
態に設赶の [ BD / DVD 視聴設赶を選びます (53 ぺージ)。误巧]を選ぶと攻前の暗証番号が削除されます。「暗証 
番号設定」 (49 ページ)で設定し直して < ださい。 

• 視聴制限機能びないディスクを再生するとをは、本機で視聴制限をしてち再生は制限でさません。 

• ディスクによっては、再生中に視聴設定の変更を要求される場合びあります。その場を、暗証番号を入力し、レ 
ベルを変更してください。 


音声言語 


字幕言語 


設定を変更ずる 
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設定したいこと 


項目説明 


BD/DVD 視聴年離 
制限使用地域 


目 D - ROM や DVD ビデオには、住んでいる国や地域によって、シーンの視聴を制限できるものびあります。制限さ 
れたシーンをカットしたり、別のシーンに差し換えて再生します。 

1暗証番号を入力して[確定]を選び、®を巧ず。 

2制限する地域を選び、 W を巧す。 

[地域 コー ド指定]を選ぶと、地域 コー ドを入力する画面び表示されます。「地域 コー ドー覧」 （66 ページ)を参照 
して、地域コードを入力します。 

をちょっと一言 

暗証番号を変更するとをは、 r 暗証番号設定」 (49 ページ)をご覧ください。暗証番号設定画面で新しい番号を入力 
し、[確定]を選びます。 


暗証番号び登録されていないとさは、暗証番号設定の画面び表示されます。 

登録した暗証番号を忘れてしまったとさは、ホームを押して sSs [設定初期化]を選び、[お買い上げ時の状態に 
設茵の旧 D / DVD 視聴設定]を選びます (53 ぺージ)。戾衍を選ぶと技前の暗証番号び削除されます。「暗証番号 
設定」 （49 ページ)で設定し直して < ださい。 

視聴制限磯能がないディスクを再生するときは、本磯で視聴制限をしても再生は制限でをません。 

ディスクによっては、再生中に視聴設定の変更を要求される場含びあります。その場合、暗証番号を入力し、レ 
ベルを変更して < ださし、。 


暗証番号設定 


暗証番号を設定すると、視聴制限びある BD や DVD の視聴や再生を制限でをまず。必要に応じて、 BD と DVD に違 
う制限レベルを設定でをます。 

1暗証番号を入力ずる。 

2 [確定]を選び、〇を巧ず。 


暗証番号を変更ずるには 

[暗証番号設定]を選んだとさに表おされる画面で現在の暗証番号を入力し、その後で新しい暗証番号を入力しま 
す。 


A イブリツドディス 
ク再生層設定 

BD と DVD (または CD ) の八 
イプ U ツドディスクを再をず 
るとさに、どちらの記録層を 
優先するかを設定します。設 
走を変更した5ディスクを入 
れなおして < ださい。 


BD 


DVD/CD 


BD の記録層を再生します。 


DVD または CD の記録層を再生します。 


BD インター ネット 許巧ずる 

接続 


再生中の BD コンテンツか5のインターネット接続を許可します。この機能を利用 
するには、ネットワーク接続 (25 ページ)び必要です。 


許巧しない 


BD コンテンツか5のインターネット接続を禁止します。 


設定を変更ずる 
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嘴 i フオト設定 


お買い上げ時の設定は、下線びついている項目です。 


設定したいこと 

項目 

項目説明 

スライドショーの速 
さ 

スライドショーの速さを設定 

U 永9 〇 

速い 

[標準]より速い再生速度です。 

標準 

基本の再生速度です。 

遅い 

[標準]より遅い再生速度です。 



設 

定 

を 

変 

要 

ず 

る 
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本化設定 


お買い上げ時の設定は、下線びついている項目です。 


設定したいこと 

項目 

項§説明 

本体表示の明るさ 

盟 

表示窓とランプは常に明るく点灯します。 


暗 

表示窓とランプは常に暗く点丹します。 


消打 

表示窓とランプはビデオや音楽、写真などの再生時には消灯し、再生時列■には暗く 
点なします。 

HDMI 機器制御 

入 

HDMI 機器制御機能を使って HDMI 機器制御対応の他機器と相互制御でさます。 


切 

HDMI 機器制御による相互制御びできません。 

スタンバイモード 

高速起動 

電源「切」（待機状態)時か5の起動時間び短縮でをます。起動後には、すばやく本機 
の操作び行えます。 


1 



[高速起動]モードに設定した場を、内部の制御部び電源「切」（待機状態)のときでち 
通電状態になるため、[標準]モードに比べて待機時消費電力び増えたり、フアンび動 
作し続けたりします。 


標準 

お買い上げ時に設定されているモードです。 

自動画面表71^ 

A 

切 

r 入」を選ぶと、タイトルび変わるときや、映像モードや音靑モードび変わるときに画 
面上でその情報を自動的に表おします。 

スクリーン セー パー 

A 

切 

r 入」を選ぶと、ホームメニューなど再生映像し U 列の画面を表示したまま15分間何も 
操作しないとさ、画面保護のためスク U —ンセーノ く一が表示されます。 

ソフトウエアアップ 
デー ト通知 

A 

r 入」を選ぶと、ソフトウエアの更新情報をお知5せします。機能を有効にするには、 

ネッ ト ワークに接続されている必要びあ0ます。 


切 1 



使用する機器や環境によっては、ソフトウエアアップデート通知されない場合びあ 
ります。2か月に1回程度を目安にネッ ト ワークアップデートを巧ラことをおすす 
めします (42 ページ)。 

本体情報 

本機ソフトウエアのバージヨンと、 MAC アドレスを確認できます。 


51 


謹を変更ずる 






%通信設定 


お買い上げ時の設定は、下線びついている項目です。 


設定したいこと 


ネットワーク設定 

LAN ケーブルを接続し、イン 
ターネットを利用したいとさ 
に設定しまず。設定する項目 
は、状況によって異なります。 
プ□バイダーからの資料など 
を参考に設定してください。 


項目説明 


1 [IP アドレス取得方法]を選び、 d を押ず。 

2項目を選び、®を巧す。 

DHCP を利用 :ブ□—ドバンドルーターやプ□バイダーの DH〔P (Dynam に Host Configuration Protocol) 
サーバー機能により、自動でネットワークの設定を割0当てます。 

固定 IP アドレスを指定： ブ□ー ドバンドルーターの使用状況にあわせた値やプ□バイダーが指定する値びあ 
るとさの設定です。手動でネットワークの設定を入力する必要びあります。 

次の項目にプ□バイダー指定の値を手動で入力して<ださい。 

• IP アドレス 

• サブネッスク 
• デフオルトゲートウェイ 

• DNS サーバー 自動取得 

• DNS サーバー（プライマリ）/ (セカンダリ）が 

DNS サーバー自動取得は、 DHCP 利用時のみ有効となります。 IP アドレスの値を手動で入力したとさは 
DNS の値ち手動で入力する必要びありまず。 

* 2 [DNS サーパー自動取得]を脚]に設定すると、 DNS ヴーバー（プライマ！ J) と DNS サーバー(セカンダ U) 
のアドレスを手動で設定でさます。この場を、必ず DNS サーバー（プライマリ）は入力してください。入力 
しない場をにネットワークび正しく設定されません。 

3プ DA" イダーか 6 プ n キシサーバーの指定びあるときは、♦♦で[プ□キシ設定]を選び、;^を巧す。 

[プ□キシ設定]画面が表示されます。プ□キシサーバーの設定び必要ない場含は、手順7に進んでください。 

4 口□キシサーパ’一を利用]を[入]に設定ずる。 

5 [プ□キシサーバー]と[ポート]を選び、設定を入力ずる。 

プ□キシサーバーの情報を入力する場をは、下の r で宇を入力するには」を参照して < ださい。 

6 \庶る)を巧ず。 

7 ♦* で[接続診断]を選び、;> を巧す。 

8 [実行]を選び、 d を巧ず。 

9 [ネットワークは正しく接続されていまず]といラメッセージぴ画面に表示されていることを確認ずる。 

設定は終了です。[ネットワークは正しく接続されています]と表示されない場をは、画面の^ッセージにした 
びって < ださし、。 

クちょっと一言 

• 接続診断でネットワークび正し<接続されていて、旧 D/DVD 視聴設定]の [BD インターネット接続]び[許可す 
る]に設定されていれば、 BD-Live (BD ライブ)などでインターネット接続び可能となります (49 ページ)。 

• LAN ケーブルを別のネットワークに切り換えた場合、ネットワークにつながらなくなることびありますので、切 
り換えたとさは r 接続診断」を行ってください。 


で字を入力するには 

[プ□キシ設定]で[プ□キシサーバー]を選ぶと文字入力画面び表示されます。 



1選びたい文字に対応する数字ボタンを巧ず。 

例： 

「D」 を選ぶとさは、3ボタンを1回押します。 

「F」 を選ぶとさは、3ボタンを3回巧します。 

2 ■►を巧して次の文字に進む。 

入力び終わったら、黄ボタン(入力終了)を押す。 


設定を変更ずる 
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設定したいこと 項目説明 



ポタン操作について 

. 青ボタン(文宇種切換）：入力する文字種をアルファべットと数宇で切り換えます。 

• ホボタン (A/a) :アルファべットの大文字とル文字を切0換えます。 

• 緑ボタン(記号）：記号の入力画面にな0ます。 

. 黄ボタン(入力終了）：入力内容を確定し、直前の画面に戻ります。 

• ク U アボタン（ク U ア/全クリア）：入力位置表示の文宇を消します。入力した文字すべてを消す場をは、ク U 
アボタンを約2秒間巧し続けてください。 

•戻るボタン(中止）：入力を中止して、直前の画面に戻ります。直前の入力内容は反映されません。 

• ♦***、〇 (決定)ボタン：入力方法を選びまず。文字を入力するときは、 ©♦* か ►で選びたい文字に対応する 
パネルを選び G を巧し、 ® ♦■►で文字を選び9で入力します。 

rs か/1 

* たん設定 

設定したいこと 

項目説明 

かんたん設定 

本機を使ラための基本的な設定をします。本機を使ラ前に必ずかんたん設定を行なってください。 

かんたん設定について詳しくは、「接続と準備」の「[準備 7] かんたん設定をする」 （29 ページ)をご覧ください。 

社設定初期化 

設定したいこと 

項目説明 


各設定ごとに、お買い上げ時の設定に戻すことびでさます。選んだ設定のすべての項目びお買い上げ時の設定に 
戻るので、ご注意ください。 

1お買い上げ時の設定に戻したい設定を選び、®を押ず。 

故下の設定をお買い上げ時の設定に戻すことびでさます。 

-映像設定 

几。 

_曰ド日又た 

- BD/DVD 視聴設定 
ーフォ ト設定 
-本体設定 
—通信設定 
一すべての設定の内容 

2確認画面で[実行]を選び、9を巧ず。 


ごを意 


[すべての設定の内容]を選んで初期化を実行した場を、次のよラな状態になります。 

一次にかんたん設定び完了するまで、 BD ランプび点灯します。 

一& メニューのすべての設定び、お買い上げ時の設定に戻ります。 

-ディスク再生中にオプションメニューから設定された陋音設赶は、お買い上げ時の状態に房りません。 


お買い上げ時のげ態 

1—5 几み 
1し欧も 


設定を変更ずる 
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巧障かな？とおった 6 


まず確認して<だをい 


る種コード • ケーブル 


テレビの人力切換 本機の電源 



g^= 


本機の電源は 
入っていますか？ 



こんな場をはが障ではありません 


電源を切つているのに 
フアンの音びする 


rwA …と点滅表示され、 
なかなか起動しない 


動作を受け付けない 
/動いていない 



電源び「切」でむ、な下のよラな 
場合、本機び動作を行ラことび 
あります。 

• 高ま起動の待機時 

など 

このよラな場合、本機のフアン 
び動作します。 


本機の起動中は、本体表示窓に 
rWAITJ び点滅表示されます。 
本機の起動には数十秒かかり 
ますので、そのままお待ちくだ 
さい。 

起動時間を短くでさる機能 
(高速起動モード)わあります 
(51 ページ)。 


明らかに本機び操作を受け付 
けない状態になった場合は、電 
源ボタンを10秒切上巧し続け 
てください。本機び再起動し 
ます。 
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今症状に当てはま日ない場さは、次ぺージな降を 
ご覧になり、当てはまる症状を探してくださし、。 




















修理に出す前に、もラー度点検してください。それでも正常に動作しないときは、 ソニーの 相談窓 □(> 裏表 
紙)へお問い合わせください。 


電源 


症状 

対処のしかた 

参照ページ 

電源び入らない。 

• 電源コードびしっかり差し込まれているか確認してください。 

28 


• 電源び入るまでに時間びかかることびあるので、しばらくお待ちください。 

28 

電源を入れたときに[ネツ トワーク 

上に新しいソフトウエア 
バージヨンび見つかりまし 
た。 r ネットワークアップ 
デー ト」か 5 アップ デー トを 

行つてください。] とぃぅメッセ- 
ジび表示される。 

• 新しいバージヨンにソフトウェアをアップデートするには、「ネットワークアップデー 
卜」をご覧ください。 

42 

ディスク 

症状 

対処のしかた 

参照ページ 

ディスクを 再生でさない。 

• ディスクのミちれをふさ取って < ださい。 

7 


• ディスクび裏返しに入っていないか確認して<ださい。再生面を下にして<ださい。 

7 


• ディスクび斜めにずれて入っていないか確認してください。 

7 


• 本機で再生でをるフオーマットのディスクか確認してください。 

61 


• BD や DVD の地域番号0」ージョンコード)び本機で再生でさる番号になっているか確 
認してください。 

61 


• 他機で歸画されたディスクを再生するときは、正しくファイナライズされているか確 
認してください。 

62 

映像 

症状 

対処のしかた 

参照ページ 

映像び 出なし、、乱れる。 

• 接続ケースレのプラグびしっかり差し込まれているか確認してください。 

16 


• 接続ケープルび断線していないか確認してください。 

16 


• テレビを本機につないでいる入力 （r ビデオ」など）に切り換えてください。 

29 


• 2層 BD や2層 DVD を再生ずる場を、レイヤー（層)び切り換わるとさに映像/音芦び一瞬 
途切れることびあります。 

62 

[出力映像解像度設定] で設定を 
変ぇたとき、 何も表示されない。 

. 本体の ■ (停止)ボタンを10秒し U 上巧し続けてください。設定びリセットされ、最もお 
し懈像度になりまず。 

44 

[映像設赶のの VD ワイド映像表示]で設 

定した映像の横縦比で再生 
でをない。 

• 映像の横織比び固定されているタイトルを再生していませんか？ 

43 


巧のぺージにつヴ<0 
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困ったときは 













症状 

対処のしかた 

参照ページ 

HDMI 出力端子とその他の映像出力端テに 
同時につないだとき 、 HDMI 端子む 

がか 5 映像び出ない。 

• [映像設定]から[出力映像解像度設定]を [D 映像またはコンポーネント映像]に設定し 
て < ださい。 

44 

おい部分び 日音すぎる、 または明るい部 

分び 明るすざる。 

• r 再生の画質や音質を調整する」を参照して、[画質モー问を[スタンダー円に設定し 
て < ださい。 

37 

映像び 正しく表示されない。 

• [映像設定]の[出力映像解像度設定」を確認して < ださい。 

44 

BD ROM の 映像が表示され なし、。 

• [映像設定]の旧 D - ROM 1080 /24 p 出力]を確認してください。 

44 


曰户 


困 

ご 

た 

と 

さ 

は 


症状 

対処のしかた 

参照ページ 

音び出ない。 

• 接続ケーブルのプラグがしっかり差し込まれているか確認してください。 

16 


• 接続ケーブルび断線していないか確認してください。 

16 


• AV アンプの入力端子を確認してください。 

21 


• AV アンプの入力切換で本機の音声び出るようになっていることを確認してください。 

21 


• 一時停止になっていないか確認してください。 

— 


• 早送りまたは早戻しになっていないか確認してください。 

— 


• デジタル音声出力(光/同軸)端子または HDMI 出力端テでつないでいる場をは、[音声 
設定]を確認してください。 

46 

正しく音芦び出ない。 

• [音芦設定]の[優先音声端子]を確認してください。 

46 

音がルさい。 

• BD や DVD によっては、再生時の音量びルさい場合びあります。の[音靑設定]か 
らはーデイオ DRC ] を[テレビ]に設定すると、改善されることびあります。 

47 


• SSS の[音南設定]か5 [音声出力 ATT ] を[切]に設定してください。 

46 

ドルビーデジタルプラスやドルビー 

• 障声設赶から [ BD 音芦設赶を[ダイレクト]に設定してください。 

46 

TrueHDx DTS-HD High Resolution 

Audio 、 DTS-HD Master Audio などの 

HD 音芦びビットストリーム 
で出力されない。 

• AV アンプび HD 音声に対応しているか確認してください。 

— 

• 480 i または 480 p 切がの、八イビジヨン画質の映像信号び本機から八イビジヨン対応テ 
レビに出力されているか確認して<ださい。 

65 

インタラクティブオーディオび 出ブ]さ 

れない。 

• [音芦設定]か6旧 D 音声設定]を [ S ックス]に設定してください。 

46 


HDMI 


症状 

対処のしかた 

参照ページ 

HDM 胺続したとき、 映像や音芦が 

• 電源を入れなおしてください。 

28 

出力されない。 

• つないでいる機器の電源を入れなおしてください。 

— 


• HDMI ケーブルを差しなおしてください。 

17、22 


56 


















症状 

対処のしかた 

参照ページ 

HDM 腺続したとき、 映像が表示さ 

れない、 または 映像にノイズび 

. 菁作権保護機能に対応していない DVI 機器と HDMI 出力端テをつないでいないか確認 
して < ださい。 

— 

出る。 

• HDMI 端テを映像出力に使っている場を、出力映像解像度を変更してみてください。 

44 

HDM 胺続したとき、 音芦が出ない。 

• DVI 機器の場を、音声は出力されません。 

— 

HDMI 接続したとき、 正しく 

出なぃ。 

• HDMI 出力端子とつないでいる臟器び、本磯の音声フォー マッ トに対応していますか？ 
[音声設定]を確認して < ださい。 

46 

HDMI 機器制御機能び 働かない。 

• 接続機器の電源コード- HDMI ケーブルびしっかりと接続されているか確認して<だ 
さい。 

— 


• 本体表示窓の HDMI 表示び点灯しない場合、 HDMI 接続を確認してください。 

17、22 


• [ HDMI 機器制細び[入]になっているか確認してください。 

51 


• 接続機器び HDMI 機器制御機能に对応していることを確認してください(接続機器の取 
扱説明書をご覧 < ださい)。 

— 


• 接続機器の HDMI 機器制御機能の設定を確認して < ださい(接続機器の取扱説明書をご 
覽< ださい)。 

— 


• HDMI 接続を変更した場をは、電源を入れなおしてください。 

28 


• 停電びあった場をは、本機の [ HDMI 機器制御]の設定を一度脚]にし、その後[入]に再 
設定してください。 

51 


• HDMI 機器制御機能について詳しくは、 「 HDMI 臟器制御を利用する」をご覧ください。 

18 


• HDMI 機器制御に対応していない AV アンプを通してテレビにつなぐと、 HDMI 機器制 
御び正しく機能しません。 

— 


• HDMI ケープルを抜さ差しした場合は、本機の映像び映るまでテレビの入力を切り換え 
てみて < ださい。 

29 

外部 メモリー （□— カルストレー ジ "local storage ") 

症状 

対処のしかた 

参照ぺージ 

外部メモ1」-び 認識されない。 

• 電源を切って、が部メモ U - の向きをよく確認して EXT ス□ットに差し込んで、もう一 
度電源を入れて<ださい。その後本体表示窓の EXT 表示び点なしていることを確認し 
て < ださし、。 

24 

BD - ROM に搭載されているボーナスコン 

テンッび 再生できない。 

• ディスクを取り出して電源を切ったあと、列•部;><モ|」一を差しなおし、もう一度電源を 
入れてください。その後、本体表示窓の EXT 表示び点灯していることを確認してか5、 
BonusView (ボーナスビュー)、 BD-Live ( BD ライプ)びある BD - ROM を入れてくだ 
さい。 


記憶装置に空き 容量 びないと 

いラメッセージび画面に表示される。 

• が部メモ U —の不要なデータを削除して<ださい。 

35 
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操作 



困 

ご 

た 

と 

さ 

は 


症状 

対処のしかた 

参照ページ 

IJ モコンび 働かない。 

• 乾電池を交換して<ださい。 

15 


• U モコンを本体に向けて操作してください。 

15 


• U モコンを本体に近づけて操作してください。 

15 

ファイル名び 正しく表示されな 
し、。 

• 本機は IS 08859-1 準拠の文字コードのみ表おします。その他の文宇コードの場を、違 
ラ文字に置を換わって表示されます。 

— 

BD ゃ DVD の 最初から始ま らな 
し、。 

• つづさ再生になっています。オプションか5[始めから再生]を選んでください。 

33 

停止、早送り/早戻しな どの 操 
作がでさない。 

• 操作を禁止している BD や DVD を再をしています。ディスクに付属の説明書ちあわせ 
てご覧ください。 

- 

字幕ゃ音声言語を^ 更で定なし、。 

• BD または DVD メニューからの操作を試してください。 

35 


• 再生している BD や DVD に複数の字幕または音声言語び記録されているか確認してく 
ださい。 

— 


• その BD や DVD では音声言語の切り換えを禁止しています。 

— 

本体表示窓に [ LOCKED ! l または 
[TLK ON ] と表示され 、ディスク 

• [ LOCKED ] と表おされた場をは、本体側で□ックされています。辭除するには、 
[ UNLOCK ] と表示されるまで本体の H (—時停止)ボタンを押してください。 

12 

トレイび開かない。 

• [TLK ON ] と表示された場合は、ソニーの相談窓□までお問いをわせください。 

— 

U を押しても ディスクトレイ 
び開かない。 

• 電源を切って電源コードを抜をます。本体のと（開/閉)ボタンを巧しなが5電ミ原コー 
ドをつなぎ直し、ディスクトレイび出た5開/閉ボタンをはなしてください。ディスク 
を取り出した後、本体の1/¢履源)ボタンを10秒し U 上押し続け、本機を再起動させて 
<ださい。 



• 設定初期化の画面や BD データを表示している場をは、 U モコンの\ (戻る）を押して 
ひとつ前の画面に戻ってか5、もう一度全（開/閉）ボタンを押してください。 

— 

正常に動作しない。 

• 本機の内部び結露していることびあります。 

— 


. 本体表示窓の表示び消えるまで、本体の1/む（電源)ボタンを10秒切 上 押し続けてくだ 
さい。もし正常に動作しない場をは、電源コードをつなざなおしてください。 

— 


表お窓にアルフアベットで始まる表 
巧び出た6(自己診断機能） 


本機の異常を未然に防ぐために自己診断機能び働く 
と、表示窓にエラーコード、または画面全体に A の 
みび表示されます。その際は次のよラに対応してく 
ださい。 


エラーコード 

原因と巧策 

EXXXX 

異常を未然に防ぐため自己診断 

SYS ERR 

機能び働いている。 

( X は任意の数） 

-► ソニーの相談窓 □(> 裏表 

紙) へ お問い合わせくださ 
し、その際は サービス 番号 

の5巧すべてをお知らせくだ 

さい。 

例 ： E 6110 


FAN ERR • 本機後面の通風孔びふさがれ 

ていないか確認してください。 
• 局温 II なるのを避けるため、風 
通しのいい場所に設置して< 
ださい。 


A のみが画面を体に表示をれた場合 

ソニーの ホ目談窓 □(> 裏表紙)へお問い合わせくださ 
い。 
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テレビにま示される画面の巧織比について 


ワイドテレビやワイドモード付きのテレビのときは、テレビ側のワイドモード設定によって表示のされちび 
異なります。テレビの取扱説明書ちあわせてご覧になり、ワイドモードの設定ちご覧ください。 


16:9( ワイドテレビ） 4:3 


Q 2 


▼ 

' ■ 


〇 


〇 


巧 


〇 

テレビの ^ 

ワイド機能は？ 

利用していない 

(オートワイド機能「切」） 


利用している 

はートワイド機能「入」） 


利用していない 

讨-トワイド機能彻」 V 

機能び無い 


利用している 

(オートワイド機能「入」） 



1 

1 


1— —1 

1 ~ 

1 一 

1 一 1 



Q 1 

接続するテレビ画面の 

横縦比は？ 


本機の 

[テレビタイプ] 

の設定は 


[16:9] 

に設定する 


本機の 

陋面モード] 

の設定は 


[横縦比固定] 

に設定する 


[16:9] 


[4:3] 

に設定する 


に設定する 



[オリジナル] 


[横縦比固定] 

に設定する 


に設定する 


[4:3] 

に設定ずる 


[才1」ジナル] 

に設定ずる 


巧のぺージにつヴ<く> 
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16:9 のテレビで画面の映像び正しく表示をれないとまは 


映像の見えかた 


症状 


巧処のしかた 



映像び左もに圧縮され 
て表示され、黒帯び付 
いている 


テレビで 


ワイド切換機能で画面全体に表おでさ 
るよラにします。（記録されている映像 
によつてはでさない場合びあります。） 


本機で 


[テレビタイプ]を [16:9] に設定します。 



映像び上下に圧縮され 
て表示され、黒帯び付 
いている 


テレビで J ワイド切換機能で画面全体に表示でさ 
るよラにします。（記録されている映像 
によつてはでさない場合びあります。） 



テレビで 


映像の上下左ちに黒帯 
び付いている 


ワイド切換機能で画面全体に表示でさ 
るよラにします。（記録されている映像 
によつてはでさない場合びあります。） 


4:3のテレビで画面の映像び正しく表示をれないとまは 


映像の見えかた 


症が 


巧処のしかた 



本機で 


[テレビタイプ]を [4 : 3] に設定します。 


映像び左ちに圧縮され 
て表示され、黒帯が付 
いている 


Ik 


本機で 


映像び縦長で画面いつ 
ぱいに表示されている 


[テレビタイプ]を [4 : 3]、[画面モー问 
を[横縦比固定]に設定します。 


16:9のテレビで4:3の映像を画面いつぱいに引を伸ばして見たいとまは 

[テレビタイプ]を [16 : 9]、画面モードを[才 U ジナル]に設定します。 

ワイド切換機能で画面全体に表おできるよラにします。（記録されている映像によってはで 


本機で 


テレビで 


さない場合びあります。） 


その他 
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再生でをるデイスクー覧 


ディスクの種類 

□コ 

本書巧のマーク 

内容 

BD 

Bfu-raif O/sc 


BDMV モードまたは BDAV モードの 

BD - ROM / BD - RE / BD-R 

(8 cm ディスクや2層ディスクを含む） 

DVD ビデオ 

iyyD 

V 1 r>v — 〇 

liOTil 

映画などび記録された市販またはレンタルされてい 
る DVD 

DVD 

を 

R4.7 

EffB 

DVD + Rewritable 

KWl 

DVD + R 

励 

□VD + R DL 

iiOTil 

+ V 肝ードの DVD + RW / DVD + R 、 Video モードまた 
は VR モードの DVD - RW / DVD-R 
(8〇11ディスクや0ソ0+[^0し DVD - RDL を含む） 

データ DVD 

II た化 11 刚 

J P 防巧式の画像ファイルび入った 
DVD + RW / DVD + R / DVD - RW / DVD-R 

そ 

CD 

_n COMPACT 

团腹屈 

DIGITAL AUDIO 

gga 

の 

音楽 CD または音楽 CD 形式の CD - R / CD-RW 他 

データ CD 

— 

liMM か ] 

J PEG 形式の画像ファイ J レび入った CD - R / CD-RW 


BD の豆換性について 

BD は新しい規格で曰々進化を続けているため、ディ 
スクの種類やバージョンによっては再生でさない場 
合びあります。 

音源や出力端子、音声設定などにより出力される音 
質び異なります。詳細は65ぺージをご覧ください。 

再生で宝ないディスク 

• カート U ッジ型 BD 

• DVD-RAM 
•HD DVD 

• DVD 才ーディオ 
•フォト CD 

•CD EXTRA のデータ部分 

•VCD/ スーパー VCD 

• スーパーオーディオ CD の高密度記録層 

• DualDisc の音楽専用面 

• U- ジョンコードび異なる BD-ROM/DVDVIDEO 
• 本機の映像ち式 (NTSC) と異なる映像ち式 (PAL な 

ど)で記録されたディスク 


BD / DVD 再生時の操作について 

BD/DVD 再生時の操作は、ソフトウェアでミ央められ 
ています。本纖ま BD/DVD のソフトウェアにした 
びって再生するため、いくつかの機能び使えないこ 
とびあります。詳しくは BD/DVD に付属の取扱説明 
書をご覧ください。 

■ J - ジョンコードについて ( BD - ROM / 
DVD ビデオのみ） 

BD-ROM/DVD ビデオには著作権保護のための U — 
ジョンコードびあります。本纖ホ、本機後面のラべ 
ルに記載されたちのと同じ U —ジョンコードの 
BD-ROM/DVD ビデオしか再生でさません。 
g] びついている DVD ビデオは本機で再生できま 
す。 

BD-ROM/DVD ビデオによっては、視聴地域制限に 
より再生できなし) BD-ROM/DVD ビデオでも、 U- 
ジョンコードび明記されていない場合びあります。 


恩(©がへの® Rnp - x : 

xxx 

IT 

[1 
■0 叫'叫 


巧のぺージにつヴ<。 
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AVCHD 規格で記録をれたディスクの再生 
にごいて 

本機は AVCHD 規格で記録されたディスクを再生で 
さます。ただし、すべてのディスクを動作保証する 
ち)のではありません。 

AVCHD 

AVCHD は高度な圧縮技術により、108 Oi または 
720 p の HD (八イビジョン)映像を記録する八イビ 
ジョンデジタルビデオカメラの規格です。映像の圧 
縮には MPEG -4 AVC / H .264 ち式、音声の圧縮にはド 
ルビーデジタルまたは U ニア PCM び用いられます。 
MPEG -4 AVC / H .264 ち式は、従来の圧縮ち式に比べ 
て高い圧縮符号化効率を持ちます。 


ディスクに関するごを意 


•言己録ミきみ BD - RE / BD - R または DVD + RVV / DVD + R 、 
DVD - RW / DVD - R 、 CD - RW / CD - R は、傷や巧れ、ま 
た記録状態や記録機器、 BD / DVD / CD 記録ソフト 
の特性などにより再生でさないことびあります。 
また、レコーダーやパソコンで記録したディスク 
で、終了情報を記録するファイナライズ処理を正 
しくしていない DVD および CD は再生でさません。 
詳しくは、記録した機器の取扱説明書をお読みく 
ださい。正しくファイナライズ処理されていても、 
一部の再生操作びでさないことびあります。その 
場合は、通常再生でご覧ください。 

•本製品は、コンパクトディスクに D ) 規格に準拠し 
た音楽ディスクの再生を前提として設計されてい 
ます。いくつかのレコード会社より著作権保護を 
目的とした技術び搭載された音楽ディスクび販売 
されていますび、これらの中には CD 規格に準拠し 
ていないわのわあり、本製品で再生でさない場合 
びあります。 


• 2層 BD や2層 DVD を再生する場合、レイヤー僱） 
び切り換わるとさに映像-音声び一瞬途切れるこ 
とびあります。 

•8 cm BD - RE /8 cm BD - R は本機で再生できない場 
合びあります。 

•本製品は Ve 「.2.1 の BD - RE 、 Verl . l 、 Ver 1.2 および 
Ver 丄3の BD-R ( LT がを含む)に対応しています。 

* Low to High :有機色素系 BD - R に対応した記録方式。 

•本機は DTS 5.1 MUS に D に C を再生できます。音 
声信号は r 音声出力信号について」の表に従って出 
力されます (65 ページ)。 

DualDisc についてのごミち意 

DualDisc とは DVD 規格に準拠した面と、音楽専用面 
とを組み合わせた新しい両面ディスクです。 

なお、この音楽専用面はコンパクトディスクに D ) に 
規格には準拠していないため、本製品での再生は保 
証いたしません。 


ごを意 


• 記録状態によっては AVCHD 規格の映像を再生でさないことびありま 
す。 

• 正しくファイナライズされていない場をは AVCHD 規格の映像を再生で 
さないことびあります。 
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映像の解像度にごいて 


本機から出力できる映像解像度には全部で5種類あります。 


八イビジョン画質巧貧 


標準画質⑩ 


映像解像度 説明 


108 Op 
(1125p) 


108 Oi 
(11 2引） 


720p 

(750p) 


映像解像度 説明 


2コマ目(第2フレーム） 



480p 

(525p) 


1コマ目 
(第1フレーム） 


1080本全ライン 
1080本全ライン 
約1/60秒 


2〕マ目镇2フイールド） 



第1フレーム 


480i 

(5250 


1コマ目 

傅1フイールド） 


540本偶数ライン 
540本奇数ライン 
約1/60秒 



1080本- 


2〕マ目(第2フレーム） 



1コマ目 
(第1フレーム） 


720本をライン 

720本全ライン 
約1/60秒 


2コマ目(第2フレーム） 



2コマ目煤2フイールド） 



第1フレーム 


ロマ目 

(第1フイールド） 


240本偶数ライン 
240本奇数ライン 
約1/60秒’ 



480本- 


i はインターレース(飛び越し走査)、 P はプ□グレッシプ(順次走査)の略。 
映像解像度の数字は有効走査線数を示し、 （） 内は総走査線数で数えたと 
をの別称です。 
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映像出力解像度について 


[映像設定]の[出力映像解像度設定] (44 ページ)とつないでいる映像端テにより、出力解像度は下のよラに 
変わります。 


解像度設定 

[出力映ほおほ度設定]び [ HDMI ] のとを 

[出力映像お像度設定]び [ D 映像またはコンポーネント 
映像]のとを 

映像/ S 1 映像 
出力端子 

D 1/2/3/4 映像出力端子/ 
コンポーネント 
映像出力端子 

HDMI 出力端子 

映像/ S 1 映像 
出力端子 

D 1/2/3/4 映像出力端テ/ 
コンポーネント 
映像出力端子 

HDMI 出力端子 

480 i 

48饼 

480 i 

480 i 

480 i 

48饼 

480 i 

480 p 

48饼 

480 i 

480 p 

48饼 

480 p 

480 p 

720 p 

480 i 

480 i 

720 p 

480 i 

720 p * 

720 p * 

108 Oi 

480 i 

480 i 

10801 

480 i 

108饼* 

10801* 

108 Op 

表不可 

表不可 

108 Op 

選択不可 

選択不可 

選択不可 


* DVD で著作権び保護されてしぶ場合、解像度は 480 p にな D ます 


そ[出力映像解像度設定]が[映像または S 映 
S 像]のとき 

つないでいる端テび映像/ S 1 映像出力端子または 
D 1 /2/3/4映像出力端テ/コンポーネント映像出力 
端テの場合は 480 i の映像信号、 HDMI 出力端子の場 
合は 480 p の映像信号び出力されます。 
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音声出力信号について 


音源や出力端子、本機の設定によって、音声出力は次のよラに変わります。 


端子/設ま >1 

! デジタル 

アナ□グ 

ディスク/音源 

HDMI 出力端モ >2 

デジタル音声出力(光/同卽)端子 

音声出力 
ち/左端子 

自動* 3 

2 チヤンネル PCM*3 

ビツトスト U - ム *4 

PCM 

BD 

LPCM 2ch 

LPCM 2 ch 

LPCM 2 ch 

LPCM 2 ch 

LPCM 2 ch 

2 ch 

LPCM 5.1 ch 

LPCM 5.1 ch 

LPCM 2 ch 

LPCM 2 ch 

LPCM 2 ch 

2 ch 

LPCM 7.1 ch 

LPCM 7.1 ch 

LPCM 2 ch 

LPCM 2 ch 

LPCM 2 ch 

2 ch 

ドルビーデジタル 

LPCM 5.1 ch " 

LPCM 2 ch 

ドルビーデジタル/ 
LPCM 2 ch *6 

LPCM 2 ch 

2 ch 

ドルビーデジタル 
プラス 

LPCM 7.1 ch " 

LPCM 2 ch 

ドルビーデジタル/ 
LPCM 2 ch *6 

LPCM 2 ch 

2 ch 

ドルビー TrueHD 

LPCM 7.1 ch " 

LPCM 2 ch 

ドルビーデジタル/ 
LPCM 2 ch *6 

LPCM 2 ch 

2 ch 

DTS 

LPCM 5.1 が 

LPCM 2 ch 

DTS / 

LPCM 2 ch *6 

LPCM 2 ch 

2 ch 

DTS-HDHigh 
Resolution Audio 

LPCM 5.1 が 
(DTS core ) 

LPCM 2 ch 

DTS / 

LPCM 2 ch *6 

LPCM 2 ch 

2 ch 

DTS-HD Master Audio 

LPCM 5.1 が 
(DTS core ) 

LPCM 2 ch 

DTS / 

LPCM 2 ch *6 

LPCM 2 ch 

2 ch 

AAC 

LPCM 5.1 ch " 

LPCM 2 ch 

AAC/LPCM 2 ch *6 

LPCM 2 ch 

2 ch 

DVD 

LPCM 

LPCM 2 ch 

LPCM 2 ch 

LPCM 2 ch 

LPCM 2 ch 

2 ch 

ドルビーデジタル 

ドルビーデジタル 

LPCM 2 ch 

ドルビーデジタル 

LPCM 2 ch 

2 ch 

DTS 

DTS 

LPCM 2 ch 

DTS 

LPCM 2 ch 

2 ch 

CD 

LPCM 

LPCM 

LPCM 2 ch 

LPCM 2 ch 

LPCM 2 ch 

2 ch 

DTS 5.1 MUSIC DISC 

DTS 

LPCM 2 ch 

DTS 

LPCM 2 ch 

2 ch 



そ 

の 

他 


W [優先音声端子]が[アナ□グ音声]のとさ、どの端子につないでち LPCM 
2 ch で出力されます。 

^ [優先出力端子]び [ HDMI ] または[デジタル音声]のとき、選んでいない 
端テからは LPCM 2 ch で出力されます。 

W 自動：[音青設定] (46 ページ)の [ HDMI 音声出力]で[自動]を選んだと 
さを指します。 

2 ch PCM :[音声設定] (46 ぺージ)の [ HDMI 音声出力]でロチャンネ 
ル PCM ] を選んだときを指します。 

*4 ビットスト U - ム：[音声設定] (46 ぺージ)の[ドルビーデジタル]で[ド 
ルビーデジタル]を選んだとき、 [ AAC ] で [ AAC ] を選んだときまたは 
[ DTS ] で [ DTS ] を選んだとさを指します。 


映像出力解像度妃4ぺージ)び48日 i または 480 p 政外で、旧 D 音声設定] 
(46 ページ)び[ダイレクト]のとき、記録されている音声スト U —ムび 
ビットスト U —ムで出力されまずび、 AV アンプび対応している音声規 
格によっては、次のよラに出力される音靑び変わります。 

- HD 音芦やマルチチヤンネル LPCM に対応していないび、ドルビーデ 
ジタル、 AA 〔または DTS に対応している AV アンプの場合、ドルビー 
デジタル、 AAC または DTS ビットスト U —ムび出力されます。 
プライマリーオーデイオび 2 ch 政下の場をは 、 LPCM 2 ch として出力 
されます。 


AAC (Advanced Audio 〔 oding ) は 、 Moving Picture Experts Group 
( MPEG ) において規格化された音芦圧縮方式で 、 BS • り0度 CS デジタル 
放送や地上デジタル放送で使用されています。 


ごミ主意 


480 i または 480 p の映像信号び出力されている場を (64 ページ)、[音声設 
赶 （46 ぺージ)の旧 D 音芦設定]び[ダイレクト]に設定されていてち、ド 
ルビー TrueHD や DTS-HD Master Audio は、 LPCM またはドルビーデジ 
タル、 DTS ビットスト U —ムで出力されます。 
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言語コードー覧 

詳しくは、48ページをご覧ください。 


そ 

の 

他 


コード 言語 

1027 

Afar 

1028 

Abkhazian 

1032 

Afrikaans 

1039 

Amharic 

1044 

Arabic 

1045 

Assamese 

10引 

Aymara 

1052 

Azerbaijani 

1053 

Bashkir 

1057 

Belarusian 

1059 

Bulgarian 

1060 

Bihari 

1061 

Bislama 

1066 

Bengali; Bangla 

1067 

Tibetan 

1070 

Breton 

1079 

Catalan 

1093 

Corsican 

1097 

Czech 

1103 

Welsh 

1105 

Danish 

1109 

German 

1130 

Bhutan! 

1142 

Greek 

1144 

English 

1145 

Esperanto 

1149 

Spanish 

1150 

Estonian 

1151 

Basque 

1157 

Persian 

1165 

Finnish 

1166 

Fiji 

1171 

Faroese 

1174 

French 

1181 

Frisian 


コード 

ミ里 

1183 

Irish 

1186 

Scots Gaelic 

1194 

Galician 

1196 

Guarani 

1203 

Gujarati 

1209 

Hausa 

1217 

Hindi 

1226 

Croatian 

1229 

Hungarian 

1233 

Armenian 

1235 

Interlingua 

1239 

Interlingue 

1245 

Inupiak 

1248 

Indonesian 

1253 

Icelandic 

1254 

Italian 

1257 

Hebrew 

1261 

Japanese 

1269 

Yiddish 

1283 

Javanese 

1287 

Georgian 

1297 

Kazakh 

1298 

Greenlandic 

1299 

Cambodian 

1300 

Kannada 

1301 

Korean 

1305 

Kashmiri 

1307 

Kurdish 

1311 

Kirghiz 

1313 

Latin 

1326 

Lingala 

1327 

Laothian 

1332 

Lithuanian 

1334 

Latvian; Lettish 

1345 

Malagasy 


コード 言語 

1347 

Maori 

]34 弓 

Macedonian 

1350 

Malayalam 

1352 

Monaolian 

1353 

Moldavian 

1356 

Marathi 

1357 

Malay 

1358 

Maltese 

1363 

Burmese 

1365 

Nauru 

。目弓 

Nepali 

1376 

Dutch 

]37弓 

Norwegian 

1393 

Occitan 

1403 

(Afan)Oromo 

1408 

Oriya 

1417 

Punjabi 

1428 

Polish 

1435 

Pashto; Pushto 

1436 

Portuguese 

1463 

Quechua 

1481 

Rhaeto-Romance 

1482 

Kimndi 

1483 

Romanian 

M8 弓 

Russian 

1491 

Kinyarwanda 

1495 

Sanskrit 

1498 

Sindhi 

1501 

Sangho 

1502 

Serbo-Croatian 

1503 

Singhalese 

1505 

Slovak 

1506 

Slovenian 

1507 

Samoan 

1508 

Shona 


コード 言語 

1509 

Somali 

1511 

Albanian 

1512 

Serbian 

1513 

Siswati 

1514 

Sesotho 

1515 

Sundanese 

1516 

Swedish 

1517 

Swahili 

1521 

Tamil 

1525 

Telugu 

1527 

Tajik 

1528 

Thai 

1529 

Tigrinya 

1531 

Turkmen 

1532 

Fagalog 

1534 

Setswana 

1535 

Tonga 

1538 

Turkish 

1539 

Fsonga 

1540 

Tatar 

1543 

Twi 

1557 

Ukrainian 

1564 

Urdu 

1572 

Uzbek 

1581 

Vietnamese 

1587 

Volapuk 

1613 

Wolof 

1632 

Xhosa 

1665 

Yoruba 

1684 

Chinese 

1697 

Zulu 

1703 

無指定 


言語名表記は IS0639 :19地 （E/F) に 
準拠 


化巧コードー覧 

詳しくは、49ページをご覧ください。 


コード 

地域 

コード 

地域 

2044 

Araentina 

2165 

Finland 

2047 

Australia 

2174 

France 

2046 

Austria 

2109 

Germany 

2057 

Belgium 

2200 

Greece 

2070 

Brazil 

2219 

Hong Kong 

2079 

Canada 

2248 

India 

2090 

Chile 

2238 

Indonesia 

2092 

China 

2239 

Ireland 

2093 

Colombia 

2254 

Italy 

2115 

Denmark 

2276 

Japan 


コード 

地域 

コード 

地域 

2304 

Korea 

2436 

Portugal 

2333 

Luxembourg 

2489 

Russia 

2363 

Malaysia 

2501 

Singapore 

2362 

Mexico 

2149 

Spain 

2376 

Netherlands 

2499 

Sweden 

2390 

New Zealand 

2086 

Switzerland 

237 弓 

Norway 

2543 

Taiwan 

2427 

Pakistan 

2528 

Thailand 

2424 

Philippines 

2184 

United Kingdom 

2428 

Poland 
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保証書と アフターサービス 


本機は日本国内専用です。電源電圧や放送規格の異 
なる海外ではお使いになれません。 


照正書 


f 呆証巧巧中の修理は 

保証書の記載内容に基づいて修理させていたださま 
す。 

詳しくは保証書をご覧ください。 


• この製品には保証書び添付されていますので、お 
買い上げの際にお買い上げ店でお受け取り<ださ 
い。 

• 所定事項の記入および記載内容をお確かめのラ 
え、大切に保をしてください。 

• 保証期間は、お買い上げ曰より1年間です。 

•記録内容（コンテンツ）については、保証の対象外 
です。 

•当社にて記録内容(コンテンツ)の修復、復元、複製 
などは行いません。 


アフタ—ヴ- 


f 呆証巧問経過をの修理は 

修理によって機能び維持できる場合は、ご要望によ 
り有料修 i 里させていたださます。 

部品の巧有期邸こついて 

当社では BD プレーヤーの補修用性能部品(製品の機 
能を維持するために必要な部品)を製造打ち切り後 
最低8年間保有しています。この部品保有期間を修 
理可能期間とさせていたださます。保有期間び経過 
した後わ、故障箇所によっては修理可能の場合びあ 
りますので、お買い上げ店か、サービス窓□にご相談 
<ださい。 


調子が悪いとさはまずチエックとご相談を 

r 故障かな？と思ったら」の項を参考にして、故障か 
どラかを点検してください。 


部品の交換について 

この製品は、修理の際に交換した部品を再生、再利用 
する場合びあります。その際、交換した部品は回収 
させていたださます。 


それで6具合が悪いとまはソニーの相談窓□へ 

ソニーの相談窓 □(> 裏表紙)へご相談になるとさ 
は、次のことをお知らせください。 

• 型名： BDP - S 350 

• ディスクの種類： BD - ROM 、 DVD ビデオ、 

BD - RE 、 BD - R 、 DVD - RW 、 DVD - R など 
• つないでいるテレビや AV アンプのメーカーと型名 
• 故障の状態：でさるだけ詳しく 
• 購入年月曰： 
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主な仕様 


システム 

あ式 BD/DVD プレーヤー 

出力端子 

音声出カ ピンジャック 

出カレベル： 2 Vrms (負荷インピーダンス：10 

kn ) 

デジタル音声出力(光） 

角型光ジャック/-18 dBm (発光波長660 nm ) 
デジタル音声出力(同軸） 

ピンジャック 

出カレベル： 0.5 Vp - p /75 0 
HDMI 出力 19ピン標準コネクタ 

コンポーネント映像出力 ( Y 、 Pb / Cb 、 Pr / Cr ) 

ピンジャック 

Y : 1.0Vp-p/75 0 、 Pb/Cb : 0.7Vp-p/75 0 、 
Pr / Cr : 0.7Vp-p/75 n 

D 1/ D 2/ D 3/ D 4 映像出力 

D 映像出力端子 

Y : 1.0Vp-p/75 0 、 Pb/Cb : 0.7Vp-p/75 0 、 
Pr / Cr : 0.7Vp-p/75 0 

映像出カ ピンジャック、 1.0 Vp - p /75 Q 

S 映像出力 4ピン S 二 DIN 

輝度信号： 1.0Vp-p/75 0 
色信号： 0.286 Vp-p/75 0 
LAN (100)端子 

100BASE-TX 
EXT (外部;><モ11-)ス〇ット 

DC 出力：最大5 V 500 mA 

電源 • その他 

電源 AC 100 V 、 50/60 Hz 

消費電力 26 W 

最大外形寸法 430 X 60 X 220 mm 

(幅 X 高さ X 奧行さ)最大突起含む 
本体質量 約 2.9 kg 

許容動作温度5で〜35で 
許容動作湿度25%〜80% 

付属品 「[準備 1] 付属品を確認する」 （15 ページ)をご賣くだ 

さい。 

本機の仕様および外観は、改良のため予告なく変更することがあります 
が、ご了承 < ださし、。 


商標にごいて 


• Blu-ray Disc および Blu-ray Disc □ゴは商標です。 

• HDMI 、 HDMI □ゴ、および High Definition Multimedia Interface は、 
HDMI Licensing LLC の商標または、登録商標です。 

• ドルビーラボラト U —スからの実施権に基づさ製造されています。 

• Dolby 、 ドルビー、 ProLogic 及びダブル D 記号はドルビーラボラト U - 
ズの商標です。 

• DTS は DTS , Inc . の登録商標です。そして、 DTS-HD Advanced Digital 
Out は DTS , Inc . の商標です。 

Manufactured under license under U . b . Patent #' s ： 5,45] ,944 
5, 弓56,67 4; 5,9743 80; 5 夕78,76 2; 6,487 ,535 & 饥 her U . S . and 
worldwide patents issued & pending . DTS is a registered 
trademark and the DTS logos , Symbol , DTS-HD and DTS - HD 
Advanced Digital Out are trademarks of DTS , Inc . © 1996-2007 
DTS , Inc . All Rights Reserved . 

• "•!""、"xross media bar " および" XMB " は、ソニー株式を社および株式 
を社ソニー-コンピュータエンタテインメントの商標でず。 

• AVCHD および AVCHD □ゴはパナソニック株式含社とソニー株式含社 
の商標です。 

• BD-Live ( BD ライスと BonusView (ボーナスビュ ー） は、 Blu-ray 
Disc Association の商標です。 

• " x . v . coior " および" x . v . Golor " は、ソニー株式を社の商標です。 

• Java およびすベての」 ava 関連のマークは、米国およびその他の国にお 
ける米国 Sun Microsystems , Inc . の商標または登録商標です。 

• "ブラビアプレミアムフオドおよび" ブラビアプレミアムフオト "は、 
ソニー株式含社の商標です。 

• "ブラビアリンク"および " BRAVIA Link ™" は、ソニー株式尝社の商標で 
す。 

• 本製品に搭載されているフオントの内、新ゴ R 、 新丸づ R の各書体は株式 
を社モリサワより提供を受けており、これ5の名称は同社の登録商標ま 
たは商標であり、フオントの菁作権ち同社に帰属します。 
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その他 



ソフトウェア等に関す 
る重要なお知5せ 


この度は牌社製品(な下体製品」）をお買い上げしただきあ 
りびとラございます。 

本製品のご使用を開姑される前に必ず、本製品に含まれる 
ソフトウェア等に関するこのお知らせをお読みください。 
お客様による本製品の使用開始をもって、このお知らせの 
内容をご確認の上、ご同意いただけたものとさせていただ 
をます。 

ソフトウェアほ用許諾契約書 

本製品に含まれるソフトウェア(む下 r 許諾ソフトウェア J 
とします）につきまして、下記のソフトウェア怯巧許諾契約 
書をお読みください。 

なお、本製品には GNU General Public License または 
GNU Lesser General Public Li び nse の適巧を受けるソ 
フトウェアぴ含まれていまずぴ、かかるソフトウェアは r 許 
諾ソフトウェア J には言まれず、下記ソフトウェア怯巧許諾 
契約書の巧まとはなりませんのでご注意くださし1。 GNU 
GPL/LGPL 適巧ソフトウェアの博巧許諾ま件については、 
に NU GPL/ に PL 適巧ソフトウェアに関ずるお知6せ」を 
ご覧ください。 

また、同樹こ、本製品には rOpenSSL (「Original 
SSLeayJ ライプラリを含む) J および rNetBSDJ、rJPEG」、 
rfdlibmJ.rRoot CertificateJ が含まれていまずが、下記 
ソフトウェア梗巧許諾契約書と、各ソフトウェアに関ずる 
r お知5せ J に記載されておりまずソフトウェア①梗巧許諾 
ま件に矛盾及は融麗ぴある場合には、各 r お知6せ J にかか 
るソフトウェアの範囲において、各 r お知6せ J に記載され 
ております怯巧許諾条件ぴ優巧いたします。 

ソフトウェア巧田 許語異が]書 

本契約は、お客様(政下 r 使用を」とします）と弊社 au 下 
r ソニー」とします）との間での許諾ソフトウェアの使用許 
詰に関する条件を規定しております。 

第1条縱則） 

許語ソフトウェアは、曰本国内外の普作権法並びに善作ち 
の権利およびこれに隣接する権利に関する請条約その他知 
的財産権に関する法律によって保護されています。許語ソ 
フトウェアは、本契約の条件に従いソニーから使用をに対 
しての使用許語されるちので、許諾ソフトウェアの善作権 
等の知的財産権は使用ちに移輯いたしません。 

第2条(使用権） 

1 . ソニーは、許語ソフトウェアの日本国内における非独占 
的な使用権を使用をに許諾します。 

2. 本契約によってをずる許諾ソフトウェアの使用権とは、 
本製品上においてのみ、使用ちび許語ソフトウェアを使 
用する権利をレレます。 

3. 許諾ソフトウェアの使用は私的範囲に限定されるちの 
とし、許語ソフトウェアを営利目的を含むいかなる目的 
でち貸与または頒布する事はでさません。 

第3を(許諾条件） 

1 . 使用ちは、許語ソフトウェアを取扱説明書に記載の使用 
ちまに沿って使用ずるちのとします。 

2. 使用ちは、許語ソフトウェアおよび関連書類等の一部ま 
たは全部を複製、複写をしくは修正、追施等の改変をし 
てはならなレちのとしまず。 

3. 使用ちは、許詰ソフトウェアおよび関連書類等を曰本国 
外に輸出、移送をしてはならないちのとします。 

4. 使用をは、許語ソフトウェアに関し1」バースエンジニア 
U ング、逆アセンプル、逆コンバイル等のソースコード 
賴析作業を巧ってはならないものとしまず。 

5. 使用をは、許詰ソフトウェアの一部を許詰ソフトウェア 
から切り離して単独のソフトウェアとして使用しては 
ならなレちのとしまず。 

ら. 使用ちは、許語ソフトウエアおよび関連書類等を再使用 
許諾、貸与または U —スその他の方まで第兰ちに使用さ 
せてはならなレちのとしまず。 


7. 使巧者は、許諾ソフトウエアおよび関連書類等を使巧し 
て、ソニーを含む第兰ちの善作権、特許権その他の知的 
財産権を侵害するよラな斤為を巧ってはならないちの 
とします。 

8. 使巧をは、許諾ソフトウエアおよび関連書類の菁作権も 
しくは商標にかかる表示等の一部または全部を除去、変 
要、追加してはならないちのとします。 

9. 使巧者は、本製品と共に許諾ソフトウエアの一切(全て 
の構成部分、マニュアルなどの関連書類、電モ文書およ 
び本契約書を含みます)を譲受人に譲渡し、かつ当該譲 
受人び本契約の全条項に同意することを条件とし、許諾 
ソフトウエアおよび前条に規定するその使巧権を第兰 
をに譲渡することび出来るちのとしまず。なお、許諾ソ 
フトウエアの一切が譲受人に譲渡され、かつ当該譲愛人 
び本契約の全条項に同意した時点をちって、当該譲愛人 
とソニーとの間で本契約の内容を条件とする契約び成 
立し、かつ、元の使巧をとソニーとの間での本契約は解 
除されるちのとします。 

第4条(許語ソフトウエアの権利） 

許諾ソフトウエアおよびその関連書類に関ずる菁作権等一 
切の権利は、ソニーまたはソニーが許詰ソフトウエアの再 
許諾権を許諾された原権利ち(政下原権利ちとします）に帰 
属するちのとし、使用ちは許語ソフトウエアおよびその関 
連書類に関して本契約に基づき許諾された使用権な外の権 
利を有しないちのとします。 

第5条(ソニーおよび原権利ちの免責） 

ソニーおよび原権利ちは、許語ソフトウエアについて何等 
の保証を行うちのではなく、使用ちび本契約に基づを許語 
された使用権を行使ずることにより生じた使用ちちし<は 
第五をの損害に関してレかなる責任ち負わなレちのとしま 
ず。但し、これを制限する別途法律の定めびある場合はこ 
の限りではありません。 


第6条(第王ちに対する責任） 

使用をび許諾ソフトウェアを使用ずることにより、第兰ち 
との間で善作権、特許権その他の知的財産権の侵害を理由 
として紛争を生じたときは、使用ち自身び自らの費用で解 
ミ夫するちのとし、ソニーおよび原権利ちに一切の迷惑をか 
けなレちのとします。 

第7条(自動アップデート） 

1 . 言午諾ソフトウェアにはソニーまたはソニ…の指定する 
第兰をのサーバーに本製品を接続した際に許詰ソフト 
ウェアび自動的にアップデートされる機能を有するち 
のびあります。使巧をび、この自動アップデートの機能 
を巧いない旨設定した場合、または、アップデートをす 
るか否かを問わせる設定にした場合で且つ使巧をび 
アップデートの実行を拒否した場合、使巧ちによる許諾 
ソフトウェアの使胤こ関してソニーは何等の責任を負 
ねなし'!ちのとします。 

2. 使巧割ま、前項に従い自動アップデートの機能を有効に 
した場合、 （A) 許諾ソフトウェアのセキュ U テイ職能の 
向上、エラーの修正、アップデート機能の向上等の目的 
で許詰ソフトウェアび適宜自動的にアップデートされ 
ること、および (B) 当該許詰ソフトウェアのアップデー 
卜に伴レ、許諾ソフトウェアの機能び追加、変更または 
削除されることびあることに同意するちのとしまず。 

第8条(秘密保持） 

使用ちは、本契約により提供される許語ソフトウェア、その 
関連書類等の情報おぶび本契約の内容のラち公然と知られ 
てレなレちのにつレて秘密を巧持ずるちのとし、ソニーの 
承諾を得ることなく第兰をに開示または漏ミ曳しないちのと 
しまず。 


第9条(契約の解除） 

ソニーは、 使用ちにおいて次の各号の 一に 該当する事由び 
あるときは、直ちに本契約を解除し、またはそれによって 
蒙った損害の賠償を使用をに対し言青ホでさるちのとします。 

(1) 本契約に定める条項に違反したとき 

(2) 差押、仮差押、仮処分その他強制執行の申立を受けた 
とさ 


第10条(許諾ソフトウェアの廃棄） 

前条の規定により本契約び終了した場合、使巧ちは契約の 
終了した日から2週間け内に許詰ソフトウェア、関連書類お 
よびその複製物を廃棄ずるちのとします。ソニーび要まし 
た場合、使巧ちは許諾ソフトウェア、関連書類およびその複 
製物を廃棄した旨を証巧ずる夕書をソニーに差し入れする 
ちのとします。 

第11条(許諾ソフトウ王アの更新） 

1 . 夜用ちび、ネットワークからのダウン□ー ド(第7条に定 
める自動アップデートを含む)あるいはソニーび提供ま 
たは販売する更新巧 CD により許諾ソフトウェアの更新 
を行う場合、更新後のソフトウェアについてち本契約が 
適用されるちのとしまず。ただし、ソニーより別の契約 
条件び提おされる場合はこの限りではありません。なお、 
巧用ちは、更新巧 CD を許諾ソフトウェアの更新 Ul 列の 
目的で使巧しないちのとします。 

2. 前項に定める更新を行った結果、本製品に巧らかの不都 
合び生じた摇合には、ソニーの相談窓□へお問い合わせ 
ください(裏表紙)。 

第12条(その他） 

1 . 本契約の一部び法律にぶって無効となった場合でち、当 
該条巧が外は有効に存続するちのとしまず。 

2 . 本契約に定めなき事項もしくは本契約の解釈に疑養を 
生じた摇合には、ソニー、使巧ちは誠意をちって協議し、 
解決するちのとします。 

GNU GPL/LGPL 適用ソフト 
ウェアに関するお巧百せ 

本製品には、 LU 下の GNU General Public License (iU 
下に PU とします)または GNU Lesser General Public 
License (政下 r に PU とします)の適巧を受けるソフトウェ 
アだ;含まれてお0ます。 

お客様は添付の GP17 に PL の条件に従いこれらのソフト 
ウェアのソースコードの入手、改変、再配布の権利びあるこ 
とをお知らせレたします。 

バッケージリスト 

linux-Kernel.tar.gz 

pump 

Irzsz 

busybox 

gcc 

glibc 

netbase 

aosfstools 

Izo 

mkcramfs 

hostname 

scfs 

これらのソースコードは、 Web でご提供しております。 
ダウン□-ドする際には、しソ下の URL にアクセスしてくだ 
さい。 

http://www.sony.net/Products/Linux 

なお、ソースコードの中身についてのお問い合わせはご遠 

慮 < ださい。 

け下、 GNU GENERAL PUBLIC LICENSE の原文を記載し 
ます。 


GNU GENERAL PUBLIC 
LICENSE 

Version 2, June 1991 

Copyright に） 1989, 1991 Free Software Foundation, Inc. 

51 Franklin Street, Fifth Floor, Boston, MA 02110-1301 USA 

Everyone is permitted to copy and distribute verbatim copies 
of this license document, but changing it is not allowed. 
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Preamble 

The Licenses for most software are designed to take away your 
freedom to share and change it. By contrast, the GNU General 
Public License is intended to guarantee your freedom to share 
and change free software—to make sure the software is free 
for all its users.This General Public License applies to most of 
the Free Software Foundation's software and to any other 
program whose authors commit to using it. (Some other Free 
Software Foundation software is covered by the GNU Lesser 
General Public License instead.) You can apply it to your 
programs, too. 

When we speak of free software, we are referring to freedom, 
not price. Our General Public Licenses are designed to make 
sure that you have the freedom to distribute copies of free 
software (and charge for this service if you wish), that you 
receive source code or can get it if you want it, that you can 
change the software or use pieces of it in new free programs; 
and that you know you can do these things. 

To protect your rights, we need to make restrictions that 
forbid anyone to deny you these rights or to ask you to 
surrender the rights. These restrictions translate to certain 
responsibilities for you if you distribute copies of the software, 
or if you modify it. 

For example, if you distribute copies of such a program, 
whether gratis or for a fee, you must give the recipients all the 
rights that you have. You must make sure that they, too, 
receive or can get the source code. And you must show them 
these terms so they know their rights. 

We protect your rights with two steps:(1)copyright the 
software, and (2) offer you this license which gives you legal 
permission to copy, distribute and/or modify the software. 

Also, for each author’s protection and ours, we want to make 
certain that everyone understands that there is no warranty 
for this free software. If the software is modified by someone 
else and passed on, we want its recipients to know that what 
they have is not the original, so that any problems introduced 
by others will not reflect on the original authors' reputations. 

Finally, any free program is threatened constantly by software 
patents. We wish to avoid the danger that redistributors of a 
free program will individually obtain patent licenses, in effect 
making the program proprietary. To prevent this, we have 
made it clear that any patent must be licensed for everyone's 
free use or not licensed at all. 

The precise terms and conditions for copying, distribution and 
modification follow. 

GNU GENERAL PUBLIC LICENSE TERMS AND CONDITIONS 
FOR COPYING, DISTRIBUTION AND MODIFICATION 

0. This License applies to any program or other work which 
contains a notice placed by the copyright holder saying 
it may be distributed under the terms of this General 
Public License. The "Program", below, refers to any such 
program or work, and a "work based on the Program" 
means either the Program or any derivative work under 
copyright law: that is to say, a work containing the 
Program or a portion of it, either verbatim or with 
modifications and/or translated into another language. 
{Hereinafter, translation is included without limitation in 
the term "modification".) Each licensee is addressed as 
"you". 

Activities other than copying, distribution and modification 
are not covered by this License; they are outside its scope.The 
act of running the Program is not restricted, and the output 
from the Program is covered only if its contents constitute a 
work based on the Program (independent of having been 
made by running the Program). Whether that is true depends 
on what the Program does. 

1 . You may copy and distribute verbatim copies of the 
Program's source code as you receive it, in any medium, 
provided that you conspicuously and appropriately 
publish on each copy an appropriate copyright notice 
and disclaimer of warranty; keep intact all the notices 
that refer to this License and to the absence of any 
warranty; and give any other recipients of the Program a 
copy of this License along with the Program. 

You may charge a fee for the physical act of transferring a 
copy, and you may at your option offer warranty protection in 
exchange for a fee. 

2. You may modify your copy or copies of the Program or 
any portion of it, thus forming a work based on the 
Program, and copy and distribute such modifications or 
work under the terms of Section 1 above, provided that 
you also meet all of these conditions: 


a) You must cause the modified files to carry prominent 
notices stating that you changed the files and the date 
of any change. 

b) You must cause any work that you distribute or publish, 
that in whole or in part contains or is derived from the 
Program or any part thereof, to be licensed as a whole at 
no charge to all third parties under the terms of this 
License. 

c) If the modified program normally reads commands 
interactively when run, you must cause it, when started 
running for such interactive use in the most ordinary 
way, to print or display an announcement including an 
appropriate copyright notice and a notice that there is 
no warranty (or else, saying that you provide a warranty) 
and that users may redistribute the program under these 
conditions, and telling the user how to view a copy of 
this License. (Exception: if the Program itself is interactive 
but does not normally print such an announcement, 
your work based on the Program is not required to print 
an announcement.) 

These requirements apply to the modified work as a whole. If 
identifiable sections of that work are not derived from the 
Program, and can be reasonably considered independent and 
separate works in themselves, then this License, and its terms, 
do not apply to those sections when you distribute them as 
separate works. But when you distribute the same sections as 
part of a whole which is a work based on the Program, the 
distribution of the whole must be on the terms of this License, 
whose permissions for other licensees extend to the entire 
whole, and thus to each and every part regardless of who 
wrote it. 

Thus, it is not the intent of this section to claim rights or 
contest your rights to work written entirely by you; rather, the 
intent is to exercise the right to control the distribution of 
derivative or collective works based on the Program. 

In addition, mere aggregation of another work not based on 
the Program with the Program (or with a work based on the 
Program) on a volume of a storage or distribution medium 
does not bring the other work under the scope of this License. 

3. You may copy and distribute the Program (or a work 
based on it, under Section 2) in object code or 
executable form under the terms of Sections 1 and 2 
above provided that you also do one of the following: 

a) Accompany it with the complete corresponding 
machine-readable source code, which must be 
distributed under the terms of Sections 1 and 2 above 
on a medium customarily used for software interchange; 
or. 

b) Accompany it with a written offer, valid for at least three 
years, to give any third party, for a charge no more than 
your cost of physically performing source distribution, a 
complete machine-readable copy of the corresponding 
source code, to be distributed under the terms of 
Sections 1 and 2 above on a medium customarily used 
for software interchange; or, 

c) Accompany it with the information you received as to 
the offer to distribute corresponding source code. (This 
alternative is allowed only for noncommercial 
distribution and only if you received the program in 
object code or executable form with such an offer, in 
accord with Subsection b above.) 

The source code for a work means the preferred form of the 
work for making modifications to it. For an executable work, 
complete source code means all the source code for all 
modules it contains, plus any associated interface definition 
files, plus the scripts used to control compilation and 
installation of the executable. However, as a special exception, 
the source code distributed need not include anything that is 
normally distributed (in either source or binary form) with the 
major components (compiler, kernel, and so on) of the 
operating system on which the executable runs, unless that 
component itself accompanies the executable. 

If distribution of executable or object code is made by offering 
access to copy from a designated place, then offering 
equivalent access to copy the source code from the same 
place counts as distribution of the source code, even though 
third parties are not compelled to copy the source along with 
the object code. 

4. You may not copy, modify, sublicense, or distribute the 
Program except as expressly provided under this License. 
Any attempt otherwise to copy, modify, sublicense or 
distribute the Program is void, and will automatically 
terminate your rights under this License. However, 
parties who have received copies, or rights, from you 
under this License will not have their licenses terminated 
so long as such parties remain in full compliance. 


5. You are not required to accept this License, since you 
have not signed it. However, nothing else grants you 
permission to modify or distribute the Program or its 
derivative works. These actions are prohibited by law if 
you do not accept this License.Therefore, by modifying 
or distributing the Program (or any work based on the 
Program), you indicate your acceptance of this License 
to do so, and all its terms and conditions for copying, 
distributing or modifying the Program or works based on 
it. 

6. Each time you redistribute the Program (or any work 
based on the Program), the recipient automatically 
receives a license from the original licensor to copy, 
distribute or modify the Program subject to these terms 
and conditions. You may not impose any further 
restrictions on the recipients' exercise of the rights 
granted herein. You are not responsible for enforcing 
compliance by third parties to this License. 

7. If, as a consequence of a court judgment or allegation of 
patent infringement or for any other reason (not limited 
to patent issues), conditions are imposed on you 
(whether by court order, agreement or otherwise) that 
contradict the conditions of this License, they do not 
excuse you from the conditions of this License. If you 
cannot distribute so as to satisfy simultaneously your 
obligations under this License and any other pertinent 
obligations, then as a consequence you may not 
distribute the Program at all. For example, if a patent 
license would not permit royalty-free redistribution of 
the Program by all those who receive copies directly or 
indirectly through you, then the only way you could 
satisfy both it and this License would be to refrain 
entirely from distribution of the Program. 

If any portion of this section is held invalid or unenforceable 
under any particular circumstance, the balance of the section 
is intended to apply and the section as a whole is intended to 
apply in other circumstances. 

It is not the purpose of this section to induce you to infringe 
any patents or other property right claims onto contest 
validity of any such claims; this section has the sole purpose of 
protecting the integrity of the free software distribution 
system, which is implemented by public license practices. 
Many people have made generous contributions to the wide 
range of software distributed through that system in reliance 
on consistent application of that system; it is up to the author/ 
donor to decide if he or she is willing to distribute software 
through any other system and a licensee cannot impose that 
choice. 

This section is intended to make thoroughly clear what is 
believed to be a consequence of the rest of this License. 

8. If the distribution and/or use of the Program is restricted 
in certain countries either by patents or by copyrighted 
interfaces, the original copyright holder who places the 
Program under this License may add an explicit 
geographical distribution limitation excluding those 
countries, so that distribution is permitted only in or 
among countries not thus excluded. In such case, this 
License incorporates the limitation as if written in the 
body of this License. 

9. The Free Software Foundation may publish revised and/ 
or new versions of the General Public License from time 
to time. Such new versions will be similar in spirit to the 
present version, but may differ in detail to address new 
problems or concerns. 

Each version is given a distinguishing version number. If the 
Program specifies a version number of this License which 
applies to it and "any later version", you have the option of 
following the terms and conditions either of that version or of 
any later version published by the Free Software Foundation. If 
the Program does not specify a version number of this License, 
you may choose any version ever published by the Free 
Software Foundation. 

10. If you wish to incorporate parts of the Program into 
other free programs whose distribution conditions are 
different, write to the author to ask for permission. For 
software which is copyrighted by the Free Software 
Foundation, write to the Free Software Foundation; we 
sometimes make exceptions for this. Our decision will be 
guided by the two goals of preserving the free status of 
all derivatives of our free software and of promoting the 
sharing and reuse of software generally. 
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NO WARRANTY 

11. BECAUSETHE PROGRAM IS LICENSED FREE OF CHARGE. 
THERE IS NO WARRANTY FOR THE PROGRAM, TO THE 
EXTENT PERMITTED BY APPLICABLE LAW. EXCEPT WHEN 
OTHERWISE STATED IN WRITINGTHE COPYR に HT 
HOLDERS AND/OR OTHER PARTIES PROVIDE THE 
PROGRAM "AS IS" WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, 
EITHER EXPRESSED OR IMPLIED, INCLUDING, BUT NOT 
LIMITEDTO.THE IMPLIED WARRANTIES OF 
MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR 
PURPOSE. THE ENTIRE RISK AS TO THE QUALITY AND 
PERFORMANCE OFTHE PROGRAM IS WITH YOU. SHOULD 
THE PROGRAM PROVE DEFECTIVE, YOU ASSUMETHE 
COST OF ALL NECESSARY SERVICING, REPAIR OR 
CORRECTION. 

12. IN NO EVENT UNLESS REQUIRED BY APPLICABLE LAW OR 
AGREEDTO IN WRITING WILL ANY COPYRIGHT HOLDER, 
OR ANY OTHER PARTY WHO MAY MODIFY AND/OR 
REDISTRIBUTE THE PROGRAM AS PERMITTED ABOVE, BE 
LIABLE TO YOU FOR DAMAGES, INCLUDING ANY 
GENERA し SPECIAL INCIDENTAL OR CONSEQUENTIAL 
DAMAGES ARISING OUT OF THE USE OR INABILITY TO 
USE THE PROGRAM (INCLUDING BUT NOT LIMITEDTO 
LOSS OF DATA OR DATA BEING RENDERED INACCURATE 
OR LOSSES SUSTAINED BY YOU OR THIRD PARTIES ORA 
FAILURE OFTHE PROGRAM TO OPERATE WITH ANY 
OTHER PROGRAMS), EVEN IF SUCH HOLDER OR OTHER 
PARTY HAS BEEN ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH 
DAMAGES. 

END OF TERMS AND 
CONDITIONS 

How to Apply These Terms to Your New Programs 

If you develop a new program, and you want it to be of the 
greatest possible use to the public, the best way to achieve 
this IS to make it free software which everyone can redistribute 
and change under these terms. 

To do so, attach the following notices to the program. It is 
safest to attach them to the start of each source file to most 
effectively convey the exclusion of warranty; and each file 
should have at least the "copyright" line and a pointer to 
where the full notice is found. 

cone line to give the program's name and an idea of what it 
does.> 

Copyright に） <year> <name of author> 

This program is free software; you can redistribute it and/or 
modify it under the terms of the GNU General Public License 
as published by the Free Software Foundation; either version 2 
of the License, or (at your option) any later version. 

This program is distributed in the hope that it will be useful, 
but WITHOUT ANY WARRANTY ； without even the implied 
warranty of MERCHANTABILITY or FITNESS FOR A PARTICULAR 
PURPOSE. See the GNU General Public License for more 
details. You should have received a copy of the GNU General 
Public License along with this program; if not, write to the Free 
Software Foundation, Inc., 59 Femple Place - Suite 330, Boston, 
MA 02111-1307, USA. 

Also add information on how to contact you by electronic and 
paper mail. 

If the program is interactive, make it output a short notice like 
this when it starts in an interactive mode: 

Gnomovision version 69, Copyright に） year name of author 
Gnomovision comes with ABSOLUTELY NO WARRANTY; for 
details type 'show w'. This is free software, and you are 
welcome to redistribute it under certain conditions; type 
—show ピ for details. 

The hypothetical commands 'show w' and —show ピ should 
show the appropriate parts of the General Public License. Of 
course, the commands you use may be called something 
other than 'show w' and ’show c'; they could even be mouse- 
clicks or menu items—whatever suits your program. 

You should also get your employer (if you work as a 
programmer) or your school, if any, to sign a "copyright 
disclaimer" for the program, if necessary. Here is a sample; alter 
the names: 

Yoyodyne, Inc., hereby disclaims all copyright 
interest in the program 'Gnomovision' 

(which makes passes at compilers) written 
by James Hacker. 

<signature of Ty Coon>,1 April 1989 
Ty Coon, President of Vice 


This General Public License does not permit incorporating 
your program into proprietary programs. If your program is a 
subroutine library, you may consider it more useful to permit 
linking proprietary applications with the library. If this is what 
you want to do, use the GNU Lesser General Public License 
instead of this License. 

GNU LESSER GENERAL 
PUBLIC LICENSE 

Version 2.1, February 1999 

Copyright (C)1991,1999 Free Software Foundation, Inc. 

51 Franklin Street, Fifth Floor, Boston, MA 02110-1301 USA 
Everyone is permitted to copy and distribute verbatim copies 
of this license document, but changing it is not allowed. 

[This is the first released version of the Lesser GPL. It also 
counts as the successor of the GNU Library Public License, 
version 2, hence the version number 2.1.] 

Preamble 

The licenses for most software are designed to take away your 
freedom to share and change it. By contrast, the GNU General 
Public Licenses are intended to guarantee your freedom to 
share and change free software-to make sure the software is 
free for all its users. 

This license, the Lesser General Public License, applies to some 
specially designated software packages—typically libraries—of 
the Free Software Foundation and other authors who decide 
to use it. You can use it too, but we suggest you first think 
carefully about whether this license or the ordinary General 
Public License is the better strategy to use in any particular 
case, based on the explanations below. 

When we speak of free software, we are referring to freedom 
of use. not price. Our General Public Licenses are designed to 
make sure that you have the freedom to distribute copies of 
free software (and charge for this service if you wish); that you 
receive source code or can get it if you want it; that you can 
change the software and use pieces of it in new free 
programs; and that you are informed that you can do these 
things. 

To protect your rights, we need to make restrictions that 
forbid distributors to deny you these rights or to ask you to 
surrender these rights.These restrictions translate to certain 
responsibilities for you if you distribute copies of the library or 
if you modify it. 

For example, if you distribute copies of the library, whether 
gratis or for a fee, you must give the recipients all the rights 
that we gave you. You must make sure that they, too, receive 
or can get the source code. If you link other code with the 
library, you must provide complete object files to the 
recipients, so that they can relink them with the library after 
making changes to the library and recompiling it. And you 
must show them these terms so they know their rights. 

We protect your rights with a two-step method:(1)we 
copyright the library, and (2) we offer you this license, which 
gives you legal permission to copy, distribute and/or modify 
the library. 

To protect each distributor, we want to make it very clear that 
there is no warranty for the free library. Also, if the library is 
modified by someone else and passed on, the recipients 
should know that what they have is not the original version, 
so that the original author's reputation will not be affected by 
problems that might be introduced by others. 

Finally, software patents pose a constant threat to the 
existence of any free program. We wish to make sure that a 
company cannot effectively restrict the users of a free program 
by obtaining a restrictive license from a patent holder. 
Therefore, we insist that any patent license obtained for a 
version of the library must be consistent with the full freedom 
of use specified in this license. 

Most GNU software, including some libraries, is covered by the 
ordinary GNU General Public License. Tnis license, the GNU 
Lesser General Public License, applies to certain designated 
libraries, and is quite different from the ordinary General Public 
License. We use this license for certain libraries in order to 
permit linking those libraries into non-free programs. 

When a program is linked with a library, whether statically or 
using a shared library, the combination of the two is legally 
speaking a combined work, a derivative of the original library. 
The ordinary General Public License therefore permits such 
linking only if the entire combination fits its criteria of 
freedom.The Lesser General Public License permits more lax 
criteria for linking other code with the library. 


We call this license the Lesser General Public License 
because it does Less to protect the user's freedom than the 
ordinary General Public License. It also provides other free 
software developers Less of an advantage over competing 
non-free programs. These disadvantages are the reason we 
use the ordinary General Public License for many libraries. 
However, the Lesser license provides advantages in certain 
special circumstances. 

For example, on rare occasions, there may be a special need to 
encourage the widest possible use of a certain library, so that 
it becomes a de-facto standard.To achieve this, non-free 
programs must be allowed to use the library. A more frequent 
case is that a free library does the same Job as widely used 
non-free libraries. In this case, there is little to gain by limiting 
the free library to free software only, so we use the Lesser 
General Public License. 

In other cases, permission to use a particular library in non- 
free programs enables a greater number of people to use a 
large body of free software. For example, permission to use 
the GNU C Library in non-free programs enables many more 
people to use the whole GNU operating system, as well as its 
variant, the GNU/Linux operating system. 

Although the Lesser General Public License is Less protective 
of the users' freedom, it does ensure that the user of a 
program that is linked with the Library has the freedom and 
the wherewithal to run that program using a modified version 
of the Library. 

The precise terms and conditions for copying, distribution and 
modification follow. Pay close attention to the difference 
between a "work based on the library" and a "work that uses 
the library". The former contains code derived from the library, 
whereas the latter must be combined with the library in order 
to run. 

GNU GENERAL PUBLIC LICENSE TERMS AND CONDITIONS 
FOR COPYING, DISTRIBUTION AND MODIF に ATION 

0. This License Agreement applies to any software library 
or other program wh に h contains a notice placed by the 
copyright holder or other authorized party saying it may 
be distributed under the terms of this Lesser General 
Public License (also called "this License"). Each licensee is 
addressed as "you". 

A "library" means a collection of software functions and/or 
data prepared so as to be conveniently linked with application 
programs (which use some of those functions and data) to 
form executables. 

The "Library", below, refers to any such software library or work 
which has been distributed under these terms. A "work based 
on the Library" means either the Library or any derivative work 
under copyright law: that is to say, a work containing the 
Library or a portion of it, either verbatim or with modifications 
and/or translated straightforwardly into another language. 
(Hereinafter, translation is included without limitation in the 
term "mod 巾 cation".) 

"Source code" for a work means the preferred form of the work 
for making modifications to it. For a library, complete source 
code means all the source code for all modules it contains, 
plus any associated interface definition files, plus the scripts 
used to control compilation and installation of the library. 

Activities other than copying, distribution and modification 
are not covered by this License; they are outside its scope. The 
act of running a program using the Library is not restricted, 
and output from such a program is covered only if its contents 
constitute a work based on the Library (independent of the 
use of the Library in a tool for writing it). Whether that is true 
depends on what the Library does and what the program that 
uses the Library does. 

1. You may copy and distribute verbatim copies of the 
Library's complete source code as you receive it, in any 
medium, provided that you conspicuously and 
appropriately publish on each copy an appropriate 
copyright notice and disclaimer of warranty; keep intact 
all the notices that refer to this License and to the 
absence of any warranty; and distribute a copy of this 
License along with the Library. 

You may charge a fee for the physical act of transferring a 
copy, and you may at your option offer warranty protection in 
exchange for a fee. 

2. You may modify your copy or copies of the Library or 
any portion of it, thus forming a work based on the 
Library, and copy and distribute such mod 巾 cations or 
work under the terms of Section 1 above, provided that 
you also meet all of these conditions: 


その他 
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a) The modified work must itself be a software library. 

b) You must cause the files modified to carry prominent 
notices stating that you changed the files and the 
date of any change. 

c) You must cause the whole of the work to be licensed 
at no charge to all third parties under the terms of 
this License. 

d) If a facility in the modified Library refers to a function 
or a table of data to be supplied by an application 
program that uses the facility, other than as an 
argument passed when the facility is invoked, then 
you must make a good faith effort to ensure that, in 
the event an application does not supply such 
function ortable, the facility still operates, and 
performs whatever part of its purpose remains 
meaningful. 

(For example, a function in a library to compute square 
roots has a purpose that is entirely well-defined 
independent of the application. Therefore, Subsection 
2d requires that any application-supplied function or 
table used by this function must be optional: if the 
application does not supply it, the square root function 
must still compute square roots.) 

These requirements apply to the modified work as a 
whole. If identifiable sections of that work are not 
derived from the Library, and can be reasonably 
considered independent and separate works in 
themselves, then this License, and its terms, do not apply 
to those sections when you distribute them as separate 
works. But when you distribute the same sections as part 
of a whole which is a work based on the Library, the 
distribution of the whole must be on the terms of this 
License, whose permissions for other licensees extend to 
the entire whole, and thus to each and every part 
regardless of who wrote it. 

Thus, it is not the intent of this section to claim rights or 
contest your rights to work written entirely by you; rather, the 
intent is to exercise the right to control the distribution of 
derivative or collective works based on the Library. 

In addition, mere aggregation of another work not based on 
the Library with the Library (or with a work based on the 
Library) on a volume of a storage or distribution medium does 
not bring the other work under the scope of this License. 

3. You may opt to apply the terms of the ordinary GNU 
General Public License instead of this License to a given 
copy of the Library. To do this, you must alter all the 
notices that refer to this License, so that they refer to the 
ordinary GNU General Public License, version 2, instead 
of to this License. (If a newer version than version 2 of 
the ordinary GNU General Public License has appeared, 
then you can specify that version instead if you wish.) Do 
not make any other change in these notices. 

Once this change is made in a given copy, it is irreversible for 
that copy, so the ordinary GNU General Public License applies 
to all subsequent copies and derivative works made from that 
copy. 

This option is useful when you wish to copy part of the code 
of the Library into a program that is not a library. 

4. You may copy and distribute the Library (or a portion or 
derivative of it, under Section 2) in object code or 
executable form under the terms of Sections 1 and 2 
above provided that you accompany it with the 
complete corresponding machine-readable source code, 
which must be distributed under the terms of Sections 1 
and 2 above on a medium customarily used for software 
interchange. 

If distribution of object code is made by offering access to 
copy from a designated place, then offering equivalent access 
to copy the source code from the same place satisfies the 
requirement to distribute the source code, even though third 
parties are not compelled to copy the source along with the 
object code. 

5. A program that contains no derivative of any portion of 
the Library, but is designed to work with the Library by 
being compiled or linked with it, is called a "work that 
uses the Library". Such a work, in isolation, is not a 
derivative work of the Library, and therefore falls outside 
the scope of this License. 

However, linking a ’work that uses the Library" with the Library 
creates an executable that is a derivative of the Library 
{because it contains portions of the Library), rather than a 
"work that uses the library".The executable is therefore 
covered by this License. Section 6 states terms for distribution 
of such executables. 


When a work that uses the Library" uses material from a 
header file that is part of the Library, the object code for the 
work may be a derivative work of the Library even though the 
source code is not. Whether this is true is especially significant 
if the work can be linked without the Library, or if the work is 
itself a library. The threshold for this to be true is not precisely 
defined by law. 

If such an object file uses only numerical parameters, data 
structure layouts and assessors, and small macros and small 
inline functions (ten lines or less in length), then the use of the 
object file is unrestricted, regardless of whether it is legally a 
derivative work. (Executables containing this object code plus 
portions of the Library will still fall under Section 6.) 

Otherwise, if the work is a derivative of the Library, you may 
distribute the object code for the work under the terms of 
Section 6. Any executables containing that work also fall under 
Section 6, whether or not they are linked directly with the 
Library itself. 

6. As an exception to the Sections above, you may also 
combine or link a ’work that uses the Library" with the 
Library to produce a work containing portions of the 
Library, and distribute that work under terms of your 
choice, provided that the terms permit modification of 
the work for the customer's own use and reverse 
engineering for debugging such modifications. 

You must give prominent notice with each copy of the work 
that the Library is used in it and that the Library and its use are 
covered by this License. You must supply a copy of this 
License. If the work during execution displays copyright 
notices, you must include the copyright notice for the Library 
among them, as well as a reference directing the user to the 
copy of this License. Also, you must do one of these things: 

a) Accompany the work with the complete corresponding 
machine-readable source code for the Library including 
whatever changes were used in the work (which must 
be distributed under Sections 1 and 2 above); and, if the 
work is an executable linked with the Library, with the 
complete machine-readable "work that uses the Library", 
as object code and/or source code, so that the user can 
modify the Library and then relink to produce a modified 
executable containing the modified Library. {It is 
understood that the user who changes the contents of 
definitions files in the Library will not necessarily be able 
to recompile the application to use the modified 
definitions.) 

b) Use a suitable shared library mechanism for linking with 
the Library. A suitable mechanism is one that (1)uses at 
run time a copy of the library already present on the 
user's computer system, rather than copying library 
functions into the executable, and (2) will operate 
properly with a modified version of the library, if the user 
installs one, as long as the modified version is interface- 
compatible with the version that the work was made 
with. 

c) Accompany the work with a written offer, valid for at 
least three years, to give the same user the materials 
specified in Subsection 6a, above, for a charge no more 
than the cost of performing this distribution. 

d) If distribution of the work is made by offering access to 
copy from a designated place, offer equivalent access to 
copy the above specified materials from the same place. 

e) Verify that the user has already received a copy of these 
materials or that you have already sent this user a copy. 

For an executable, the required form of the "work that uses the 
Library" must include any data and utility programs needed for 
reproducing the executable from it. However, as a special 
exception, the materials to be distributed need not include 
anything that is normally distributed {in either source or 
binary form) with the major components (compiler, kernel, 
and so on) of the operating system on which the executable 
runs, unless that component itself accompanies the 
executable. 

It may happen that this requirement contradicts the license 
restrictions of other proprietary libraries that do not normally 
accompany the operating system. Such a contradiction means 
you cannot use both them and the Library together in an 
executable that you distribute. 

7. You may place library facilities that are a work based on 
the Library side-by-side in a single library together with 
other library facilities not covered by this License, and 
distribute such a combined library, provided that the 
separate distribution of the work based on the Library 
and of the other library facilities is otherwise permitted, 
and provided that you do these two things: 


a) Accompany the combined library with a copy of the 
same work based on the Library, uncombined with 
any other library facilities. This must be distributed 
under the terms of the Sections above. 

b) Give prominent notice with the combined library of 
the fact that part of it is a work based on the Library, 
and explaining where to find the accompanying 
uncombined form of the same work. 

8. You may not copy, modify, sublicense, link with, or 
distribute the Library except as expressly provided under 
this License. Any attempt otherwise to copy, modify, 
sublicense, link with, or distribute the Library is void, and 
will automatically terminate your rights under this 
License. However, parties who have received copies, or 
rights, from you under this License will not have their 
licenses terminated so long as such parties remain in full 
compliance. 

9. You are not required to accept this License, since you 
have not signed it. However, nothing else grants you 
permission to modify or distribute the Library or its 
derivative works. These actions are prohibited by law if 
you do not accept this License.Therefore, by modifying 
or distributing the Library (or any work based on the 
Library), you indicate your acceptance of this License to 
do so, and all its terms and conditions for copying, 
distributing or modifying the Library or works based on 
it. 

10. Each time you redistribute the Library (or any work 
based on the Library), the recipient automatically 
receives a license from the original licensor to copy, 
distribute, link with or modify the Library subject to 
these terms and conditions. You may not impose any 
further restrictions on the recipients' exercise of the 
rights granted herein. You are not responsible for 
enforcing compliance by third parties with this License. 

11.If, as a consequence of a court judgment or allegation of 
patent infringement or for any other reason (not limited 
to patent issues), conditions are imposed on you 
(whether by court order, agreement or otherwise) that 
contradict the conditions of this License, they do not 
excuse you from the conditions of this License. If you 
cannot distribute so as to satisfy simultaneously your 
obligations under this License and any other pertinent 
obligations, then as a consequence you may not 
distribute the Library at all. For example, if a patent 
license would not permit royalty-free redistribution of 
the Library by all those who receive copies directly or 
indirectly through you, then the only way you could 
satisfy both it and this License would be to refrain 
entirely from distribution of the Library. 

If any portion of this section is held invalid or unenforceable 
under any particular circumstance, the balance of the section 
is intended to apply, and the section as a whole is intended to 
apply in other circumstances. 

It is not the purpose of this section to induce you to infringe 
any patents or other property right claims onto contest 
validity of any such claims; this section has the sole purpose of 
protecting the integrity of the free software distribution 
system which is implemented by public license practices. 

Many people have made generous contributions to the wide 
range of software distributed through that system in reliance 
on consistent application of that system; it is up to the author/ 
donor to decide if he or she is willing to distribute software 
through any other system and a licensee cannot impose that 
choice. 

This section is intended to make thoroughly clear what is 
believed to be a consequence of the rest of this License. 

12. If the distribution and/or use of the Library is restricted 
in certain countries either by patents or by copyrighted 
interfaces, the original copyright holder who places the 
Library under this License may add an explicit 
geographical distribution limitation excluding those 
countries, so that distribution is permitted only in or 
among countries not thus excluded. In such case, this 
License incorporates the limitation as if written in the 
body of this License. 

13. The Free Software Foundation may publish revised and/ 
or new versions of the Lesser General Public License 
from time to time. Such new versions will be similar in 
spirit to the present version, but may differ in detail to 
address new problems or concerns. 
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Each version is given a distinguishing version number. If the 
Library specifies a version number of this License which 
applies to it and "any later version", you have the option of 
following the terms and conditions either of that version or of 
any later version published by the Free Software Foundation. If 
the Library does not specify a license version number, you 
may choose any version ever published by the Free Software 
Foundation. 

14. If you wish to incorporate parts of the Library into other 
free programs whose distribution conditions are 
incompatible with these, write to the author to ask for 
permission. For software which is copyrighted by the 
Free Software Foundation, write to the Free Software 
Foundation; we sometimes make exceptions for this. Our 
decision will be guided by the two goals of preserving 
the free status of all derivatives of our free software and 
of promoting the sharing and reuse of software 
generally. 

NO WARRANTY 

15. BECAUSETHE LIBRARY IS LICENSED FREE OF CHARGE. 
THERE IS NO WARRANTY FOR THE LIBRARY, TO THE 
EXTENT PERMITTED BY APPLICABLE LAW. EXCEPT WHEN 
OTHERWISE STATED IN WRITINGTHE COPYR に HT 
HOLDERS AND/OR OTHER PARTIES PROVIDE THE LIBRARY 
"AS IS" WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EITHER 
EXPRESSED OR IMPLIED, INCLUDING, BUT NOT LIMrTED 
TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY 
AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPO 化 THE ENTIRE 
RISK AS TO THE QUALITY AND PERFORMANCE OF THE 
LIBRARY IS Wrm YOU. SHOULD THE LIBRARY PROVE 
DEFECTIVE, YOU ASSUMETHE COST OF ALL NECESSARY 
SERVICING, REPAIR OR CORRECTION. 

16. IN NO EVENT UNLESS REQUIRED BY APPUCABLE LAW OR 
AGREEDTO IN WRITING WILL ANY COPYRIGHT HOLDER, 
OR ANY OTHER PARTY WHO MAY MODIFY AND/OR 
REDISTRIBUTE THE LIBRARY AS PERMITTED ABOVE, BE 
LIABLE TO YOU FOR DAMAGES, INCLUDING ANY 
GENERA し SPECIAL INCIDENTAL OR CONSEQUENTIAL 
DAMAGES ARISING OUT OF THE USE OR INABILITY TO 
USE THE LIBRARY (INCLUDING BUT NOT LIMITEDTO LOSS 
OF DATA OR DATA BEING RENDERED INACCURATE OR 
LOSSES SUSTAINED BY YOU OR THIRD PARTIES OR A 
FAILURE OFTHE LIBRARY TO OPERATE WITH ANY OTHER 
SOFTWARE), EVEN IF SUCH HOLDER OR OTHER PARTY 
HAS BEEN ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH 
DAMAGES. 

END OF TERMS AND 
CONDITIONS 

Howto Apply These Terms to Your New Libraries 

If you develop a new library, and you want it to be of the 
greatest possible use to the public, we recommend making it 
free software that everyone can redistribute and change. You 
can do so by permitting redistribution under these terms (or, 
alternatively, under the terms of the ordinary General Public 
License). 

To apply these terms, attach the following notices to the 
library. It is safest to attach them to the start of each source file 
to most effectively convey the exclusion of warranty; and each 
file should have at least the "copyright" line and a pointer to 
where the full notice is found. 

cone line to give the library's name and an idea of what it 
does.> 

Copyright に） <year> <name of author> 

This library is free software; you can redistribute it and/or 
modify it under the terms of the GNU Lesser General Public 
License as published by the Free Software Foundation; either 
version 2.1of the License, or (at your option) any later version. 

This library is distributed in the hope that it will be useful, but 
WtHOUT ANY WARRANTY; without even the implied warranty 
of MERCHANTABILITY or FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE 
See the GNU Lesser General Public License for more details. 

You should have received a copy of the GNU Lesser General 
Public License along with this library; if not, write to the Free 
Software Foundation, In 仁 , 59 Femple Place, Suite 330, Boston, 
MA 02111-1307 USA 

Also add information on how to contact you by electronic and 
paper mail. 


You should also get your employer (if you work as a 
programmer) or your school, if any, to sign a "copyright 
disclaimer" for the library, if necessary. Here is a sample; alter 
the names: 

Yoyodyne, Inc., hereby disclaims all copyright interest in the 
library — Frob' (a library for tweaking knobs) written by James 
Random Hacker. 

signature ofTy Coon,1 April 1990 
Ty Coon, President of Vice 

That’s all there is to it! 

OpenSSL ソフトウ i アに関す 
るお知 S せ 

本製品には、蝶社びその著作権ちとのライセンス契約 
に基づさ使用しているソフトウェアである 「OpenSSL 
(「Original SSLeay 」 と称ずるライブラ U — を含む)」び搭載 
されておりまず。当該ソフトウェアの善作権ちの要まに基 
づさ、脾社は、切下の内容をお客様に通知する義務びありま 
す。 

下記内容をご一読くださいますよラ、よろしくお願い申し 
上げます。 

バッケージ名 sony - target :- grel - openssl - 日. 9.8 g -0 20201 . 
src.rpm 

OpenSSL 

Copyright (c)1 W8-2006The OpenSSL Project. All rights 
reserved. 

Redistribution and use in source and binary forms, with or 
without modification, are permitted provided that the 
following conditions are met: 

1. Redistributions of source code must retain the above 
copyright notice, this list of conditions and the following 
disclaimer. 

2. Redistributions in binary form must reproduce the above 
copyright notice, this list of conditions and the following 
disclaimer in the documentation and/or other materials 
provided with the distribution. 

3. All advertising materials mentioning features or use of 
this software must display the following 
acknowledgment: 

"This product includes software developed by the 
OpenSSL Project for use in the OpenSSL Toolkit, (http:// 
www.openssl.org/)" 

4. The names "OpenSSL Tool kit" and "OpenSSL Project" must 
not be used to endorse or promote products derived 
from this software without prior written permission. For 
written permission, please contact openssl-core@ 
openssl.org. 

5. Products derived from this software may not be called 
"OpenSSL"nor may"OpenSSL"appear in their names 
without prior written permission of the OpenSSL Project. 

6. Redistributions of any form whatsoever must retain the 
following acknowledgment: 

"This product includes software developed by the 
OpenSSL Project for use in the OpenSSLToolk け {http:// 
www.openssl.org/)" 

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BYTHE OpenSSL PROJECT "AS 
IS" AND ANY EXPRESSED OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, 
BUT NOT LIMITEDTO, THE IMPLIED WARRANTIES OF 
MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE 
ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE OpenSSL PROJECT 
OR ITS CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT. INDIRECT, 
INCIDENTAL SPECIAL EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL 
DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITEDTO, PROCUREMENT 
OF SUBSTITUTE GOODS OR SERV に ES; LOSS OF USE, DATA, OR 
PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) 

HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, 
WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT 
(INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) 

ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, 
EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE 

This product includes cryptographic software written by Eric 
Young (eay@cryptsoft.com). This product includes software 
written by Tim Hudson (tjh@cryptsoft.com). 


Original SSLeay License 

Original SSLeay 

Copyright に） 1995-1998 Eric Young (eay@cryptsoft.com) 

All rights reserved. 

This package is an SSL implementation written by Eric Ybung 
(eay@cryptsoft.com). 

The implementation was written so as to conform with 
Netscapes SSL. 

This library is free for commercial and non-commercial use as 
long as the following conditions are aheared to. The following 
conditions apply to all code found in this distribution, be it the 
RC4, RSA, lhash, DES, etc, code; not just the SSL code. The SSL 
documentation included with this distribution is covered by 
the same copyright terms except that the holder isTim 
Hudson (tjh@cryptsoft.com). 

Copyright remains Eric Young's, and as such any Copyright 
notices in the code are not to be removed. 

If this package is used in a product, Eric Young should be 
given attribution as the author of the parts of the library used. 
This can be in the form of a textual message at program 
startup or in documentation {online or textual) provided with 
the package. 

Redistribution and use in source and binary forms, with or 
without modification, are permitted provided that the 
following conditions are met: 

1. Redistributions of source code must retain the copyright 
notice, this list of conditions and the following 
disclaimer. 

2. Redistributions in binary form must reproduce the above 
copyright notice, this list of conditions and the following 
disclaimer in the documentation and/or other materials 
provided with the distribution. 

3. All advertising materials mentioning features or use of 
this software must display the following 
acknowledgement: 

"This product includes cryptographic software written 
by Eric Young (eay@cryptsoft.com)" 

The word 'cryptographic'can be left out if the rouines 
from the library being used are not cryptographic 
related 

4. If you include any Windows specific code (or a derivative 
thereof) from the apps directory {application code) you 
must include an acknowledgement: 

"This product includes software written by Tim Hudson 
(tjh@cryptsoft.com)" 

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY ERIC YOUNG "AS IS" AND 
ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT 
LIMITEDTO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY 
AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED. 

IN NO EVENT SHALLTHE AUTHOR OR CONTRIBUTORS BE 
LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL SPECIAL 
EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT 
NOT LIMITEDTO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR 
SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS 
INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF 
LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT 
(INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY 
WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF 
THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. 

The licence and distribution terms for any publically available 
version or derivative of this code cannot be changed, i.e. this 
code cannot simply be copied and put under another 
distribution licence [including the GNU Public Licence.] 


FreeType 

The FreeType Project is copyright (C)1996-2000 by David 
Turner, Robert Wilhelm, and Werner Lemberg. All rights 
reserved except as specified below. 

THE FREETYPE PROJECT IS PROVIDED ’AS IS’ WtHOUT 
WARRANTY OF ANY KIND, EITHER EXPRESS OR IMPLIED, 
INCLUDING, BUT NOT LIMITEDTO, WARRANTIES OF 
MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE. 
IN NO EVENT WILL ANY OFTHE AUTHORS OR COPYRIGHT 
HOLDERS BE LIABLE FOR ANY DAMAGES CAUSED BYTHE USE 
OR THE INABILITY TO USE, OFTHE FREETYPE PROJECT. 
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NetBSD ソフトウエアに関する 
お知らせ 

BSD License 

Copyright (c)1994-2004 The NetBSD Foundation, Inc. All rights 
reserved. 

Redistribution and use in source and binary forms, with or 
without modification, are permitted provided that the 
following conditions are met: 

1 . Redistributions of source code must retain the above 
copyright notice, this list of conditions and the following 
disclaimer. 

2. Redistributions in binary form must reproduce the above 
copyright notice, this list of conditions and the following 
disclaimer in the documentation and/or other materials 
provided with the distribution. 

3. All adveUising materials mentioning features or use of 
this software must display the following 
acknowledgement: 

This product includes software developed by the NetBSD 
Foundation, Inc. and its contributors. 

4. Neither the name of The NetBSD Foundation nor the 
names of its contributors may be used to endorse or 
promote products derived from this software without 
specific prior written permission. 

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE REGENTS AND 
CONTRIBUTORS "AS IS" AND ANY EXPRESS OR IMPLIED 
WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITEDTO, THE IMPLIED 
WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A 
PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT SHALL 
THE REGENTS OR CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, 
INDIRECT, INCIDENTAL SPECIAL EXEMPLARY. OR 
CONSEQUENTIAL DAMAGES {INCLUDING, BUT NOT LIMITED 
TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS 
OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS INTERRUPTION) 
HOWEVER CAUSED AND ON ANYTHEORY OF LIABILITY, 
WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT 
{INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY 
WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF 
THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE 

The following notices are required to satisfy the license terms 
of the software that we have mentioned in this document: 

This product includes software developed by Adam Glass. 

This product includes software developed by Bill Paul. 

This product includes software developed by Charles M. 
Hannum. 

This product includes software developed by Christian E. 
Hopps. 

This product includes software developed by Christopher G. 
Demetriou. 

This product includes software developed by Christopher G. 
Demetriou for the NetBSD Project. 

This product includes software developed by Christos Zoulas. 
This product includes software developed by Gardner 
Buchanan. 

This product includes software developed by Gordon W. Ross 
This product includes software developed by Jonathan Stone 
for the NetBSD Project. 

This product includes software developed by Manuel Bouyer. 
This product includes software developed by Rolrwossmann. 
This product includes software developed by Tools GmbH. 

This product includes software developed by the NetBSD 
Foundation, Inc. and its contributors. 

This product includes software developed by the University of 
California, Berkeley and its contributors. 

This product includes software developed by the University of 
California, Lawrence Berkeley Laboratory and its contributors. 
This product includes software developed by the University of 
California, Lawrence Berkeley Laboratory. 

This product includes software developed for the NetBSD 
Project by Wasabi Systems, Inc. 

This product includes software developed for the NetBSD 
Project by Matthias Drochne し 


JPEG に関するお巧 6 せ 

本製品の一部には、 Independent JPEG Group の研究成 
果を使用しています。 

バツケージファイル名 sony - tarael :- grel - libjpeg - 
6 b -0 20201 .S に 「pm 

iU 上 


In plain Enalish: 

1. We don't promise that this software works. {But if you 
find any bugs, please let us know!) 

2. You can use this software for whatever you want. You 
don't have to pay us. 

3. You may not pretend that you wrote this software. If you 
use it in a program, you must acknowledge somewhere 
in your documentation that you've used the IJG code. 

In legalese: 

The authors make NO WARRANTY or representation, either 
express or implied, with respect to this software, its quality, 
accuracy, merchantability, or fitness for a particular purpose. 
This software is provided "AS IS" and you, its user assume the 
entire risk as to its quality and accuracy. 

This software is copyright (c) 1991 -1998, Thomas G. Lane. 

All Rights Reserved except as specified below. 

Permission is hereby granted to use, copy, modify, and 
distribute this software (or portions thereof) for any purpose, 
without fee, suDject to these conditions: 

り ） If any part of the source code for this software is 
distributed, then this README file must be included, with this 
copyright and no-warranty notice unaltered; and any 
additions, deletions, or changes to the original files must be 
clearly indicated in accompanying documentation. 

口 ） If only executable code is distributed, then the 
accompanying documentation must state that"this software is 
based in part on the work of the Independent JPEG Group". 

(3) Permission for use of this software is granted only if the user 
accepts full responsibility for any undesirable consequences; 
the authors accept NO LIABILITY for damages of any kind. 

These conditions apply to any software derived from or based 
on the IJG code, not just to the unmodified library. If you use 
our work, you ought to acknowledge us. 

Permission is NOT granted for the use of any IJG author's name 
or company name in advertising or pubhaty relating to this 
software or products derived from it. This software may be 
referred to only as "the Independent JPEG Group's software". 

We specifically permit and encourage the use of this software 
as the basis of commercial products, provided that all warranty 
or liability claims are assumed by the product vendor. 

PuTTY ソフトウエアに関するお 
知 S せ 

本製品には、 PuTTY ソフトウエアの一部の コー ドび搭載さ 
れてお D ます。 

ソー スバッケ ージ： putty -0.58. tar.gz 

ライセンス条文： http :// vvww . chiark . greenend . ora . 

uk /~ sgtatham / puttv / licence.html 

PuTTY is copyright 1997-2006 Simon Tatham. 

Portions copyright Robert de Bath, Joris van Rantw^k, Delian 
Delchev, Andreas Schultz, Jeroen Massar, Wez Furlong, Nicolas 
Barry, Justin Bradford, Ben Harris, Malcolm Smith, Ahmad 
Khalifa, Markus Kuhn, and CORE SDI S.A. 

Permission is hereby granted, free of charge, to any person 
obtaining a copy of this software and associated 
documentation files (the"Software"), to deal in the Software 
without restriction, including without limitation the rights to 
use, copy, modify, merge, publish, distribute, sublicense, and/ 
or sell copies of the Software, and to permit persons to whom 
the Software is furnished to do so, subject to the following 
conditions: 

The above copyright notice and this permission notice shall 
be included in all copies or substantial portions of the 
Software. 

THE SOFTWARE に PROVIDED"AS IS", WITHOUT WARRANTY OF 
ANY KIND, EXPRESS OR IMPLIED, INCLUDING BUT NOT LIMITED 
TO THE WARRANTIES OF MERCHANTABILITY, FITNESS FOR A 
PARTICULAR PURPOSE AND NONINFRINGEMENT. IN NO EVENT 
SHALL SIMON TATHAM BE LIABLE FOR ANY CLAIM, DAMAGES 
OR OTHER LIABILITY, WHETHER IN AN ACTION OF CONTRACT, 
TORT OR OTHERWISE, ARISING FROM. OUT OF OR IN 
CONNECTION WITH THE SOFTWARE ORTHE USE OR OTHER 
DEALINGS IN THE SOFTWARE. 


fdlibm ソフトウエアに関するお 
巧6せ 

が #) 付 libm.h 1.5 95/01/18 

Copyright 口 1993 by Sun Microsystems, Inc. All rights 
reserved. 

Developed at SunSoft, a Sun Microsystems, Inc. business. 
Permission to use, copy, modify, and distribute this software is 
freely granted.provided that this notice is preserved. 

Root Certificates に関するお 
巧 6 せ 

In addition, the Runtimes and Runtime Components may 
contain one or more root certificates (herein referred to as 
"Root Certificates"). You may not modify the Root Certificates. 


Nano - XML に関するお巧]百せ 

Copyright (C) 2000-2002 Marc De Scheemaecker, All Rights 
Reserved. 

This software is provided .as-is; without any express or implied 
warranty. In no event will the authors be held liable for any 
damages arising from the use of this software. 

Permission is granted to anyone to use this software for any 
purpose, including commercial applications, and to alter it 
and redistribute it freely, subject to the following restrictions: 

1. The origin of this software must not be misrepresented; 
you must not claim that you wrote the original software. 
If you use this software in a product, an 
acknowledgment in the product documentation would 
be appreciated but is not required. 

2. Altered source versions must be plainly marked as such, 
and must not be misrepresented as being the original 
software. 

3. This notice may not be removed or altered from any 
source distribution. 

MPEG -4 AVC および VC -1 に関 
するお巧 6 せ 

THIS PRODUCT IS LICENSED UNDER THE AVC PATENT 
PORTFOLIO LICENSE AND VC-1 PATENT PORTFOLIO LICENSE 
FOR THE PERSONAL AND NON-COMMERCIAL USE OF A 
CONSUMER TO DECODE VIDEO IN COMPLIANCE WITH THE AVC 
STANDARD ("AVC VIDEO。) AND/ORTHE VC-1 STANDARD {"VC-1 
VIDEO") THAT WAS ENCODED BY A CONSUMER ENGAGED IN A 
PERSONAL AND NON-COMMERCIAL ACTIVITY AND/OR WAS 
OBTAINED FROM A VIDEO PROVIDER LICENSEDTO PROVIDE 
AVC VIDEO AND/OR VC-1 VIDEO. NO LICENSE IS GRANTED OR 
SHALL BE IMPLIED FOR ANY OTHER USE. ADDITIONAL 
INFORMATION MAYBE OBTAINED FROM MPEG LA , しし仁 SEE 

http://www.mpegla.com 
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用語集 


五十音順 


サムネイル 

複数の画像を一覧表示するため 
に縮ルされた画像。 

巧聴年酷制旧口 3) 

国-地域ごとの規制レベルに合 
わせて、視聴年齢制限に対応した 
ディスクの再生を制限する BD - 
ROM/DVD の機能。 

制限のしかたは BD - ROM/DVD に 
よって異なり、まったく再生でさ 
ない場合や、過激な場面をとばし 
たり、別の場面に差し換えて再生 
する場合などびあります。 

ドルビーデジタルプラス (65) 

KJ レビーラボラト U —ズの開発 
した音声圧縮符号イヒ技術。 7. 1チヤ 
ンネ J レのマ J レチチヤンネ J レサラ 
ウンドに対応しています。 

ドルビー TrueHD (65) 

可逆圧縮で音声を記録する次世 
代光ディスクのための技術。8 
チヤンネルまでのマルチチヤン 
ネルサフウンドに対応し、局品質 
な才 U ジナルの音源を完全に再 
現します。 

ブラビアプレ5アムフォト (40) 

写真らしい高精細で微妙な質感 
や色あいの表現を可能にする機 
能です。 r プラビアプレ5アム 
フォりに対応したソニー製機器 
同±の組み合わせで、写真をフル 
八イビジョン高画質でお楽しみ 
いただけます。人肌や花びらの 
繊細な描写、砂おや波の質感な 
ど、美しいフォト画質を大画面で 
お楽しみいただけます。 

ブラビア y ンク （18) 

八イビジョンテレビ< ブラビア 
>付属のリモコンで、本機を簡単 
に操作でさます。 


ポップアップメニュー (35) 

BD - ROM を再生中に、再生を継続 
させなびらメニューを表おさせ 
る機能のことです。再生画面を 
見なびら、チャプターや音声、字 
幕の変更や設定などび行えます。 

リニア PCM ( LPCM )(65) 

音声信号の符号化ち式のひとつ 
で、圧縮と伸張による音声劣化び 
発生しないち式です。 


数到眉/ 

アルファベット順 


AACS 

著作権保護技術のひとつで、 r ア 
ドバンスド-アクセス-コンテ 
ント-システム (Advanced 
Access Content System )」 の略。 
次世代光ディスクに記録された 
デジタルコンテンツを管理する 
ための規格です。これにより、高 
品質な映像や音声をわつデジタ 
ル作品をお楽しみいただけます。 

AVCHD (62) 

高度な圧縮技術により、1080^1 
または720 P *2 の HD (八イビジョ 
ン)映像を記録する八イビジョン 
デジタルビデオカメラの規格。映 
像の圧縮には MPEG -4 AVC / 
H .264 ち式、音声の圧縮にはドル 
ビーデジタルまたは U ニア PCM 
び用いられます。 MPEG -4 AVC / 
H .264 ち式は、従来の圧縮ち式に 
比べて高い圧縮符号化効率を持 
ちます。 

有効走査線数び1080本で、表示ち式はイン 
夕ーレース方式 

有効走査線数び720本で、表示方式はプ□グ 
レッシブ方式 

BD ( Blu-ray Disc ) (8) 

大容量データの保をや八イビ 
ジョン映像の記録-再生を目的 
として開発されたディスク 
フォーマット。 BD は片面]層の 
ディスクで 25 GB まで2層のディ 
スクで 50 GB までのデータを記録 
でさます。 

BD-J 

双ち向操作を可能とするために 
BD - R 0 M フォー マッ トでは 」 ava 
をサポートしています。 

" BD -」" と呼ばれる Java アプ U 
ケーションは、コンテンツ制作ち 
び BD - R 0 M タイトル用に双ち向 
コンテンツを作る上で自由度の 
高い機能を提供しています。 


巧のぺージにつヴ<嗦 
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BD-R (Blu-ray Disc 
Recordable) (61) 

一度だけ記録可能な BD 。 記録し 
たコンテンツは上書さでさない 
ため、大切なデータの保をや映像 
素材の保管-配巧に使用でさま 
す。 

BD-RE (Blu-ray Disc 
Rewritable) (61) 

何度わ書さ換えび可能な BD 。 上 
書さ可能なため、さまざまな編集 
や、テレビ番組の予約録画などに 
適しています。 

BD-ROM (Blu-ray Disc 
Read-Only Memorv) (61) 

映画などの映像を記録して巿販 
される読み込み専用の BD 。 映画 
などの映像素材を八イビジョン 
画質で収録でさることに加え、双 
ち向性コンテンツ、ポップアップ 
メニューによるメニュー操作、字 
幕のさまざまな表示ち法や、スラ 
イドショーなどの拡張機能びあ 
ります。映像の記録は MPEG 2 に 
加えて、新世代コーデック 
MPEG 4 AVC や SMPTE VC -1 に巧 
応。また音声では最大 8 ch のサラ 
ウンド音声を収録可能で、今まで 
にない迫力の映像と音声をお楽 
しみいただけます。 

D 映像端子。 9) 

D 映像入力端テ付さテレビと1本 
のケーブルでかんたんにコン 
ポーネント映像信号を接続でさ 
ます。 D 映像出力端テには対応す 
る信号フォーマットによって D 1、 
D 2、 D 3、 D 4 端テびあります。 

• D 1 端子： 525 i (480 i ) の信号 

• 〇 2 端子： 525 i ( 4 80 i ) と 525 P (480 p ) 
の信号 

• D 3 端子: 525 i (480 i ) と 525 p (480 p )、 
1125 i (1080 i ) の信号 

• D 4 端子: 525 i (480 i ) と 525 p (480 p )、 
11 2 引 （1080 i )、750 p ( 72 0 p ) の信号 

• i はインターレース、 p はプ□グレッシブの 
略。カツコ内の数字は有効走査線数で数え 
たとをの別称です。 


DTS-HD High Resolution 
Audio (65) 

デジタルシアターシステムズ社 
の開発したデジタルサラウンド 
フォーマット。最大 96 kHz のサ 
ンプ U ング周波数、 7.1 チヤンネ 
J レのマ J レチチヤンネ J レサラウン 
ドに対応します。非可逆圧縮で 
記録された音声を、最大 6 Mbps の 
ビットレートで転送します。 

DTS-HD Master Audio (65) 

可逆圧縮で記録された音声を最 
大 24.5 Mbps のビットレートで転 
送します。また、最大 192 kHz の 
サンプリング周波数、 7.1 チヤン 
ネ J レのマ J レチチヤンネルサラウ 
ンドに対応します。 

HDMI (High-Definition 
Multimedia lnterface)(17) 

パソコン用ディスプレイなどで 
使用されている DVI (Digital 
Visual Interface ) 規格を拡張した 
次世代テレビ向けのデジタルイ 
ンターフエース規格。 

八イビジョン映像とマ J レチチヤン 
ネル音声を1つのケーブルで、信 
号びデジタルのまま、劣化するこ 
となく伝送でさます。デジタル映 
像信号の暗号化記述を使用した著 
作権保護技術である HDCP 4にわ 
対応しています。 

* HDCP ( High-bandwidth Digital Content 
Protection ) :デジタル映像信号の暗号化方 
式で、 HDMI を経由して送信されるデジタル 
コンテンツの不正コピー防止を目的とする 
菁作権保護用システムです。 

IP アドレス ( アイピーアドレス） 

TCP/IP (伝送制御プ〇トコル/イ 
ンターネットプ □ トコル)ネット 
ワークで使用される識別情報。通 
常は、3析の数字4組を点で区切つ 
て表示されます。 

例：「192.168 .139.1 05」など 

JPEG (39) 

静止画のファイル形式の一つ。他 
のファイル形式よりち画質の劣 
化を抑えて、ファイル容量を少な 
<でさます。 


LAN (25) 

ケーブルや光ファイバーや無線 
などを使って、周辺機器や他の機 
器を接続し、データをやり取りす 
る同じ建物やフ□ア内のみの 
ネットワーク。社内や学校内、家 
庭内など、一定範囲内のネット 
ワークのことです。 

LTH (Low toHigh)(62) 

有機色素系 BD - R に対応した記録 
ち式。 

MAC アドレス (7 ックアドレス ) 

LAN 上につなびっている機器を 
識別するためにち機器ごとに割 
り当てられている番号。ケーブ 
ルテレビ会社によっては、本機の 
MAC アドレスの届出び必要な場 
合びあります。本機の MAC アド 
レスは、[本体設定]の[本体情報] 
で確認でさます。 

x.v.Color (45) 

動画色空間規格の国際規格のひ 
とつ r xvYCCJ に対応した機器に 
付す名称としてソニーび提案し 
ている商標です。従来より広い 
色域を再現でさ、ホ、青、緑はわち 
ろん、ホ紫の花の色や、複雑に変 
化する美しい海の青色など、自然 
界の色を銷やかに、 U アルに再現 
します。 

24p True Cinema (9) 

映画フィルムは毎砂24コマで撮 
影されていますび、テレビ画面で 
は毎砂60コマに変換されて表示 
されるため、映画本来の表現とは 
異なるものになります。 24 p 
True Cinema に巧応するテレビ 
とプレーヤーを接続すると、映画 
フィルムと同じ毎砂24コマで表 
おされ、映画の質感そのままでお 
楽しみいただけます。 
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